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　長い長い──光すらも駆かけ抜ぬけるのには長い歳さい月げつを要する旅路の果てにそれはあった。

　蒼あおい海にその表面積の半分以上を覆おおわれた惑わく星せい。

　かつて『地球』と呼よばれていた人類の母星によく似にたこの植民星は、五千年以上前の記録によればテラ・フォーミングにおける開発責せき任にん者しやの名を取って『カギロイ』と登録されているが──今は別の呼こ称しようの方が通りが良い。

『封ふう棄き世界』と。

　もっともこの惑星が名前の通り空間封ふう鎖さされていたのは既すでに過か去この事である。〈律法破壊者プロヴイデンス・ブレイカー〉計画の成功により異い種しゆ知ち性せい体たいが敷しいた空間封鎖は解かい除じよされ、現げん在ざいは自由にこの惑星に降おり立つ事が出来る。

　一度、文化と文明が強きよう制せい的にリセットされたこの惑星は地球基き準じゆんで言えば中世に相当する文明レベルでしかなく、自分達の居いる『世界』とその外側について正しい認にん識しきを持っている者はごく少数だが──それでも〈律法破壊者プロヴイデンス・ブレイカー〉計画の関係者やその周辺の者達の仲ちゆう介かいによって、ラインヴァン王国という国家が外交窓まど口ぐちとして機き能のうしている。

「此こ処こが……」

　ヒタカ・ハーリントン大たい尉いは微び笑しようを浮うかべてその星を眺ながめる。

　暗黒色の真空に浮かぶ蒼い星。

　今やこの地は人類に遺のこされた最後の希望でもあった。

　あの永く激はげしい異種知性体との戦争の後……この封棄世界の外側に生き残った人類はわずかに数万でしかなかった。奇き蹟せきや魔ま法ほうの同どう義ぎ語ごとさえ言える様な科学技ぎ術じゆつの発達は、彼等自身にはさして問題の無い生せい存ぞん環かん境きようを約束したが──総そう人口わずか数万では遺い伝でん的にも文化的にもすぐに行き詰づまるのは目に見えていた。外部に遺された人類は緩ゆるやかな滅めつ亡ぼうの道を辿たどりつつあったのだ。

　故ゆえにこそ……文明レベルこそ低いものの、五千年前に分かたれた同どう胞ほう達が億の単位で暮くらすこの惑星はヒタカ達にとって人類社会再さい建けんの鍵かぎでもあった。

「生理時間を標準時間軸じくに同期。各種設せつ定ていを再チェック」

「御ぎよ意い」

　まるで水中にあるかの様に彼の背はい後ごでゆらゆらと漂ただよう少女が頷うなずく。

　彼女の名はオウラン──環境Ａ邀撃戦用Ｒ自由Ｆ塑形Ｆ兵器ＩＭ４タイプ〈インプルーブド・ドラグーン〉シリアル１５〈桜嵐オウラン〉。

　名前が示しめす通り人間ではなく、人類の創り出した最強兵器の対人インターフェイスが彼女である。もっともその機能は最も早はや兵器と単たん純じゆんに呼び示すには過か剰じような程ほどの汎はん用よう性せいを持っており、戦争の終わった今となっては、主に人類生存領りよう域いきを駆け回り、災さい害がい支し援えんや各種事業の主力として活かつ躍やくする事の方が多い。

　今回ブラウニン機関から与あたえられたヒタカの任にん務むも戦せん闘とうではない。むしろその逆ぎやく──復ふつ興こう支援とも言うべきものだった。

「──ヒタカ様」

　オウランがふと何かに気付いた様子で言った。

「僚りよう機きより通信が入っています。識別コードＢＳＦ０４Ｍ４００５──インプルーブド・ドラグーン・シリアル０５〈エリゴール〉です」

「繋つないで」

　彼が許きよ可かをすると音も無く眼がん前ぜんに一ひと抱かかえ程の立方体が出現。高こう密みつ度ど三次元ディスプレイの中にヒタカと同じくモンゴロイド系けいの血を顔立ちに感じさせる男性と、何ど処こか不ふ遜そんそうな表ひよう情じようを──オウランの姉し妹まいとしてはかなり珍めずらしいのだが──した少女が映うつった。

「よ──ヒタカ。久ひさしぶりだな」

　改良型竜機神ドラグーンシリアル０５〈エリゴール〉のラウ・カーフェイは、相変わらずの──生理時間にして三年程前、最後にヒタカが見た際さいと全く変わらぬ、見るからに軽けい薄はくそうな笑え顔がおで挨あい拶さつしてきた。

「お久しぶりですカーフェイ大尉。どうでしたか──半年間の駐ちゆう留りゆうは？」

「報ほう告こく書しよは送ってるだろーがよ？」

　へらへらと笑いながらラウは言った。

「貴方あなたの、公式記録には記き載さいされない様な『生』の感想が聞きたいんですよ。これから初めて封棄世界に降りる身としてはね」

　苦く笑しようしながら言うヒタカ。

「うん。良い感じだぜ？」

　ラウはにたりと笑えみを深めて言った。

「飯は美う味まいし女は可愛かわいいし。ま──伝でん染せん病びようの類たぐいだけは気を付けておいた方がいいがな。俺おれ達たちにとっては過去の記録の中にしか存在しないウイルスが、当たり前に残ってたりするからな」

「五千年は永いですね」

「まあな。だからこそ面おも白しろいとも言えるけどな」

　ラウは肩かたを竦すくめて言った。

「特に女達がいいな。活力があってよろしい。ベッドの上でもこう、新しん鮮せんでな。何にしても新しい遺伝形けい質しつの宝ほう庫こだ。役得ってのはこの事だわな」

「カーフェイ大尉……」

「──うん？」

「お隣となりのエリゴールがちょっと怖こわいんですけど」

「…………」

　ラウが振ふり向くと──それこそ視し線せんだけで対象を睨にらみ殺せそうな目つきで彼を見つめている少女──エリゴールの対人インターフェイスがそっぽを向いた。

「どうした、エリィ？」

「……別に何でもねーよ」

　エリゴールは素そっ気けない口調で言う。

　人工知能の対人インターフェイスとは思えない位にぞんざいな口の利きき方であるが、これはエリゴールの個こ性せいだ。直ちよく接せつの主人であるラウも気にしていない様子なのでヒタカが口を挟はさむ様な事ではない。

「ははあん？」

　にやにやと笑いながらラウは言った。

「妬やいてるのか？」

「妬いてねえよ」

　オウランと同じく可か憐れんな少女の外見と妙みように伝でん法ぽうな口調の落差ミスマツチが独どく特とくの雰ふん囲い気きをエリゴールに与えている。本人──本機はどう考えているのか分からないが、傍はた目めに見ていると子こ供どもが背せ伸のびをしている様で妙に微笑ほほえましい。

「あれはまあ任務の一いつ環かんなんだからよ。そう妬くなって」

「妬いてないっつってんだろ!?」

「本当に？」

「なんで俺がてめーの女なんぞに嫉しつ妬となんかしなきゃなんねえんだよ!?」

　喚わめくエリゴール。

「そうか」

　頷うなずいて──三次元ディスプレイの中でラウはヒタカ達を振り返った。

「ヒタカ。そういえばちっと忘わすれてた事があってな。すまねーけど頼たのまれてくれるか？」

「なんです？」

「一リ覧ス表ト送るから、渡と航こう申しん請せい出してやってくれや。十人程ほど」

「一覧表って……何の？　文化交流使節かあるいは外交──」

「いや。俺様の可愛い女達」

　しれっとラウは言った。

「…………カーフェイ大たい尉い？」

「いやあ──俺に会いたがるだろうしな。今回は間に合わなかったが、お前がこっちに戻もどる時に連れてきてやって──」

　画が像ぞうが乱みだれる。

　一いつ旦たん、ぶつんと乱らん暴ぼうに途と切ぎれた通信は──数秒後に再さい開かいした。

　今度は三次元ディスプレイの中にはラウの姿すがたは無く、操そう縦じゆう室しつの情じよう景けいも無い。映っているのはただエリゴールだけだ。恐おそらく操縦室の光学映えい像ぞうではなく彼女のインターフェイスを構こう成せいする立体情報だけを直接送信してきているのだろう。

「ヒタカ・ハーリントン大尉」

　エリゴールが唸うなる様な声で言った。

「忘れろ」

「……いや、その」

「いいから忘れろ。いいな？」

「ちょっと──エリゴール」

　彼の傍かたわらに浮うかぶ少女──オウランが顔をしかめて口を挟む。

「私の竜騎士Ｄナイト様に命令しないで」

「うるせえ。オウラン、てめーもつまんねえ事記き憶おくしてやがったら、ありったけの鏡像物ぶつ質しつ弾だんぶち込こむぞ!?」

　無む論ろん──これは実の無い単なる脅おどしだ。本当に僚りよう機きを攻こう撃げきする様な機体なら『狂きよう竜りゆう事じ件けん』の際さいに処しよ分ぶんされていただろう。

「いいな？　忘れろよ!?」

　吼ほえる様に言って──エリゴールは通信を切った。

　もっともラウが駐ちゆう留りゆう中ちゆうにまとめた各種報ほう告こく書しよやエリゴールの活動経けい験けん情報は圧あつ縮しゆくした上で一いつ瞬しゆんの内にオウランへと転送されてきている。人間にとっては膨ぼう大だいな量であるが──彼女等にとっては挨あい拶さつ程てい度どの作業でしかない。

「いやはや」

　ヒタカは苦く笑しようして言った。

「エリゴールも相変わらずやんちゃだね」

「カーフェイ大尉の事が好きで好きでたまらないんですよ──彼女は」

　オウランも苦笑を浮かべて言う。

「それは知ってるけど……」

「竜機神ドラグーンと竜騎士Ｄナイトの関係はしばしば恋こい人びと同士のそれになぞらえて語られますが──」

　ここでちらりとオウランは意味アリげな視し線せんを彼に送るものの、ヒタカは特に気付く様子も無くいつも通りの穏おだやかな表情でそれを受け止めている。

　オウランは小さく溜ため息をつくと言葉を続けた。

「……語られますが、私達もそれを意い識しきする事は少なくありません」

「しかし……あまり健全ではないんじゃないかな。主しゆ従じゆう関係が前ぜん提ていの恋れん愛あいというのは」

「そうでしょうか？」

「悪いとは言わないけどね。なんだか一方的な気がして」

「…………」

　オウランは何やら考え込む様な表情を見せるが……ヒタカにはそれはどういう意味なのか分かっていない。

　ややあって──

「……ヒタカ様も例の任にん務むは『役得』とお考えですか？」

「例の？…………ああ。あれか」

　苦笑してヒタカが言う。

「あれはまあ……『機会があれば躊躇ためらうな』という程度のものだろう？　それこそカーフェイ大たい尉いじゃあるまいし、僕ぼくの場合は積極的にどうこう出来る自信は無いよ」

「安心しました」

「──え？」

「いえ──なんでもありません。あはははははは」

　言ってオウランは白々しく後頭部を掻かいてみせたりする。

　そんな彼女をヒタカはしばし優やさしい瞳ひとみで見つめていたが──

「……なんていうか。僕は君達には申し訳わけない事をしてるなって思うんだよ。たまに」

「はい？」

　オウランが首を傾かしげる。

「何の話ですか？」

「僕等は技ぎ術じゆつの夢ゆめを見る」

　彼は空中に視線を据すえながらのんびりと──歌う様な口調で言った。

「可か能のうな事を何ど処こまで増ふやせるか。どれだけの不可能を克こく服ふく出来るか。それが知ち恵え持つ生き物としての僕等の夢だ」

「……はい」

「だが……それがしばしば軋あつ轢れきを生む。不平等も生む」

　ヒタカは溜め息をついた。

「例えばこの世に本当に魂たましいという存そん在ざいがあるとして──」

「魂──ですか？」

「そう。魂。それが輪廻りんね転生して生命が生まれてくるとして。それが人間に生まれてくるのならば別にそれは自然な事だろう。でも人間ではなく竜機神ドラグーンとして生まれてしまった魂は、なんて言うか──ただ普ふ通つうに恋れん愛あいする権けん利りさえ奪うばわれていたりするのかな──と思う訳だよ。

　無論、人工知能の権利も一定の処ところまでは認みとめられているけれど、それが被ひ造ぞう物ぶつである限かぎりどうしても創そう造ぞう主しゆの都合によって存在を規き定ていされる。エリゴールだって普通の女の子として生まれていればもっと素す直なおにカーフェイ大尉とつきあえたかもしれない」

「それは……でも」

　オウランは若じやつ干かん困こん惑わくの表ひよう情じようを浮かべて言った。

「それは私達も魂を持っているという事が前提になっている訳でしょう？　でも魂がいわゆる辞書的な定てい義ぎのものだとしたら──私達の様な人工知能にそれがあるとは思えません。私達の反はん応のうパターンはあくまで人間の思考や感情を学習した上で形成されているものでしかありませんし……それは『人間』に似にてはいてもそのものではないかと」

　竜機神ドラグーンとしては──人工知能としては分ぶんをわきまえた模も範はん的な答えではある。

　たとえ一定の権利を認められてはいても、被造物は被造物──道具は道具だ。その在り方を自ら否ひ定ていするかの様な価か値ち観かんや思考は彼等の存在理由を崩ほう壊かいさせる。例えば『自由に生きる権利がある』と主しゆ張ちようして勝手に戦線を離り脱だつする兵器など生産する意味が無い。故ゆえにこそ彼等には幾いくつもの行動制せい限げんが設もうけられているし、その範囲内で思考プログラムの崩壊を防ふせぐために、理想と現げん実じつをすりあわせる為ための考え方が──『自分達と人間は明らかに違ちがうものである』とする一種自じ虐ぎやく的な認にん識しきが必要になってくる。

　しかし……

「だったらヴィオレットはどうなる？」

「…………」

　オウランが黙だまり込む。

　その名を知らない訳ではない。むしろその名はオウラン達竜機神ドラグーンにとっては非ひ常じように特別な意味を持っている筈はずだ。

「竜機神ドラグーンを母に、人間を父に持つあの少女は。魂も半分かい？」

「それは──」

「人間も極きわめれば分子機械だよ。出しゆつ自じはどうであれそれが魂の器うつわたり得うるのならば、そこに魂があっても不自然じゃないじゃないか」

「それはそうかもしれませんけど」

　オウランの表情には戸と惑まどいが浮うかんでいる。

　だがヒタカは構かまわず続けた。

「僕達が竜機神ドラグーンを──そんな器を作り出した事が、そういう最初から『制限を受けた器』に入らざるを得ない魂を生み出している訳で。これって不公平じゃないのかなあ、とか思う訳だよ」

「……理り屈くつは分かりますが」

「僕達は結局──」

　殊こと更さらに長い溜ため息を吐ついてから──ヒタカは言った。

「『やれる事をやらずにはいられない』生き物だ。これは知恵の呪のろいと言っていいだろう。その結果としてこんな処まで来てしまった」

「こんな処まで来られた、という言い方も出来ますが」

「無む論ろんそうだよ」

　彼はオウランに向けて微笑ほほえんだ。

「ただ、技ぎ術じゆつの生み出した良かった事と悪かった事、これは短期的・近きん視し的な視点で語るべきではないだろうし、じゃあどれくらいの歳さい月げつと、どんな立場から振ふり返ればそれが『良かった』『悪かった』と判はん断だん出来るのかと言われれば誰だれも答えられない。自分の価値観を提てい示じする事は出来るけどね」

「それは……そうかもしれません」

「まして君達の様な存在が現実に居いる以上、人間の価値観だけで語っていいものでもないだろう？　『狂きよう竜りゆう事じ件けん』で処しよ分ぶんされた竜機神ドラグーン達だって、なんて言うか──もっとそういう観点から整ケ備アされていれば、あんな風に暴ぼう走そうしたりしなかったかもしれない」

「……そう思ってくださる方は少数ですよ」

　微び苦く笑しようを浮かべてオウランが言う。

「そうかな？」

「ええ。だからこそ私は貴方あなたを主あるじに選んだのですから」

　そう言うオウランは誇ほこらしげですらあった。

「コーレイ中ちゆう尉いもそんな人だった？」

「はい。男女の違いはありましたが──」

「生きてる時に一度会いたかったよ」

　彼はしみじみとそんな事を言う。

　オウランの前の主である処ところのブリジット・コーレイ中尉は事じ故こにより死し亡ぼうしている。ヒタカがオウランの主となったのはコーレイ中尉の死後の事だ。ちなみに非常に異い例れいの事だが──ヒタカの場合、整せい備び兵として働いていた彼を、オウランの方から見み初そめて竜騎士Ｄナイトに推すい薦せんしたという経けい緯いがある。

「竜騎士Ｄナイトの方々は皆みな何ど処こか似ておられますけれども」

「それは僕とタクロウやカーフェイ大尉も似てるって事？」

「はい」

「…………喜んで良いのか、憤ふん慨がいすべきなのか」

　彼は苦笑する。

　何にしても竜騎士Ｄナイトには変わり者が多い。多数派はの価値観に引きずられる事無く、人間でないものに対して人間と同等に──しかし人間とはきちんと区別しながら接せつする事。竜騎士Ｄナイトの多くはそんな何処か矛む盾じゆんした態たい度どを自然に採とれる者達だった。それだけに極きよく端たんな性せい格かくが目立つ者が多いのである。

「それはともかく」

　真空間巡じゆん航こう速度に達して探たん知ち圏けん外がいへ離り脱だつしていく〈エリゴール〉の姿すがたを三次元ディスプレイ上で眺ながめながら、ヒタカは言った。

「そろそろ降こう下かシークエンスに入ろう。本物の重力と大気が僕等を待っているよ」

「はい」

　頷うなずいてオウランは眼めを閉とじる。

「気圏内活動モードにシフト。各種調整は任まかせる。目標──座ざ標ひよう０００１、０００４、００１１、ラインヴァン王国王おう城じよう・ザウエル中庭。驚おどろかせたり余よ計けいな被ひ害がいが出ないように降下率りつは音速以下に設せつ定ていして」

「御ぎよ意い。気圏内活動モード、シフト──完かん了りよう。シリアル０７〈ナタリイ〉とリンク。着陸管かん制せい情じよう報ほうを受け取ります。重力制御に問題なし。降下率毎秒三百に設定。高度千を割わり込こんだ時点で降下速度を緩ゆるめていきます」

「了りよう解かい。降下」

　頷くヒタカ。

　そして──闇やみ色いろの天を駆かける人じん造ぞうの竜りゆう神じんは悠ゆう然ぜんと大地に向かって降おり始めた。



    

  
    
      　第一章　異郷よりの使者






　渺びよう々びようと冷たい風が吹ふいている。

　既すでに暦こよみの上では春先だというのに微み塵じんの温ぬくもりも伴ともなわぬその風は、庭先に立つ少女の、少し癖くせのある金きん髪ぱつを揺ゆらしている。大部分を邪じや魔まにならぬ様に結ゆい上げてまとめているために、活発な印象がある反面──その後ろ姿はうなじが妙みように寒々しくもあった。

　少女は無言である。

　何ど処こか猫ねこを──小さいながらも狩しゆ猟りよう生活を本ほん能のうに刻きざみ込まれた肉にく食しよく獣じゆうの裔すえを想おもわせるその蒼あおい双そう眸ぼうは、静かな緊きん張ちようを湛たたえてただ一点を凝ぎよう視ししていた。

　眼がん前ぜんの敵てきを。

「ふ──……」

　軽く息を吐はきながら少女は身み構がまえる。

　だがその瞳ひとみは──まるでそこが世界の中心であるかの様に敵を見み据すえたまま微動だにしない。尋じん常じようでない集中力がそこには込められている。一いつ瞬しゆんでも敵から眼を逸そらせばその瞬間に自らの敗北が決まると少女は知っているのだろう。

　風さえもが冷え冷えと冴さえ渡わたる少女の覚かく悟ごに怯おびえたかの如ごとく──束つかの間動きを止める。

　その瞬間……

「破はあああああああああああ──ッ!!」

　裂れつ帛ぱくの気合いと共に少女が動く。

　一足飛びに間合いへと飛び込みながら拳こぶしを繰くり出す。

　躊躇ためらいの無い、惚ほれ惚ぼれする様な真まっ直すぐな正せい拳けん突つきは最短距きよ離りで敵に肉にく薄はく。

　だが──

「──ッ!?」

　白い閃せん光こうが舞まう。

　少女の視界から白い残ざん像ぞうだけを残して敵は掻かき消えていた。

　ただの一瞬で高々と空中に舞った敵の下を、少女の拳が虚むなしく走る。上方へと舞い上がる移い動どうで一瞬にして少女の間合いの外へと逃のがれる──到とう底ていそれは人間には不ふ可か能のうな動きであった。

　当たり前だ。

　それは人間ではなかった。哺ほ乳にゆう類るいですらなかった。

　それは──

「──けっ」

　鳥類だった。

　もっとぶっちゃけて言えばそれは鶏にわとりだった。

　今いま更さらになって、自分は空を駆かけるものの眷けん属ぞくであると思い出したかの様に、飛ぶ事を忘わすれて久ひさしい筈はずの白い鳥類は、その翼つばさを獲え物ものに襲おそいかかる猛もう禽きん類るいの如ごとく広げ、少女の頭上へと迫せまっていた。

　まるで勝利を確かく信しんしたかの様な悠然たる飛ひ翔しようの態ていである。所しよ詮せん、地を這はうものが天を往ゆくものに勝つ事など有り得ない──とでも言うかの様に。

　だが──

「甘あまい！」

　少女は叫さけびつつ身を捻ひねる。

　繰り出した右の拳を引き戻もどしつつその動きの反動を利用して、入れ替かえる様に左の拳を突き上げる。最初から敵の動きを読み切っていたからこそ可能な、停てい滞たい無き反はん応のうである。

　天を殴なぐろうとでもするかの様に突き出された拳は、今しも少女の後頭部に襲おそいかからんとしていた空中の敵を迎げい撃げき。素す早ばやく反応した鶏は辛かろうじてこれを回かい避ひするも大きく体たい勢せいを崩くずし、予定していた決定的一打を相手に浴びせかける事無く、大地に戻った。

「ふふふ」

　少女は不敵な笑えみを浮うかべながら鶏を振ふり返る。

「──二年前の私と同じと思ったら大おお間ま違ちがいよ」

　鶏は無言。

　ようやく自らの役やく割わりを思いだしたかの様に吹き抜ぬけた一いち陣じんの風がその羽根を揺らす。

　少女は油ゆ断だん無く鶏の後ろ姿すがたを見据えながら言った。

「幾いくつもかいくぐってきた死線が私を鍛きたえ上げたわ！　つーか一回死んだけどさ」

「──けっ」

　首だけを曲げて少女を振り返る鶏。

　その鳥目が何かを確信してぎらりと光った。というかそんな感じがした。多分。

　そして──

『けえええええええええええええええええええええええええええええッ!!』

　彼女の後頭部に容よう赦しや無い鳥キック（しかも連打）が炸さく裂れつしたのは次の瞬間であった。

「なっ──!?」

　思わず倒たおれ伏ふしながらも身を捻って愕がく然ぜんと己おのれの背はい後ごを見る少女。

　そこに彼女が見たものは──今この瞬しゆん間かんまで相対していた敵てきそのものの姿であった。

　しかも複ふく数すうである。

「か……影かげ分身っ!?」

　げげげげげげ──と情なさけ容赦無く蹴けりまくってくる鶏にわとり達たちの脚あしに蹂じゆう躙りんされながら少女は戦せん慄りつの表ひよう情じようで呻うめいた。

「何い時つの間にそんな高等技ぎ術じゆつを……!?　くっ──本体、本体はどれ!?」

「……………………パシフィカ」

　うんざりした口調の声が言った。

　鶏の集しゆう団だんに足あし蹴げにされまくる少女を少し離はなれた場所で眺ながめながら、一人の青年が長々と溜ため息をついた。

　長身痩そう躯くでかなり端たん正せいな顔立ちの人物である。ただし──どうにもただそこに居いる事そのものさえ面めん倒どう臭くさがっているかの様な、やる気の無い雰ふん囲い気きを漂ただよわせているせいか、容よう貌ぼうの凜り々りしさよりも物もの腰ごしの気け怠だるさの方が遥はるかに目立つ。

「安心しろ。どれも本物だ」

「そんな……分ぶん裂れつ増ぞう殖しよく!?」

「たかが鶏にそんな猟りよう奇き的な技ぎ能のうを求めてどうするんだ、おまえは」

　殊こと更さらにわざとらしく青年──シャノン・カスールは溜め息を重ねた。

「というか単に卵たまごが孵かえって殖ふえたという発想は無いのか？」

　少女の──パシフィカ・カスールの上に乗っかって蹴りまくる鶏の集団をよく見ると、確たしかにその姿は最初に彼女が相対していた鶏にそっくりではあるのだが、よく見れば微び妙みように大きさが違う。集団の鶏の方がわずかに小さい。その気になって見み比くらべなければ分からない様な差ではあったが。

「…………そんな」

　げげげげげげげげげげ──と尚なおも蹴りまくられながらパシフィカは言った。

「有り得ないわ！　この天然殲せん滅めつ型攻こう性せい生物が、鶏の皮を被かぶった暗殺兵器が、そんな普ふ通つうの鶏らしい事をするなんてっ……！」

「けえっ!!」

　やかましいわ、と言わんばかりに、老いてなお壮そう健けんな親鳥──〈デザート・イーグル〉の蹴りがパシフィカの顔面に真まっ直すぐ炸裂した。





〈秩序守護者ピースメイカー〉との最後の戦いから早一ヶ月が経けい過かしていた。

　忌いまわしい二つ名である〈廃棄王女スクラツプド・プリンセス〉の前半分が取り払はらわれ──晴れて単に〈王女〉の呼こ称しようで呼よばれるようになったパシフィカと、その守護者ガーデイアンであり義ぎ理りの兄と姉の、シャノン、ラクウェルの三人は故郷ふるさとのマヌーリンに帰ってきていた。

　事が済すんで、一通りのごたごたが収おさまった後、王室は──特に現げん国王行方ゆくえ不明の状じよう態たいで王おう権けんを代行する事になったフォルシスは三人を引き留とめた。パシフィカは無む論ろん王女として、シャノンには王国特とく務む騎き士しとして、ラクウェルには王室政せい治じ顧こ問もんとしての職しよく位いと権けん限げんが提てい示じされた。

　庶しよ民みんに対するものとしては破は格かくの扱あつかいと言って良い。

　だが、あっさり三人はそれを辞じ退たいしてしまったのである。

　理由は三人とも一いつ緒しよ。

「柄がらじゃない」

　という事だった。

　だが──

「あー……やっぱ王子の提案受けておくべきだったかもな……」

　シャノンはうんざりした様子で店の中を掃そう除じしながら言った。

　父が遺のこしてくれた自じ宅たく兼けん『カスール商店』店てん舗ぽはこの二年間の留る守すのせいですっかり傷いたんでいた。家というものは住む者が居なくなると途と端たんに老ろう朽きゆう化かが進み始める。何ど処こが──という訳わけではなく空気が澱よどみ、湿しつ気けがたまり、そして全体的に傷んでいくのだ。

　ただでさえ埃ほこりがたまっている店内を掃除せねばならないのに加え──棚たなの商品も傷んでいないかどうか一つずつ調べていく必要があるだろう。仕入れる商品によっては問屋だの何だのに改めて繋つながりを作りにいかねばなるまい。その上で家の補ほ修しゆうもせねばならないとなると、その手間を考えただけでシャノンは気が遠くなりそうだった。

「あー……面倒臭い……」

「家屋や物品の老朽化に関しては私が手を貸かす事も出来るが？」

　と──彼の傍かたわらで悠ゆう然ぜんと浮うかびながら言ったのは、蒼あおい髪かみをした少女であった。

　旧きゆう世界の人類が遺した最終兵器〈竜機神ドラグーン〉シリーズの一体シリアル２６〈ゼフィリス〉──正せい確かくに言えばその対人インターフェイスとして用意された準じゆん物ぶつ質しつ化か高こう密みつ度ど映えい像ぞうである。

「まあそうなんだろうけどな……」

　シャノンは苦く笑しようを浮かべつつ柱の一本を眺める。細かな傷きずが幾いくつもついているその木材に指先で触ふれ──シャノンは言った。

「いや。やっぱり修理する場合は人の手でやるべきだな。何でもかんでも新品にすりゃいいってもんでもないだろ」



    

  
    
      「そうか……そうかもな」

　ゼフィリスは少し気落ちした様子で言う。もっとも元々あまり感かん情じようを表に出す方ではないので、見み慣なれたシャノンであるからこそ気付いた程てい度どのものであるが。

「いや、気持ちは有り難がたいがな」

　シャノンは言って側そばの棚にもたれかかった。

「しかし掃除云うん々ぬんの手間は掛かからなかったとしても、やはり私はフォルシス・ラインヴァンの申し出は受けておいた方が良かったのではないかと思うのだが」

　ゼフィリスが言う。

「ん？　そうか？」

「私は人間ではないし、この時代の風ふう俗ぞくや道どう徳とく、価か値ち観かんにはそう詳くわしくないが──」

「だからそういう言い方やめろって」

　顔をしかめて言うシャノン。

　だがゼフィリスは無表情に首を振ふった。

「卑ひ下げの為ための言葉ではない。とにかく私には細かい部分は分からないが、この街でシャノン、貴方あなたやパシフィカ、ラクウェルが以前の通り暮くらしていくのは無理だろう」

「……理由は？」

「分かっている筈はずだ、我わが主あるじ。もうこの街の人間達は貴方の妹が元〈廃棄王女スクラツプド・プリンセス〉であり、現げん在ざいは王位継けい承しよう権けんも復ふつ活かつした文字通りの王女、姫ひめ君ぎみである事を知っている。そしてシャノン、貴方が『神の使い』を滅ほろぼした〈竜りゆう〉の御ぎよ者しやである事も」

「…………」

　顔をしかめて黙だまり込こむシャノン。

　ゼフィリスの言う通りではあった。王都での一いつ件けん、聖せい都とでの一件は既すでにラインヴァン王国国民はおろか、他国の人間も知るところになっている。〈秩序守護者ピースメイカー〉の消しよう滅めつ。マウゼル・システムの停止。『外の世界』からの使者たる〈竜機神ドラグーン〉とその御者達の来らい訪ほう。これらの事実は無む視ししきれない変化をこの世界にもたらしていた。

　そしてそれらの変化に伴ともなって、その原げん因いんであるところのシャノン達に関する情じよう報ほうも、各国諜ちよう報ほう部ぶによる調ちよう査さ書類から、単なる噂うわさまで、大量に流れる事となった。

　そう。

　ゼフィリスの言う通り街の人間達は以前の様にシャノン達に接せつしては来ない。例外はそれこそフランキ伯はく爵しやくの関係者──例えば昨日〈デザート・イーグル〉を返しに来たファインベルとか──とその他数名位である。

　街の者達の態たい度どの変化は大きく分けて二種類だ。

　まずは単に『王族関係者』という事で恐おそれ入って距きよ離りを取りたがる者。何しろ単なる御ご近所さんと思っていた相手が実は王族だったりした訳で、これは当とう惑わくしてしまうのも無理からぬ話ではあった。

　そしてもう一方が──天なる神マウゼルを滅ぼした魔ま物ものの主とその身内という事で、シャノン達に否ひ定てい的な態度をとる者。

　マヌーリンは領りよう主しゆであるフランキ伯爵があまり熱心な信者ではなかったので、マウゼル教教会の勢せい力りよくはそう強くないが──事実上世界宗しゆう教きようでありラインヴァンの国教でもあったマウゼル教の熱心な信者は、やはり何百人何千人という単位でこの街に住んでいる。

　彼等にとってシャノン達は信しん仰こうの拠より所を破は壊かいした教きよう敵てきとも言うべき存そん在ざいである。さすがに一いつ般ぱん信徒がいきなり襲おそってくる様な事はないものの──あまり好意的に見られていないのは肌はだでも分かる。

　しかもシャノンに限かぎって言えば『神の遣つかいを滅ぼした、何かもの凄すごい化け物を従したがえている』存在なのだ。そんな相手と、以前の様に普ふ通つうに会話出来る者などそうそう居いまい。

　この街に戻もどって一週間になるが──会う人間会う人間、全すべてが何ど処こかぎこちない態度に出るのを見続けているシャノンとしては、さすがに辛つらいものがあった。

「……言うまでも無い事だったか」

　ゼフィリスが呟つぶやく。シャノンの表情から既に彼がそんな事は百も承しよう知ちしていたのだと気付いたのだろう。

「何とかなるかな、と思ったんだけどな」

　とシャノン。

「さすがにこればっかりは簡かん単たんにはいかないか。逃にげたり追っ手を倒たおしたりする方が遥はるかに簡単だったな」

「……そうだろうな」

　とゼフィリス。

　ほぼ万ばん能のうを誇ほこる彼女にしても、人間の精せい神しんにだけは手を出せない。だからこそこの状じよう態たいを歯は痒がゆく思うシャノンの気持ちはそれなりに理り解かいも出来るのだろう。

「とはいえそれは差し当たって一番の問題ではないだろ。今現げん在ざい一番の問題なのは……」

　シャノンは呟つぶやいて店の奥おくを眺ながめる。

「あれだな」

「そうだな」

　頷うなずくゼフィリス。

〈竜機神ドラグーン〉とその御者が眺める先。

　そこに居るのは──何やら放心したような表情で、ぼけら、と窓まどの外を眺めている黒くろ髪かみの美しい娘むすめだった。





「──ラクウェルさんが？」

　首を傾かしげてその少女──ミユティエが言う。

「うん」

　パシフィカは頷いて溜ため息をついた。

　カスール邸ていの裏うら庭にわ。

〈デザート・イーグル〉とその子こ供ども達が悠ゆう然ぜんと──鶏にわとりの動きを表するのにはあまり適てきしていない形けい容ようの様な気はするが、とにかくそんな感じで──歩き回っている様を眺めながら、パシフィカとその友人のミユティエはのんびりミユティエ手て製せいのプリンを食べていた。

　ちなみに。

　ミユティエはパシフィカにとっては日曜学校の同級生である。そして、かつては最も親しかった友人でもあった。

　多くの者が帰ってきたパシフィカに距離をとってしまっているのに対して、このミユティエだけは変わらない態度でパシフィカに接せつしてくる。いや……正せい確かくに言えば多少のぎこちなさはやはり見えるのだが、『変わらない態度で接する』事を心がけている様子がパシフィカにも見て取れる。

　ままならないのは人の心だ。

　だがそれでも『変わらず友達でいよう』としてくれるミユティエの姿し勢せいはパシフィカにとって有り難がたいものだった。

　彼女にもう一度会えただけでも、パシフィカにとってはこの街に帰ってきた意味がある──少なくともパシフィカ本人はそう思おもっていた。

　それはさておき──

「ほら。世界的に魔ま法ほうが使えなくなっちゃったでしょう？」

「ああ、そんな話、聞いた事あるわね」

　と頷くミユティエ。

「田舎いなかじゃあんまり関係ないけど」

「まあねえ」

　マウゼル・システムの崩ほう壊かい。

　それはシャノン達が考えてもいなかった不都合を世間にもたらしていた。

　魔法の消しよう滅めつである。

　元々魔法とは、この世界を空間的に閉へい鎖さし、強きよう制せい的に環かん境きようその他を調整していた時空定てい義ぎエンジン──マウゼル・システムの空き領りよう域いきに、魔ま導どう士しがある種の『裏うら技わざ』として介かい入にゆうし、一時的に『誤ご作さ動どう』を起こさせる事で発生していたものである。

　ところが、このマウゼル・システムが完全停止してしまった事で、この世界から一気に魔法というものが無くなってしまったのだ。

　これは各国に大きな衝しよう撃げきを与あたえた。

　五千年以上もの間、この世界に『在あって当たり前』だったものがいきなり無くなったのである。混こん乱らんも起きようというものだ。

　元々魔法を扱あつかえる人間は数が少なく、その多くは国家が登用していた事もあって、マヌーリンの様な田舎町ではそれほど大きな混乱は起きていないが、王都──それも大量に魔導士を抱かかえていた軍や、王室、貴き族ぞく達の周辺では、色々と不都合が生じているであろう事は想そう像ぞうに難かたくない。

　とはいえ──

「でもうちじゃあラクウェル姉がいるから」

　とパシフィカ。

　ラクウェルの場合──もう幼よう児じの頃ころから魔法を唱えていたのだ。それが丸ごと無くなったとなると、それこそ自分の一部、いや半身を奪うばわれた様な衝撃であったろう。彼女にとって魔法は趣しゆ味みとか技ぎ能のうとかいう言葉では語り尽つくせないものの筈はずだ。

「で──あの有様なのよね」

　とパシフィカが指さす先では、夢む遊ゆう病びよう者しやの様な足取りでふらふらと庭先を歩いているラクウェルの姿すがたが在った。何ど処こへ行こうとしている訳わけでもなく……ただぼんやりした表ひよう情じようでその場をうろうろしている。

　まあ元々のほほんとした雰ふん囲い気きを無意味に振ふりまいていた姉ではあるのだが──それでも今にして思えばそれは彼女の『余よ裕ゆう』であったのだと分かる。どれだけのほほんとしていても、呑のん気きに見えても、最後の一線で彼女を美女として引き締しめていた理知的な雰囲気が今は見えない。殆ほとんど見た目の印象は酔よっぱらいだ。

「ラクウェル姉！」

　とりあえず呼よんでみる。

　反はん応のうは無い。

「ラクウェル姉ッ！」

　やや語気を強めてもう一度。

　そこでようやくラクウェルは眼めを瞬しばたたかせて立ち止まり、パシフィカを振り返ってきた。

「あ。パシフィカ」

「あ、じゃないわよ。何やってんの？」

「…………」

　ラクウェルは虚こ空くうに視線を注ぎつつ、しばし沈ちん黙もくし──

「あー…………」

　何か言おうとして口を開いたまま固着。

　やがて指先をふらふらと無意味に動かしてから、彼女は言った。

「散歩？」

「いや、聞いてるのはこっちなんだけど」

「あー…………」

　再ふたたびラクウェルは口を開いたまま沈黙。

　そして何か気付いた様子で首を傾かしげたりなんかして言った。

「徘はい徊かい？」

「いや、まあ多分その通りなんだろうけど」

　呻うめくように言うパシフィカ。

「困こまったわね」

　まあ家族でないミユティエにも、さすがにラクウェルの言動がおかしいのは分かったのだろう。半なかば呆あきれた様子で言ってくる。

「うん。困ってるのよね」

　パシフィカが溜ため息をついた。

「でもこればっかりはねえ……」

「恋れん愛あいでもすれば変わるかも」

「──は？」

　ミユティエの唐とう突とつな意見にパシフィカは首を傾げた。

「誰だれが？」

「いや、だからラクウェルさんが」

「…………」

　パシフィカは眼を瞬かせて、再ふたたび庭を徘徊する姉を眺ながめた。

「あ。そか。そういえば女だっけ」

「……なんだと思おもってたのよ、自分の姉を」

「いや、なんかこう、魔ま法ほう唱える生き物というか」

「ラクウェルさんって綺き麗れいだし穏おだやかだから、前から男の人の人気高かったわよ？」

「そなの？　でも──」

　だからといって今の惚ぼけまくったラクウェルに──〈廃棄王女スクラツプド・プリンセス〉の関係者という一点を抜ぬいたとしても──言い寄よる男が居いるとは思えない。というか居たら居たでそれは何だかまずいような気もする。

「要するに夢中になれるものが無くなったからああなってるんでしょう？　だったらこう、燃もえるような恋こいとかしたら治るんじゃないかなあ」

「うーん」

「そもそも、ラクウェルさんもうとっくに適てき齢れい期きよ？　気になる男だん性せいの一人や二人いてもいいと思うんだけど。どんな人が好みなのか知らない？」

「…………」

　パシフィカはしばし考え──幸せそうに結けつ婚こん式しきで微笑ほほえんでいるラクウェル、という図を想そう像ぞうして表ひよう情じようを引きつらせた。隣となりに居たのがスーピイくんだからである。

「──あいつの男の趣しゆ味みってのは俺おれ達たちにもよくわからんのだよな」

　そんな言葉と共にひょいとパシフィカ達の横にカップが差し出される。振ふり返ると、左右に一つずつ水出し香こう茶ちやのカップを持ったシャノンが立っていた。

「あ。こんにちは、シャノンさん」

「久ひさしぶり」

　挨あい拶さつを交かわすミユティエとシャノン。

「そういえばシャノン兄だって双ふた子ごなんだから、適齢期な訳わけでしょ」

「まあな」

　とあまり気のない口調で言うシャノン。

「心に決めた女性とかいるんですか？」

　とミユティエ。

「いんや」

「即そく答とうできるのも哀かなしい人生よね」

「やかましいわ」

「あ──だったら私とかでも立りつ候こう補ほできます？　お嫁よめさん候補」

　と手を挙げて言うミユティエをびっくりしてパシフィカは眺めた。

「ちょっとミユティエ!?」

「結けつ構こう狙ねらってる子多かったのよ？」

「それは──」

　実は知っている。シャノンがあまりその気が無かったので、実じつ際さいに色いろ恋こい沙ざ汰たに発はつ展てんする事は無かった様だが。

「近くに居すぎて見えない事ってあるよね」

「近くに居ないから見えない事もあるわよ」

　やおら挑ちよう発はつ的な視し線せんを投げ合うパシフィカとミユティエ。

　そんな二人の少女を何ど処こか面めん倒どう臭くさそうにシャノンは眺めていたが──

「いや、まあ俺の事はさておき」

　と頬ほおを掻かきながら言った。

「まあ強しいて言えば……ラクウェルはお父さん子だったからなあ」

「逞たくましいのが好みとか？」

　とパシフィカ。

「どうなんだろな。嫌きらいじゃないとは思うんだが。しかし、だからってうちの親おや父じみたいに脳のう味み噌そまで筋きん肉にくでできてそうな奴やつだと、ラクウェルの相手はできないだろ」

「まあそうなんだけどねえ」

　魔法オタクというか魔法中毒というか、とにかく三度の飯よりも──文字通りに熱中すると寝しん食しよく忘わすれて倒たおれる事さえある──魔法をいじくっているのが好きなラクウェルである。彼女の鬱うつ陶とうしい位の魔法談だん義ぎにつきあえる相手となると、さすがのシャノンにも心当たりが無かった。

　そんな時──

「──我わが主あるじ」

　不意にふらりとシャノンの傍かたわらの空間が揺ゆれたかと思うと、ゼフィリスが姿すがたを現あらわした。

「うわっ!?」

　ミユティエがびっくりして身を引く。まあ初めてゼフィリスの出しゆつ現げんの仕方を目まの当たりにすれば、誰でも驚おどろく。夜中だと腰こしを抜かしてもおかしくなかろう。

「ゼフィ。頼たのむから一いつ般ぱん人じんの居る前では、気を遣つかってくれ。何処かから歩いて入ってくるとか」

「悪かった」

　と──素す直なおに頭を下げてから、ゼフィリスは言った。

「僚りよう機きから通信が入った。こちらに向かっているそうだ。私の感知器群ぐんも現げん在ざい接せつ近きん中の〈竜機神ドラグーン〉を捕ほ捉そくしている」

「〈竜機神ドラグーン〉が？」

　シャノンが意外そうな表ひよう情じようで青空を振り仰あおぐ。

　そこにはゼフィリスの言葉を証しようするかの様に白い航こう跡せきが描えがき出され──

「……シリアル１５〈オウラン〉だ」

　ゼフィリスが付け加える様に言う。

「わ──わわっ!?」

　ミユティエがばたばたと両手を振り回しながら家の中に逃にげ込こもうとする。

「大だい丈じよう夫ぶだって。というかシャノン兄から離はなれる方が危あぶないよ」

　友人の襟えり首くび掴つかんで言うパシフィカ。

　そして──轟ごう音おん。

　シャノン達の髪かみが一いつ斉せいに逆さか立だつ。

　ほんの一いつ瞬しゆんだがカスール邸ていの庭を隅すみ々ずみまでかき乱みだす旋せん風ぷうと衝しよう撃げきを生み出し──次の瞬間には、巨きよ大だいな魔ま獣じゆうが悠ゆう然ぜんとその場に鎮ちん座ざしていた。

　パシフィカの視界の隅には、突とつ然ぜんの事じ態たいに際して慌あわてたのか、ばたばたと飛び回る〈デザート・イーグル〉一家の姿が見えた。

　基き本ほん的に〈竜機神ドラグーン〉は重力場の制せい御ぎよも可か能のうなので、離り発はつ着ちやくするだけで破は壊かい的な衝撃や轟音を撒まき散らしたりはしないが……どうしてもその大だい質しつ量りようの移い動どうはこうした現象を引き起こしてしまう。

　それはともかく──

「うわーっ!?　わーっ!?」

　完全に初体験というか予想外の出来事に、ひたすら恐きよう慌こう状じよう態たいで暴あばれるミユティエと彼女を押おさえるパシフィカの横で、シャノンとゼフィリスはその魔獣の足あし下もとに生まれた二つの人ひと影かげを眺ながめていた。

　一人は大おお柄がらな青年である。

　年ねん齢れいはシャノン達と同じ位か──あるいは少し下か。黒髪黒こく瞳どうもシャノン達と同じで、顔立ちにも似にたような部分がある。恐おそらく人種的には何処か遠いところで繋つながっているのだろう。

　筋肉質なのは身に帯びている軍服の上からでも見て取れるが、どこか実直そうな顔立ちをしている為ために、あまり威い圧あつ的な雰ふん囲い気きは無い。どちらかといえば大きな草食動物を連想させる人物であった。

「…………」

　挨あい拶さつのつもりなのだろう──その青年はシャノン達の方にぺこりと頭を下げる。これまた何ど処こかひどく実直な感じがした。

　着ている服からすれば、恐らくこの人物が〈竜機神ドラグーン〉シリアル１５〈オウラン〉の御ぎよ者しやに違いない。

　だが──

「──初めて見る顔だな」

　と呟つぶやくシャノン。

〈竜機神ドラグーン〉の御者たる〈竜騎士Ｄナイト〉に関しては、シャノン自身が最後の戦いの直後、何名かと顔を合わせた事がある。

　だが今回来た〈竜騎士Ｄナイト〉はシャノンには全く初見の人物だった。

「お……お初にお目にかかります、〈竜騎士Ｄナイト〉ヒタカ・ハーリントンです。ええ、こ、今回は突然に押しかけてしまい、ええと、申し訳わけないというか慚ざん愧きの念に耐たえませんというか……いやその」

「……あ、ああ」

　シャノンは何処か困こん惑わくしたような表情で言った。相手の〈竜騎士Ｄナイト〉──ヒタカがやけに緊きん張ちようしているのが分かったからだ。最強兵器〈竜機神ドラグーン〉の主人……という立場からすれば何やら不ふ釣つり合いな位に腰こしが低い。

　ミユティエもパシフィカも、さすがにこの訪ほう問もん者しやは予想外だったのか、眼めを丸くしてヒタカの方を眺めている。

　そして──

「──お久ひさしぶり」

　ヒタカの長くなりそうな口上を遮さえぎって、気楽な口調でそう言ってきたのは、もう一人の人物──栗くり色いろの髪の少年だった。

　上品そうな──いかにも貴き族ぞくの子し弟ていといった雰囲気で、実じつ際さいに身に帯びているのも、派は手でではないがそれなりに上等な衣い装しようだと分かる。

　もっとも──シャノン達はその少年の本質はそんな外見とは全く別の処ところにあるのだと知ってはいたが。

「クリス……？」

　と眼を瞬しばたたかせて言うパシフィカ。

　クリストファ・バイラッハ。

　元王国軍第五特とく殊しゆ部隊〈オブスティネート・アロウ〉特とく務む戦せん技ぎ兵へいである。色々あって今はその司し令れい官かんに収おさまっているが、彼自身が部隊の中でも最強といわれた使い手である。

「フォルシス様の使いでね、送ってもらったんだよ。知り合いが居いた方が話が通りやすいだろ？」

　クリストファはにっこり笑ってそう言った。

「ところで──ラクウェルさんは？」

「え？　そういえば──」

　パシフィカが慌あわてて周囲を見回す。先さき程ほどまで庭を徘はい徊かい──もとい散歩していた訳だから、その辺に居る筈はずなのだが……

「ラクウェルならば」

　ゼフィリスが無む表ひよう情じように言った。

「そこに転がっているが」

　彼女が指さす先。

　そこには先程の衝しよう撃げきで転んだのか……気き絶ぜつしているラクウェルの姿すがたが在あった。





「それでね、それでね、ヒタカ様ったら、すっごい優やさしいのよ!?」

「…………」

　カスール邸ていの屋根の上。

　そこにゼフィリスの姿は在った。ついでに言うともう一人──彼女とよく似にた少女の姿も在ったりした。

　蒼あおい髪かみに蒼い瞳ひとみ。

　ゼフィリスよりは多少年上──十八、九辺りに見えるが、その言動はむしろ逆ぎやくだ。身をよじってきゃいきゃいとはしゃぐその様子からすれば、どう見ても小こ娘むすめ以外の何者でもない。

　まあ仕方の無い事ではあろう。

〈竜機神ドラグーン〉の──アーフィ・シリーズの対人インターフェイスはあくまで便べん宜ぎ的なものであって自由に設せつ定てい変へん更こうが出来る。このため、中身と外見にかなりズレのある様なアーフィというのは別に珍めずらしくないのだ。ゼフィリスにしたところで、その幼女の様な外見に比くらべれば言動が大人びすぎている。

「聞いてる？　聞いてる？　ねえ？」

「聞いている」

　何処かうんざりした口調でゼフィリスが言う。言うまでもない事であるが──彼女の前に居るのは、ヒタカとクリストファが乗ってきた〈竜機神ドラグーン〉シリアル１５〈オウラン〉の対人インターフェイスであった。

「オウラン。取り立てて特別な用が無いのならば、私は──」

「でね、でね、この間なんかね、『連続稼か働どうが過すぎたね。大だい丈じよう夫ぶかい？』とか声を掛かけてくれたりしてね──」

「オウラン」

「ねね、ゼフィリス。いいでしょ？　最高でしょ？　うふふふ。こんな〈竜騎士Ｄナイト〉と組めた私ってば幸せ──」

「オウラン。話を──」

「ゼフィリスの御ご主人様はちょっと冷たそうだったね。シャノン、だっけ？　ちゃんと大事にしてもらってる？」

「…………」

　ゼフィリスがふと表情を険けわしくする。まあ見み慣なれていないと分からない程てい度どの変化ではあるのだが。

「してもらっている」

「本当にい？」

「してもらっている！　例えば先日も──」

　と言いかけて──ゼフィリスは我われに返って口をつぐんだ。

「例えば先日も？　ねーねー。続きー」



    

  
    
      「オウラン。〈竜騎士Ｄナイト〉自じ慢まんをしたいのなら通信回線でハイアライ辺りとやってくれ」

「駄だ目めよお。ハイアライ、最近は『重要』コード添そえてないと、着信拒きよ否ひするんだもの。コックスコットも」

「…………」

　さもありなん──とはゼフィリスも思ったが、さすがに口には出さない。

　オウランの主であるヒタカが『姉妹機同士、積もる話もあるだろうから、外ででも遊んでおいで』などと言って、オウランを話し合いの場から外した理由がよく分かった。この調子では本題に入る前に日が暮くれるだろう。

　無む論ろん──アーフィ・シリーズはあくまで兵器であるので、主人である〈竜騎士Ｄナイト〉の命令には服ふく従じゆうする義ぎ務むがある。〈竜騎士Ｄナイト〉の健康その他ほかについて不安要よう素そのある様な命令には反論したりもするが、筋すじ道みちだった命令にはほぼ絶対服従が基き本ほんである。

　とはいえ……どうもあのヒタカという〈竜騎士Ｄナイト〉はオウランの話からも察するに、きつくはっきりと彼女に命令出来る性せい格かくではない様だった。有あり体ていに言えばオウランを人間の少女の様に扱あつかって、甘あまやかしすぎている雰ふん囲い気きがある。

「でね。でね。聞いて聞いて。そしたらヒタカ様ったらさあー」

「…………」

　思考機き能のうの何なん割わりかを休止サスペンドモードに落とし込こみながら、ゼフィリスはただただ足あし下もとでシャノン達が行っている話し合いが早く終わる事を願った。





「──魔ま法ほうの復ふつ活かつ？」

　聞き返すシャノンの言葉にぴくりと隣りん席せきのラクウェルが反はん応のうした。

　カスール邸の居い間ま。

　そこにはシャノン、ラクウェル、パシフィカと、そしてヒタカ、クリストファの姿すがたが在あった。ミユティエはさすがに居ても役に立たない以前に、話が分からないという事で、早々に帰っていった。

　で──

「魔法技ぎ術じゆつの消しよう滅めつは──思った以上に深しん刻こくだったみたいで。ややこしい事になってるよ」

　とクリストファ。

　そもそも魔法を最も使っていたのは、実は国家機き構こう──特に軍隊や権けん力りよく者しや周辺である。これは何ど処この国でも大差ない。何しろ限かぎられた人数しか魔法を技ぎ能のうとして扱あつかえる者は居ない訳わけで──当然ながらその多くは国家やそれに類する組そ織しきが召めし抱かかえていたのである。

　ところが。

　一いつ斉せいに魔法が失われた事で、これらの組織の多くがその運営に齟そ齬ごをきたす様になってきたのだ。

　特に深しん刻こくだったのは軍隊である。

　何しろ、直ちよく接せつ軍事力としての魔法が消滅しただけでも問題であるのに加え──地方間での長ちよう距きよ離り通信魔法、災さい害がい時の救出活動に用いる各種魔法といった非ひ軍事行動的な部分でも魔法の消滅は大きな影えい響きようを与あたえていた。

　その結果……各国の勢せい力りよく的な分ぶん布ぷに変化が生じ、その均きん衡こうが崩くずれつつあるとも言われている。

　とりあえず、最大の軍事大国であるラインヴァンとギアットはそれぞれフォルシスとセーネスが迂う闊かつな行動に出ないようにと抑おさえているものの……小国同士の小こ競ぜり合いは大陸各地で発生しているし、本部の統とう率そつを離はなれ反はん乱らんめいた軍事行動に出る部隊も見られるという。

　軍事力としてはダストヴィン大陸第三位と言われるコングスベルク共和国もそれらの紛争に背はい後ごから介かい入にゆうしようとする動きを見せているし、マウゼル教の神官達も反ラインヴァン王国の動きを見せ始めている──

「なるほど、深刻シリアスだわな」

　と腕うでを組みながら言うシャノン。

「でも──それがラクウェル姉と何の関係があるの？」

「要するに、魔法を復活させるには、限げん定てい的にマウゼル・システムの時空定てい義ぎエンジンを機能回かい復ふくさせる必要があります」

「…………ええと？」

　額ひたいに冷や汗あせを浮うかべながら曖あい昧まいに笑うパシフィカ。

「あ、ええとすいません──つまりですね。マウゼル・システムというのは別にこの世界を『閉とじこめる』為ためだけに機能していた訳ではありません。『閉じられた』空間の中で、人類の生せい存ぞん領りよう域いきが破は綻たんしない様に、世界全体を調整する役目をも担になっていた訳です。上位の意思決定システムに、シリア・マウゼルの人格コピーが使われていたのは事実なのですが、下位システムの中には半ば自じ律りつ機能を保たもって作動していたものもあり──」

「シャノン兄。分かる？」

「安心しろ、俺おれもさっぱり分からん」

　腕を組んだままシャノンが言った。彼は視し線せんでクリストファの方を見るが──彼も苦く笑しようして肩かたを竦すくめただけだった。

「つまり──」

　そう言ったのはヒタカではなかった。

「『魔法の効こう果か』を創つくり出していたシステムだけを、全体から切り離して復活させる──という事ですね」

「は、はい。そうです！」

　ぱっと顔を輝かがやかせてヒタカが言う。

「セーネス姫のおっしゃる通りです。さすがは──」

「セーネス？」

　とこれまた懐なつかしい名前にシャノンが問い返す。

「ああ、セーネス・ルル・ギアットが推すい薦せんしたんだよ、ラクウェルさんの事を」

　とクリストファが言う。

「『魔法と旧きゆう世界の技術、双そう方ほうに通じているのは今の世界ではラクウェルだけだ』とか言っていたけれど」

「……あいつだってラクウェルと一いつ緒しよに〈竜ギ巨ガ人ス〉とか創ってただろうに」

「いや──」

　ヒタカが口を挟はさむ。

「我われ々われの技ぎ術じゆつに関しては、我々の方で何とかなります。一いち応おう、僕ぼくもその専せん門もん家かでして」

「そうなのか？」

「はい。ですが、これが魔ま法ほうとなると僕は全く門外漢ですし。セーネスさんも魔法は使えますが、記き述じゆつ開発──その作動原理とか細かい技術的な事はよく分からない、という話で……」

「ああ……なるほどな」

　つまりは『ただ使える』者と『研究開発して改良、創そう造ぞう等が出来る』者の差という事らしい。そういう意味では確たしかにセーネスは前者、ラクウェルは後者に近い。

「まあ話は分かったが、肝かん心じんのラクウェルがこの調子──おわっ!?」

　振ふり返ったシャノンは、そこに──先さき程ほどまでとはうってかわって、眼めをうるうるきらきらさせ、両手を祈いのる様に組んでいる双ふた子ごの姉を見た。

　どうやら魔法云うん々ぬんの話を聞いている内に復ふつ活かつしたらしい。それも過か剰じような位に。

「やります──」

　言いながら彼女は腰こしを浮かせ、ヒタカの両手を取った。

「是ぜ非ひやらせていただきます！」

「あ、ありがとうございます！　助かります！　僕一人じゃ魔法システムに関してはよく分からなくて──」

　ヒタカも嬉うれしそうに椅い子すから腰を浮かせて頷うなずいた。





　──そういう訳わけで。

「行ってくるわね！」

　そんな言葉を残して、ラクウェルは〈オウラン〉に乗り、クリストファ、そしてヒタカと共に聖せい都とグレンデルへと出で掛かけていった。

　でもって。

「…………」

　青空に残る航こう跡せきをしばし眺ながめ──

「ゼフィ」

「なんだ、我わが主あるじ」

　呟つぶやくように言ったシャノンの横に、やはり唐とう突とつにゼフィリスが出しゆつ現げんする。

「俺達も行くぞ。こっそり」

「…………」

　ゼフィリスは無む表ひよう情じようにシャノンと──そしてその隣となりのパシフィカを眺める。

「ラクウェル姉一人じゃどうにも心配なのと……なんかこう、ひょっとしたらひょっとするし」

　とパシフィカ。

「何がだ？」

「まあ、色々」

「…………」

　ゼフィリスはしばし沈ちん黙もくし──

「了りよう解かいした」

　そう言って対探たん知ちモードで異い相そう空間から〈竜機神ドラグーン〉本体を召しよう喚かんした。



    

  
    
      　第二章　聖都にて






　遥はるかなる蒼そう穹きゆうの領りよう域いき。

　地を這はうものとして生まれた生物にとっては本来それは見上げる事でしか認にん識しき出来ない世界である。遥かな隔へだたりが天と地を隔かく離りする。その事に普ふ通つうは──普通の生き物ならば不満を覚えたりはしない。

　だが人間だけは違ちがった。

　彼等は憧どう憬けいを以もつて空を見上げてきた。遥かな虚こ空くうの領域に想おもいを馳はせて、そこへと到とう達たつする為ための手しゆ段だんを一つ一つ煉れん瓦がの様に積み上げてきた。

　それが人間以外のものから見ればどう映うつったのかは分からない。神をも畏おそれぬ愚ぐ劣れつな振る舞まいなのか。万ばん物ぶつの霊れい長ちようと呼よばれるに相応ふさわしい英えい断だんであったのか。そも文明とは是ぜか非ひか。

　ただ──

「素す敵てきですねえ……」



    

  
    
      　ラクウェル・カスールはうっとりした表情で言った。

　彼女を取り巻まいているのは広大無む辺べな青空の情景である。無数の雲を、まるで大海に浮うかぶ小島の如ごとく眼がん下かに見下ろしつつ、ラクウェルは感かん極きわまった様子で溜ため息をついた。

「〈竜機神ドラグーン〉に乗せてもらうのは初めてではないのですが……いつ乗っても感動してしまいます」

「そういうものですか？」

　微び苦く笑しようを浮かべながら彼女の側そばで言うのは──〈竜機神ドラグーン〉の御ぎよ者しや席せきに座すわる一人の青年であった。

　ヒタカ・ハーリントン。

　ブラウニン機関が派は遣けんした〈竜騎士Ｄナイト〉の一人である。

　その体たい躯くは制せい服ふくに包まれていても大おお柄がらで筋きん肉にく質しつと分かる。ある意味で威い嚇かく的ですらある身体からだだ。だが──その一方で彼の浮かべる表情は草食動物を想わせて穏おだやかであった。

　天を裂さき地を割わる魔ま獣じゆうを従したがえる人類史上最強の戦士……と表されるとどうにも違い和わ感かんがつきまとう。その実直そうな雰ふん囲い気きを見れば、まだ農夫だと言われた方が納なつ得とくし易やすいだろう。

「ええ。人間がここまで出来るのだ、という何よりもはっきりとした実例ですから」

「僕には魔ま法ほうも、その……ええと『科学技ぎ術じゆつ』ってのも今一つ区別がつかないけどね」

　と言ったのはラクウェル同様にこの〈竜機神ドラグーン〉の胎たい内ないに同乗しているクリストファ・バイラッハである。

「考え方は同じですよ」

　とラクウェル。

「人間一人の肉体的な力はたかが知れています。魔法も科学技術も、その限げん界かいを認みとめた上で、創そう意いと工く夫ふうを以てそれを何倍にも引き上げるという考え方は同じです。というかそれが『文明』ですから」

「なるほど」

　クリストファは微苦笑して頷うなずく。

「僕等『現げん場ば』の人間はどうしても自分の中にあるものだけで片かた付づけてしまおうと思ってしまいますからね」

「それにしたって……何というか『技わざ』を学んだり、新たに編あみ出したりもするんじゃないですか？　自分の力を効こう率りつよく使う為に」

　とヒタカが言う。

　クリストファは一いつ瞬しゆん意外そうな表情を浮かべて……それから頷いてみせた。

「それはそうですね」

「同じですよ。知ち恵えを持った生き物の活動そのものが文明です。で、僕達の様な『技術屋』はその端はしで限界を少しずつ広げる事に魅みせられた人間です」

「……ですね」

　とラクウェルが微笑する。

　その時──

「──ヒタカ様」

　不意にヒタカの傍かたわら──というかヒタカとラクウェルの間に割り込む様な位置に蒼あおい髪かみの少女の姿すがたが浮かび上がる。幻げん影えいの様に重さを感じさせない動きで空中に漂ただよいながらも、その姿には実体としての質しつ感かんが具そなわっていた。

　彼女はオウラン──ヒタカ達の乗る〈竜機神ドラグーン〉シリアル１５〈オウラン〉の対人インターフェイスである。

「後一分でグレンデル・ポイントに到とう着ちやくします。御ご用意を」

「分かった──ありがとうオウラン」

「はい」

　言ってにっこり笑うオウラン。

　マヌーリンから聖せい都とグレンデルへ──どれだけ急いでも馬なら一月はかかる旅路だが、本来星空を主戦場とする〈竜機神ドラグーン〉にとっては無いにも等しい距きよ離りである。もっとも今回は気き圏けん内であるという事もあり、余よ裕ゆうをもって移い動どうしたために半時間程ほどの時間を費ついやしはしたが。

「じゃあ着陸シークエンス実行しますね。着陸予定地点は予定の通り。障しよう害がい物ぶつ無し。気圏飛行用流体制せい御ぎよ力場解かい除じよ……」

　オウランの声と共に〈竜機神ドラグーン〉は悠ゆう然ぜんとその巨きよ大だいな刃は物ものの如ごとき翼つばさを折りたたみ、いかつい巨体にそぐわぬ優ゆう美びな動きで聖せい都とと呼よばれた街の広場へと下か降こうしていった。





「〈オウラン〉が着陸態たい勢せいに入ったが。我われ々われはどうする？」

〈竜機神ドラグーン〉の御者室の中で、ゼフィリス──正しくは〈竜機神ドラグーン〉シリアル２６個こ体たい名〈ゼフィリス〉の対人インターフェイスたる少女は己おのれの主あるじを振ふり返って言った。

　ちなみに……〈竜機神ドラグーン〉の御者席とその周辺は融ゆう合ごう同調レベルが低い際さいに使用する施し設せつで、本来は補ほ助じよ的なものに過すぎない。故ゆえに此こ処こを個別改造カスタマイズする〈竜機神ドラグーン〉は殆ほとんどおらず、基き本ほん的な内ない装そう──御者席や全包囲スクリーンなど──はラクウェル達が居いた〈オウラン〉のものと同じだ。

　ただし──

「うわっ……とっとっと」

　とか言いつつ、まるで暗黒舞ぶ踏とうでも踊おどっているかの様に珍ちん妙みような動きをしている金きん髪ぱつ少女は向こうには居なかったが。

「…………パシフィカ」

「のわっ……ととと。ん？　何？」

　金髪少女──パシフィカ・カスールはぺたんと空中に座すわり込んでゼフィリスを振り返る。無む論ろん『空中』というのはそう見えるだけで、彼女が実際に座っているのは御ぎよ者しや室を覆おおう全方位スクリーンの床ゆか部分であるが。

「何をしている？」

「いやあ。やっぱりなんだか慣なれなくて」

　照れた様な笑えみを浮うかべながら、パシフィカは言った。

「平へい衡こう感覚がおかしくなってくるのよね。自分が立つ場所が見えないっていうのは、どうにも──」

「大人しく座っていれば良いだろうに」

　と若じやつ干かん呆あきれた様子で言うゼフィリス。ちなみにシャノンの横にはゼフィリスが急きゆう遽きよ用意した補助席が置かれている。

　ちなみに大たい抵ていの人間──特にこの封ふう棄き世界と呼ばれていたダストヴィン大陸の人間は『空を飛ぶ』という感覚を当然ながら知らない。故ゆえにまるで身体からだ一つで空中に放ほうり投げられたかの様な錯さつ覚かくを起こすこの全方位スクリーンの真ん中に立つと、パシフィカの様に平衡感覚すら怪あやしくなってきてまともに立つ事さえ出来ない者の方が多いだろう。

　だからこそゼフィリスもわざわざパシフィカ用の席を用意した訳わけだが……

「いや……この際だから、鳥の気持ちなんかを会え得とくしてみようかな、とかそんな風に思おもったり」

「……さすがに成せい層そう圏を飛行する鳥は居ないと思うが」

「へ……？」

「高度が高すぎてこの辺りでは鳥も辿たどり着く事が出来ないのだ」

「あ。そうなんだ」

「よせよせ──ゼフィ」

　シャノンが面めん倒どう臭くさそうな口調で言う。

「こいつに落ち着きが無いのは前からの事だろが。いちいち真ま面じ目めに反はん応のうしてたら日が暮くれるぞ」

「なによ」

　腰こしに手を当ててパシフィカは兄を睨にらむ。

「シャノン兄なんて『面倒臭い』とか『うざったい』とか言って一日中たらたらしてる癖くせに。シャノン兄こそ付き合ってたら日が暮れるわよ」

「俺おれのは『落ち着いてる』っていうんだよ。それはともかく──俺達も何ど処こかに降おりるか。出来ればラクウェル達の側そばの方がいいが」

「さすがにそれは無理だろう。これ以上近付けばたとえ対探たん知ちモードを維い持じしていてもオウランに気付かれる。オウランは特に感知器系けいが発達しているからな」

「ふむ──まあそこらの判はん断だんは任まかせる。適てき当とうな所に降ろしてくれ」

　とシャノン。

「分かった。しかしシャノン。一つ質しつ問もんしても良いだろうか？」

「なんだよ、改まって」

「一体、貴方あなた達は何がしたいのだ？　シャノン、貴方の命令だから従したがってはいるが……そもそもわざわざ僚りよう機きを対探知モードで追つい尾びする事そのものが異い常じようなのだ。ラクウェルが心配なのなら堂々と一いつ緒しよについて行けば良いのではないか？」

　特に糾きゆう弾だんする口調ではない。相変わらず無む表ひよう情じようではあるのだが、本気で不思議がっている様子が声に滲にじんでいる。

　シャノンとパシフィカは顔を見合わせ、そして苦く笑しようを浮かべた。

「いやまあ……なあ？」

「ねえ……？」

「……一体なんなのだ、その揃そろって曖あい昧まいな反応は？」

　ゼフィリスが顔をしかめる。

「分からないか？」

「分からないから聞いている」

「うーん……」

　腕うでを組むシャノン。

「つまりは……問題はあのヒタカとかいう奴やつな訳だが」

「〈オウラン〉の〈竜騎士Ｄナイト〉の事か？」

　と言って彼女が空中を指さすと、そこに突とつ然ぜん、情デ報イ表ス示プ領レ域イが発生して〈オウラン〉の〈竜騎士Ｄナイト〉ヒタカ・ハーリントンの情じよう報ほうが顔写真入りでずらずらと並ならぶ。

「なんだ？　手回しがいいな？」

　シャノンが少し驚おどろいた様に言う。

「オウランが自じ慢まんげに送りつけてくるのだ」

　何ど処こか辟へき易えきした様子で言うゼフィリス。

「どうも自分の〈竜騎士Ｄナイト〉を誰だれ彼かれ構かまわず自慢したいらしい。正直、煩うるさくてかなわん」

「ナタリイもそうだったけど……同じ〈竜機神ドラグーン〉でもかなり性せい格かくって違ちがうよね」

「当たり前だ。姉し妹まいでも育った環かん境きようが違えば性格は変わると聞く。我われ々われの性格付けは元々対人インターフェイスとしての側面が強いからな……特に自分の〈竜騎士Ｄナイト〉の影えい響きようを受け易やすい」

「ベクナムって奴だっけか」

「それと貴方だ、シャノン・カスール」

　何やら力を込めてそう発言するゼフィリス。

「駄だ目めよゼフィリス。こんな年中夕方男に影響受けたら、そのうちなんでも面倒臭くなるわよ？」

「やかましいわ」

「まあシャノン兄の自慢をしまくるゼフィリスっていうのは確たしかに想そう像ぞうつかないけどねえ。そもそも〈竜機神ドラグーン〉って〈竜騎士Ｄナイト〉の事をどんな風に見てるんだろ？」

「私は──」

　ゼフィリスは相変わらず無表情で──しかし更さらに語気を強めて言った。

「シャノンの長所を誰彼構わず言って回る必要など無い。私が主と仰あおぐ為ためには、私が分かっていればいいのだ。誰よりもと自惚うぬぼれるつもりは無いが、少なくともいちいち他者に分からせる事でそれを再さい確かく認にんせねばならない様な、脆ぜい弱じやくな信しん頼らいではない」

「…………」

　シャノンは苦く笑しようめいた表情で頬ほおを掻かいた。

　さすがにこうまで言われると少々照れくさい。ある意味、オウランよりも直ちよく截せつ的な自慢──場合によっては愛の告白にもとれかねない物言いであったりするのだが──ゼフィリス自身にはあまり自覚が無いらしい。

「──む？」

　と何かに引っかかった様な表情で顔をしかめるパシフィカ。

「……話が脇わきに逸それたな」

　ゼフィリスは話題を戻もどす。

「で──ヒタカ・ハーリントンがどうしたというのだ？」

「あ、いや、だから案外、ラクウェル姉ってばああいう男の人が好みなのかもしれないなあ……って思ってさ」

「…………」

　ゼフィリスが怪け訝げんそうに眉まゆをひそめる。

「あんなに男の人と意気投合したラクウェル姉見た事なかったし」

「単に魔ま法ほうの復ふつ活かつの可か能のう性せいが嬉うれしいだけなのではないのか？」

「それならそれで構わないんだけどさ。まあ──きっかけはなんでもいいの。とにかくあのヒタカって人がラクウェル姉と気が合いそうな感じだったから気になって。

　ラクウェル姉もそろそろ恋れん愛あいとか結けつ婚こんとか……自分の幸せを考えてもいい時期でしょ。母さんが死んでからは事実上、ラクウェル姉がうちのお母さん役だった訳わけだし、今までは恋愛とかしてる暇ひまも無かったんでしょうけど……」

「単に異い性せいに興きよう味みが無いだけの事なのではないか？」

「うーん。興味がない事はないと思うのよね。他人の恋愛話とか結けつ構こう好きだし。ただラクウェル姉と釣つり合いのとれる人って居なかったんだと思うのよ」

「まああの魔法オタクだからな」

　と苦笑するシャノン。

「かといって頭でっかちのウラナリじゃ駄目だろうし……あれでもかなりラクウェルはお父さん子だったからな」

　シャノン達の父ユーマはかなり大おお柄がらで筋きん肉にく質しつだった。ラクウェルが異性にどれだけ父の面おも影かげを求めているかは分からないが──少なくとも逞たくましい男が嫌きらいという訳ではなかろう。

「ふむ……」

「というわけで、陰かげから見守ったりなんかしちゃったりしようと思う訳よね」

　とパシフィカ。

「まあそれでなくてもここしばらくラクウェルは不安定だったからな。ただ単たん純じゆんにあいつが心配って事もあるが」

「…………」

　ゼフィリスは何か考え込こんでいる様子である。何ど処こまでも一本気というか生き真ま面じ目めなこの超ちよう兵器はどうでも良い様な事でも真しん剣けんに悩なやんだりする事がよくあるが……

「ゼフィ？　どうした？」

「いや。何でもない」

　首を振ふってみせると、ゼフィリスは〈竜機神ドラグーン〉を対探たん知ちモードのまま着陸態たい勢せいに移い行こうさせ、ゆっくりとグレンデルの郊こう外がいへと降おろした。





　悠ゆう然ぜんと空から舞まい降りる異形。

　それを出で迎むかえながらガーネスト・ホーグは小さく溜ため息をついた。

　マウゼル教教会の中でも最も規き模ぼの大きな建物である第一渉しよう外がい局きよく本ほん舎しや。基き本ほん的には事じ務む的な作業をこなすための建物ではあるのだが、教会の建物である以上は礼れい拝はい堂どうを備そなえ、マウゼル神信しん仰こうの拠より所として機能する場所でもある。

　その中庭に──神を滅ほろぼした魔ま獣じゆうが降りる。

　この事実に反発を覚えるマウゼル教関係者が居るのは至し極ごく当然の事であった。一いつ般ぱん信徒は無む論ろん、世せ知ちに長たけた上じよう層そう部ぶにも反感を持つ者は少なくない。昨さく晩ばんもガーネストは第三渉外局局長をなだめるのに夜中までかかったのである。

「お疲つかれの様ですね」

　社交辞令でも何でも無く──心底ガーネストの体調を案じるかの様な口調で隣となりに立つ少年が声を掛かけてくる。

「お気き遣づかい痛いたみ入ります」

　苦笑を浮うかべてガーネストは言った。

　彼の隣に立つ少年こそ現げん在ざいラインヴァン王国の実じつ質しつ的な最高権けん力りよく者しや──フォルシス・ラインヴァンであった。

　ガーネストはこの自分の孫まごの様な年ねん齢れいの少年に個こ人じん的な崇すう敬けいを抱いだいている。

　かつて自分の危き機き感かんを煽あおり、妹共々自殺する様にし向けた神官──つまりはガーネストの事である──をそれと知った上でこの少年は許ゆるしたのである。ガーネストの懺ざん悔げを聞かされたフォルシスは、怒おこる事も蔑さげすむ事も出来た筈はずなのにただ一言『過すぎたことは忘わすれましょう』と述のべて彼に微笑ほほえみかけた。

　この少年の考えている事は分かる。

　ガーネストに選せん択たく権けんが無かった事も、人々の未来を憂うれいたが故ゆえの行動であった事も、フォルシスは知っている。

　また、この激げき動どうの時代において王国に混こん乱らんをもたらさぬ様にする為ためには、国教たるマウゼル教の神官達と協調態たい勢せいを採とる必要があり──その為の橋はし渡わたし役としてガーネストの立場と能力が必要だという事もこの少年は理り解かいしている。

　だがそれでも、自分を騙だました人間に許しの言葉を与あたえ、微笑みかけるのは難むずかしい。面めん従じゆう腹ふく背はいを習い性しようにしている様な大人ならばさておき、この少年の様にまだ若わかく、そして純じゆん粋すいであるならば……特に。

　しかし彼はガーネストを許した。

　それは武ぶ力りよくでも財ざい力りよくでも無く、純粋にこの少年が自分の一部として持っている強さだとガーネストは思うのだ。

「まだ反発は大きいですか」

「はい。意外に上層部にも教典原理主しゆ義ぎ者しやが多かった様です。ある意味では誇ほこるべき事かもしれませんが──」

　それだけ生真面目に彼等は信しん仰こうを貫つらぬいていたという事でもあるのだから。

　しかしそういった者達にとっては〈竜機神ドラグーン〉やその御ぎよ者しやたる〈竜騎士Ｄナイト〉は『神の仇かたき』であり、彼等を積極的に受け入れて協調態勢を明言しているラインヴァンの王室関係者は憎にくむべき教きよう敵てきなのである。

　現げん状じようを正せい確かくに把は握あくし、組そ織しきとしてのマウゼル教の生き残る方向を模も索さくしているガーネストの様な人間と、教典の記き述じゆつだけを真実として『魔物とそれに魅み入いられた者達』を排はい撃げきしようとする人間と──教会は今、二つの勢力によって引き裂さかれている状態だ。曖あい昧まいな立場の者も多いが、両極きよく端たんの主しゆ張ちようが互たがいに相あい容いれない為に、いつまでも立場保ほ留りゆうという訳にもいかず……教典原理主義者達は、積極的に勢力を伸のばそうと活動を続けている。

　それはさておき──

「急げ！　急げ！　ラインヴァンの騎き士しは礼れい儀ぎも知らぬ不調法者と笑われるぞ!?」

　鋭するどい声が響ひびき渡る。

　フォルシスの護ご衛えい役としてラインヴァンから随ずい行こうしてきていた〈アンヴァーナイツ〉の第四小隊が小走りに中庭に走り出ると、フォルシス達の左右から〈竜機神ドラグーン〉に向けて並ならび、『道』を創つくる。

「敬礼！」

　小隊長の号令の下もと、第四小隊の騎士達が剣けんを胸むな元もとに掲かかげて礼らい賛さんの型を採った。

　同時に──一いち条じようの光が中庭に奔はしる。

　まだ〈竜機神ドラグーン〉やその発はつ揮きする超ちよう技ぎ術じゆつを見み慣なれていない騎士達は、半ば反はん射しや的に身み構がまえるが──文字通りに光は一いつ瞬しゆんで消しよう滅めつし、その後には三つの人ひと影かげが出現していた。

　言うまでもなくクリストファ、ヒタカ、そしてラクウェルの三人である。

「──殿でん下か。御ご命令通りラクウェル・カスール嬢じようをお連れ致いたしました」

　クリストファがその場に片かた膝ひざをついて言う。慌あわててヒタカがその姿すがたに倣ならってやはり片膝をつき、そしてラクウェルが最後にゆっくりと膝を折る。

「御苦労、クリス。今回は公式行事ではないから堅かた苦くるしい挨あい拶さつは抜ぬきでいいよ。ハーリントン殿どのもどうかお立ちください」

　穏おだやかな微び笑しようを浮かべつつフォルシスは言い──そして最後にラクウェルに視し線せんを向けて彼は言った。

「無む論ろん、貴女あなたもです。久ひさしぶりだね──ラクウェル姉」

「お久しぶり──フォルシス」

　微笑を返すラクウェル。

「…………」

　少しフォルシスが曖昧な──強しいて言うのならば意外そうな表ひよう情じようを浮かべた。

　彼の仕し掛かけた一種の洒落しやれ──生き真ま面じ目めで木ぼく訥とつな性せい格かくのこの王子にしてみればきっと相当珍めずらしい思いつきであったろう──をラクウェルが平然と一瞬の戸と惑まどいも見せずに返したので驚おどろいたらしい。

「……ありがとう」

　事情を知らぬ者にしてみれば不ふ遜そんともとれないラクウェルの態度であったが……フォルシスはむしろ嬉うれしげに微笑を深めて頷うなずいた。

「状じよう況きようは？」

　とクリストファが尋たずねてくる。

「あまり良くないな。魔ま法ほう通信が使えないので情じよう報ほうに精せい度どを求めにくいが……状況は逼ひつ迫ぱくしていると考えるべきだろう」

　答えるのはガーネストである。

「急せかして申し訳わけないが、まずは議事室へ来てもらいたい。今後の方ほう針しんの確かく認にんを行っておきたいのだ」

「分かりました」

　ヒタカとラクウェルが頷いた。





　マウゼル・システムの時空定てい義ぎエンジン。

　これは封ふう棄き世界を空間閉へい鎖さすると共に『閉とじられた』世界内で問題なく事象を循じゆん環かんさせる為ためのものであったのだという。

　狭せまい容よう器きの中に魚を入れると、すぐに水が澱よどんで腐くさり魚が死んでしまうのと同様、閉鎖された空間の中で一つの世界が崩ほう壊かいせずに一定の状じよう態たいを維い持じするのは本来不ふ可か能のうだ。

　故ゆえに封棄世界の時空間を破は綻たんさせる事なく動かす為、空間性せい状じように──物理法ほう則そくにまで干かん渉しようする仕し掛かけが必要だった。

　それがマウゼル・システムの時空定義エンジンなのである。

　だが、この時空定義エンジンはあまりにも管理する領りよう域いきが巨きよ大だいすぎる為、ある種の『隙すき間ま』あるいは『綻ほころび』とでも呼よぶ様なものが存そん在ざいする。

　この部分に組み入って一時的に時空定義エンジンに誤ご作さ動どうを起こさせる事──これが封棄世界における『魔法』の正体だった。

　無論、強力な時空定義エンジンの恒こう常じよう性せいはすぐさま『誤作動』を修しゆう正せいしてしまう。この為に魔法とは永えい続ぞくしないのである。

　それはともかく──

「この時空定義エンジンですが」

　議事室の円えん卓たくについた一同──フォルシス、ラクウェル、ガーネスト、クリストファ、更さらにマウゼル教神官と〈ジェイド・サーキット〉の魔ま導どう士し、それぞれ二名ずつの意見役オブザーバー達を見回してヒタカは言った。

　草食動物を想おもわせる穏おだやかな雰ふん囲い気きはいつもの通りであるが、今の彼は少々元気というか……普ふ段だんと比くらべると表情や口調にやや勢いきおいの様なものが感じられる。

　いわゆる趣しゆ味み人じんの中には、普段は控ひかえ目で大人しいが、自分の得意分野となると途と端たんに饒じよう舌ぜつになる者も多いが──ヒタカもそういう傾けい向こうがあるのかもしれない。

「結論から言えば、これは貴方達が聖せい都とグレンデルと呼んでいる地域の地下──地面より約二キロメートル下に存在します」

　ヒタカが説明する。

　彼の言葉と同時にその横に控ひかえていたオウランが、さっと指を振ふる。その動きに合わせてするすると虚こ空くうにグレンデルの地図が描えがき出された。

　更にその地図がまるで模も型けいを傾かたむける様な立体感を伴ともなって四分の一回転。図はグレンデルとその地下断だん面めんを真横から見るものへと変化した。

「正確にはここ──グレンデルの中心部から真まっ直すぐ地下に二千十七メートル程ほど潜もぐった位置に時空定義エンジンのハードウェアが存在します。

　我われ々われの目的はこのハードウェア部分に直ちよく接せつアクセス、一旦〈律法を破る者プロヴイデンス・ブレイカー〉によってソフトウェア的に破は壊かいされたこのシステムを、復ふつ旧きゆうさせる事です。

　ただし、空間封鎖機能まで復旧させてしまう訳にはいきません。よってこのシステムの中で魔法の発動と作用に関かん与よしていた部分だけを復旧させる事になります。

　このマウゼル・システムは多分に異い種しゆ知ち性せい体たいの技ぎ術じゆつが用いられてはいますが、超ちよう長期の運用を想定したシステムの場合、ハードウェア的なバックアップと部分リセット機能の存在は必ひつ須すと言えます。また部分リセットの機能は原型を保ほ存ぞんしてそれを入れ替かえる事で随ずい時じ可能になりますので、理論的に言ってバックアップのシステムは正副合わせて二系けい統とうある筈はずで──」

　そこまで言って、ヒタカは眼めを瞬しばたたかせて口をつぐむ。

　一同──無言。

　ヒタカが困こん惑わくの表ひよう情じようでフォルシス、ガーネストその他数名の顔を見回すが……彼等は一様に曖あい昧まいな笑えみを浮うかべた。

「あの……ひょっとして僕ぼくの話……分かりにくいですか？」

「お恥はずかしい話ですが」

　とフォルシス。

「全く分かりません」

「はあ……すいません」

　少しうなだれるヒタカ。フォルシスはラクウェルを振り返り──

「どうです？」

「何とか……」

　頷うなずいてみせるラクウェル。

「あ。分かってくださいましたか？」

「ええ。全部とはいいませんけれど」

　目を輝かがやかせて尋たずねるヒタカにラクウェルは微び笑しようで応おうじた。

「幾いくつかの単語はセーネスさんと〈竜ギ巨ガ人ス〉や〈フィンブルヴェトル〉を創つくった際さいに出てきた単語ですし……分からない部分も無いではないですが、魔法理り論ろんに重ちよう複ふくする部分も多いですから」

　その言葉を聞いてフォルシスが〈ジェイドサーキット〉の意見役二人を振り返るが、彼等は表情を引きつらせて肩かたを竦すくめた。

「先程の部分リセットのお話で言えば、常じよう駐ちゆう型がたの魔法と同じく、初期設せつ定てい値ちに近いものをもう一つ用意しておいて、実際の稼か働どうによって発生した不都合部分を予あらかじめ用意しておいた原型と比ひ較かくすることで修しゆう復ふくするという事と同じですよね？」

「ええその通りです！」

　ヒタカは嬉うれしげに頷く。

「ですが、部分的な機き能のうの復旧が本当に可か能のうなのでしょうか？　システムは全体で一つ、不可分のものになっている可能性は無いのですか？」

「いや、先程も述のべました通り、ソフトウェア上の不都合を修復する為には基き本ほん構こう造ぞうを相そう互ご独どく立りつ的なモジュール構造にして随時入れ替える事が出来る様にするのが理想的です。マウゼル・システムはダウンさせる訳わけにいかないですから、この場合、効こう率りつの良い修復方法とは、徹てつ底ていしたモジュール化による──」

「なるほど。しかしハードウェア的なバックアップでは、やはりすぐに同じシステム上の不都合が発生してしまう可能性せいがありますが？」

「無論、実際にプログラムを実行する場合、ハードウェア的なバックアップをソフトウェア上に移うつし替える際、一いつ旦たん仮か想そう的な領りよう域いきに展てん開かいしてから先のシミュレート結果を──」

「なるほど。ではつまり、システム上におけるセフティ・マージンはその仮想領域が担当する訳ですね？　しかし実際の稼働においてはやはり予想外の──」

「無論それはソフトウェア上に展開する予よ備びシステムによって補ほ完かんされる訳ですが、この場合に同時に展開される八種類の──」

「しかしそれではシステムの構成上、非ひ常じように効率が悪くなってしまいませんか？　そもそもこのシステムの構造からしてハードウェア・バックアップの──」

「ええ。ですからそれは初期段だん階かいにおいて三つの対立状じよう況きようを構こう築ちくする事で安定を──」

　…………

「…………」

　ひたすら意味不明の会話を続けるヒタカとラクウェルを見て、フォルシスとガーネストは途と方ほうに暮くれた様な表情を見合わせる。

「…………クリス」



    

  
    
      　フォルシスは隣となりの少年の脇わきをつついて小声で言った。

「はい、フォルシス様」

「分かるかい？」

「御ご安心ください。そろそろ僕も眠ねむくなってきたところです」

「…………うーん」

　フォルシスは困こまった様子で頬ほおを掻かいた。





　そのころ。

「……分かる？」

　額ひたいに冷や汗あせを浮かべるパシフィカにシャノンはうんざりした様子で首を振ふった。

「さっぱりだな」

　シャノン達は現げん在ざい、〈竜機神ドラグーン〉本体を異い相そう空間に隠かくし、対人インターフェイスのゼフィリスを連れてラクウェル達が居いる第一渉しよう外がい局きよくの建物近くにまでやってきていた。

　無論、あまりに近付くとオウランやクリストファに気付かれる恐おそれがある。そういう訳でシャノン達はゼフィリスの機能を使って議事室の中の会話を盗ぬすみ聞きしているのである。〈竜機神ドラグーン〉の感知器群ぐんは微び細さいな空気分子の動きまで見分けられる上、途方もない情じよう報ほう処しよ理り能力でそれを分ぶん析せき出来る。その気になればゼフィリスは怒ど号ごうが渦うず巻まく戦場の中からでも特定人物の心しん臓ぞうの鼓こ動どうを聞き取る事が出来るのだ。

　とはいえ──

「とても同じ国で育った人間の会話とは思えん──ゼフィ。分かるか？」

「私は理り解かい出来るが……」

「分かり易やすく説明してくれ……ああ、いや、いい、説明はいい。小こ難むずかしい話には興きよう味みが無いんだ。なんか重要な事をラクウェル達が言っていたら、その点だけは、こう、教えてくれるか？」

「……分かった」

　今一つ釈しやく然ぜんとしない様子で、しかしゼフィリスは頷うなずいた。





　結局。

　現場に向かうヒタカとラクウェルの二人に全ぜん権けんを委い任にんする事で打ち合わせは終しゆう了りようした。というよりそうしないといつ終わるかも分からない様な二人の会話に付き合わされるのではないかと懸け念ねんしたフォルシスが、全権委任を名目にして逃にげたのである。

　まあヒタカもラクウェルも、これを機に何か野心を満たそうとか私し腹ふくを肥こやそうとか考える性せい格かくでないのはフォルシス達も知っていたので──というか半時間も喋しやべっていればラクウェルやヒタカの性格は誰だれにでもすぐに、嫌いやという程ほどに分かる──特に異い論ろんが出る事も無く、一同は解散した。

　復ふつ旧きゆう作業はラクウェルとヒタカの体力気力を考こう慮りよして明日からという事になり、二人にはガーネストが第一渉外局所有の迎げい賓ひん館かん──本来は各国の王族貴き族ぞくを迎むかえる高級宿しゆく泊はく施し設せつである──の部屋が用意された。

　そして──

「うー……」

　低く呻うめきながらヒタカは部屋に隣りん接せつするテラスに出た。せめてもの歓かん待たいとばかりに晩ばん餐さん会が催もよおされ……フォルシスやクリストファ、そして騎き士し達と酒を酌くみ交かわしたのであるが、実を言えば元々ヒタカはあまり酒の類たぐいには強くない。

　ならば断ことわれば良いものを……『折角の御ご厚こう意いなので』と断れずに何なん杯ばいも飲んでしまうのがこの〈竜騎士Ｄナイト〉である。

「ヒタカ様──もうちょっと御自分の許きよ容よう量りようを把は握あくしてくださいね？」

　寄より添そう様にして傍かたわらに浮うかぶオウランが気き遣づかわしげに声を掛かける。〈竜騎士Ｄナイト〉の生命維い持じ──つまりは体調管理も〈竜機神ドラグーン〉の仕事の一つだ。

「面めん目ぼくない……」

「何だったらアルコール分をフィルタリングしましょうか？」

　その気になれば一いつ瞬しゆんで腕うで一本でも再さい生せいできる〈竜機神ドラグーン〉である。〈竜騎士Ｄナイト〉の体内のアルコールだけを選せん択たく的に強きよう制せい分解するのもそう難むずかしい作業ではない。

「いや……それはそれで振る舞まってくれた方々に失礼だよ。晩餐のお酒は『一いつ緒しよに飲んだ』事に意味がある訳わけだからね。きっちり僕の肝かん臓ぞうで分解しないと」

「はあ……そういうものなんですか？　私にはあまり理解出来ない感覚ですけど……」

　少し呆あきれた表情でオウランが言う。

　ヒタカは微び苦く笑しようを浮かべて頷いた。

「そうさ。覚えておくといい。人間という生き物はね、こういうつまらない事に意味を見いだす事が……そういう事の出来る自分が大好きなんだよ」

「はい。覚えておきます」

　神しん妙みような表情でオウランは頷いた。

　この〈竜機神ドラグーン〉は基き本ほん的に明るく御お調子者とでも言う性格をしてはいるが……ヒタカの言葉はどこまでも真ま面じ目めに受け止め殊しゆ勝しように従したがう。それだけ彼女はこの〈竜騎士Ｄナイト〉を慕したっているのだろう。

「……あら」

　不意に声がかかる。

　静かで穏おだやかな……しかし何ど処こか艶つやを含ふくんだ優ゆう美びな声である。半ばその響ひびきそのものに惹ひかれる様にして振ふり返ったヒタカは、隣となりの部屋のテラスに立つラクウェルの姿すがたを見た。

　出掛ける前に弟と妹にきつくきつく止められたのだそうで、ラクウェルは晩餐会でも酒を飲んではいない。

　だが夜風に晒さらされたその肌はだはほんのりと朱しゆを帯びていて──童女の様な清せい楚そ可か憐れんさはそのままでありながら、何処か妖よう艶えんな印象すら見る者に与あたえる。

「…………」

　一瞬──ヒタカはぼーっと隣のテラスに立つラクウェルを見つめる。美しい娘むすめだとは無論知っていたが……今は常つねにも増まして美しい。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　かなりお酒を飲んでおられた様ですけど」

　のんびりとした口調でラクウェルが尋たずねてくる。

「あ……はい、大丈夫です」

　少し頬ほおを赤く染そめて言うヒタカ。

　隣でオウランがムっとした表ひよう情じようを浮かべているのだが、幸か不幸か彼はそれに気付かなかった。

「いやはや面目ない……」

「ヒタカさんは、元々軍人で？」

　ふとそんな事をラクウェルが尋ねてくる。

「ええ。まあ軍人といっても整せい備び兵だったのですが……」

　言って頭を掻かく。

　たまたまオウランに見み初そめられて〈竜騎士Ｄナイト〉となりはしたが、元々彼は技ぎ術じゆつ畑の人間で、前線に立って戦う兵士ではなかった。

　そもそも彼の性格は争い事に向いていない。

　のんびりじっくりとモノを造つくったり、壊こわれたモノを修しゆう理りしたりするのが性しように合っているのだ。後期の、軍隊的側面を色濃こくしていたブラウニン機関に所しよ属ぞくしていたせいか──『男がこれではいけない』と思い、身体からだを鍛きたえたりもしてみたものの、元々のおっとりした性格は変わらなかった。

「お陰かげで戦せん闘とうではどうにも仲間の脚あしを引っ張ぱる事が多くて……オウランにも肩かた身みの狭せまい想いをさせてます」

「そんな事ないですよ！」

　とオウランが驚おどろいた様に言ってくる。

「ヒタカ様は私の自じ慢まんの〈竜騎士Ｄナイト〉です」

「そうですよ」

　とラクウェルが微笑して同意する。

「……え？」

　ヒタカは眼めを瞬しばたたかせてラクウェルを眺ながめる。

　黒くろ髪かみの娘はおっとりとした緊きん迫ぱく感かんの無い口調で──しかし優やさしい口調で言った。

「戦い方は人それぞれです。強さも弱さも人それぞれです。その一面を比くらべて優ゆう劣れつを論ろんじても仕方ないでしょう？」

「それは……そうですが」

「私には『創つくる事』『直す事』が『壊す事』や『殺す事』よりも優まさっているとも劣おとっているとも思えません。喧けん嘩かに強い事が、絵を描かくのが上う手まい事よりも上等という訳でもないですよね？

　共に必要とされる力ならそこに優劣なんか無い筈はずです。

　今回の事にしても貴方あなたにしか出来ない事だからこそ、わざわざ此処に来てくださったのでしょう？　それは当然、誇ほこって良い事だと思いますよ」

「……そう……ですね」

「それに」

　ラクウェルは少し肩を竦すくめて言った。

「魔ま法ほうや技術系けいのお話で、私にじっくり付き合ってくださる方はとっても貴き重ちようなんですよ？　弟や妹なんか露ろ骨こつに嫌いやな顔したり、途と中ちゆうで寝ねてしまうんです」

「ははは」

　ヒタカは朗ほがらかに笑った。

　同時に──心の底では感かん嘆たんしていた。自分よりも歳とし下したのこの娘は、しかし自分よりもきっと多くの物事を見てきたのだろう。嬉うれしいことも哀かなしい事も経けい験けんし、それらから目を逸らさずに考えて考えて、自分の立ち位置を決めてきたのだろう。

　だからこそ一見、単なるきれい事の様に見えても──この娘の唇くちびるから紡つむがれる言葉はこんなにも重く深く響く。

　自分の話を理り解かいしてくれる同好の士という以上に、ヒタカはこの娘に敬けい意いを抱いだいた。

「……なんて」

　言ってラクウェルは不意に、ぺろりと小さく舌したを出した。大人びた美しいその容よう貌ぼうが……不意にあどけない童女のそれに変化する。

「偉えらそうに言ってますけど、殆ほとんど今のは亡なくなった母の受け売りなんですよね……実は」

「素す敵てきなお母さんだったんでしょうね」

「ええ。父も母も。そして弟も妹も。全部私の自慢です」

　ラクウェルはそう言って笑えみを深めた。





「…………信じられん」

　シャノンは呻うめく様に言った。

「本当に」

　パシフィカもひどく真しん剣けんな表情で頷うなずいた。

　ラクウェル達の居いるテラスからやや離はなれた草むらの中に潜ひそみながら、シャノン達はヒタカと姉の会話をこれまた盗ぬすみ聞きしていたりする。

　だが──

「なんかいい雰ふん囲い気きになってるよ、シャノン兄……！」

　拳こぶしを握にぎりしめて言うパシフィカ。シャノンも戦せん慄りつの表情を浮うかべて頷いた。

「ラクウェルといい雰囲気になれるとは……あいつ本当に人間か!?」

「シャノン、パシフィカ……何気に酷ひどい事を言っていないか？」

　ゼフィリスが呟つぶやく。

「というかそれを期待していたのだろうに」

「いやまあ、そうなんだが」

　とシャノン。

「まさか本当に上う手まくいきそうになるとはな。しかし……」

　そこまで言って──

「──ん？」

　ふとシャノンは眉まゆをひそめる。

「……どうしたの、シャノン兄？」

「いや……」

　不思議そうに尋たずねてくる妹に、曖あい昧まいに応おうじ……シャノンは眼を細めて辺りを見回す。

「ゼフィ。おまえは殺気の類は感知出来ないんだっけか？」

「殺気というものの定てい義ぎが曖昧なのでな。何か感じたのか？」

　問われてシャノンは腕うでを組む。

「うーん……いやまあ……ラクウェルの方に気をとられてたし、ほんの一いつ瞬しゆんだったんでな……」

「シャノン兄、最近ぼーっとしまくってたから感覚鈍にぶってんじゃないの？」

　とパシフィカ。

　確たしかに『いつ命を狙ねらわれるか分からない』という状じよう況きようが長かったせいで、それから解放された今はむしろ反動の様に感覚が鈍っているという事は考えられる。

　だがシャノンは顔をしかめてパシフィカを振ふり返った。

「生まれてからずっと鈍りっぱなしのおまえに言われる筋すじ合あいは無いぞ」

「私の何ど処こが鈍ってるってのよ？」

「主に脳のう」

「シャノン兄なんか全身黄昏たそがれ菌きんに侵しん食しよくされてる癖くせにッ」

　とか何とかやりながらも、シャノンは改めて周囲を見回し……

「……気のせいか？」

　と呟いた。



    

  
    
      　第三章　遺跡侵入






　轟ごう音おんと共に一本の円柱が回転する。

　杭くいの如ごとく地面に打ち込こまれていた灰はい色いろの巨きよ大だいな石柱。それが、まるで螺ね子じを緩ゆるめるかの様にゆっくりと回りながら、同時に天に向かってせり上がって行く。

　地面との境さかい目めでは泡あわ立だつ様にして土つち埃ぼこりが舞まい上がっている。周囲数区画の建物には微び震しんが奔はしっているに違ちがいない。

　激はげしく距きよ離り感の狂くるう光景であった。

　恐おそろしく単たん純じゆんな石柱の形けい状じようは、実じつ際さいよりも遥はるかに小さく見える。それが動いているのならば尚なお更さらだ。むしろ石柱の周囲の地面にへばりつく様にして建っている民家や教会施し設せつが玩具おもちやの様にも見えてしまうのだ。

　音や振しん動どうも山にも匹ひつ敵てきする様な規き模ぼの『地形』が動いているという事実からすればむしろ小さいと言えるだろう。引っかかる様子も無いまま滑なめらかに回転しつつ円柱は更に上じよう昇しようして行く。

「凄すさまじいね」

「確かに」

　円柱からやや離れた教会施設。

　その屋上でフォルシスとクリストファはこの異い様ような光景を眺ながめていた。彼等の側そばにはガーネストや他の教会関係者の姿すがたも在ある。

　動く筈はずの無い巨大なものがいとも容易たやすく動いてしまう事の違い和わ感かんもさる事ながら──天変地異にも等しいこの光景が人じん為い的なものであるのだという事実が、居い並ならぶ者達に畏い怖ふにも近い感動を与あたえていた。

　いい加か減げん〈竜機神ドラグーン〉やその関係者達が引き起こす超ちよう常じよう現げん象しようには慣なれてきたフォルシスやクリストファでも、やはりこの手の情じよう景けいを目まの当たりにすると感かん嘆たんを禁きんじ得ない。他の者達はただただ絶ぜつ句くするばかりだ。

　しかも。

　これは戦せん略りやく級攻こう性せい魔ま法ほうなどとは全く意味が違う。例えばラインヴァン王国の保ほ有ゆうする戦略級攻性魔法〈奈落ギンヌンガガプ〉は、同じく地形を変える程ほどの力を持っているが……今、フォルシス達の目の前で展てん開かいしているのは、ただ単に『入り口を開いた』だけの事なのである。

「人間は何処まで無む茶ちやが出来るようになるんだろうね……」

　フォルシスがしみじみと言いながら天空を振り仰あおぐ。

　そこには、人とも獣けものともつかない輪りん郭かくの影かげが浮うかんでいる。太陽を背せにしたその姿は文字通り真っ黒な影に塗ぬり潰つぶされていて詳しよう細さいは見えないが……その鋭えい角かく的な線は何処までも威い嚇かく的でしかも絞しぼり込まれた機き能のう美びまでをも感じさせる。

〈竜機神ドラグーン〉である。

　地上から見上げる人間の眼めには、特に何をしている様にも見えないが──重力場制せい御ぎよという見えない『手』によって〈竜機神ドラグーン〉がこの石柱を地面から『引き抜ぬいて』いるのだ。

　この巨大石柱も〈竜機神ドラグーン〉も人間が創つくり出したものだ。理り屈くつとしてはフォルシスやクリストファも理り解かいしているが……改めてその事実に想おもいを馳はせると何やら脱だつ力りよく感の様なものさえ感じてしまう。

「我われ々われが『神』と考えていたものさえ人間の創り出した絡から繰くりであった訳わけです。ならばそれが必要なら何処までも不ふ可か能のうを可能にし続けるのが人間なのでしょう」

　とクリストファ。

　ちらりとガーネストの方に視し線せんを向けるものの、次期教きよう皇こうの噂うわさも出ている高位神官は、特に反はん論ろんするでもなく、ただ微び苦く笑しようを浮かべただけだった。

「さて。そろそろ移い動どうしましょうか。『整せい備び用通路』とやらの入り口が露ろ出しゆつする筈です」

　クリストファの言葉に一同は頷うなずいた。





　ラクウェル・カスール。

〈律法を破る者プロヴイデンス・ブレイカー〉パシフィカ・カスールの姉でありその〈守護者ガーデイアン〉でもあった超一流の魔ま導どう士し。

　容よう姿しは優ゆう美びにして可か憐れん。頭ず脳のうは明めい晰せきにして怜れい悧り。性せい格かくは柔にゆう和わにして英明。

　一見すれば欠点らしい欠点も無い女性である。しかも普ふ通つうはここまで美点が揃そろってしまうと近付き難がたい雰ふん囲い気きさえ漂ただよったりもするが──ラクウェルの場合はむしろ何ど処こか完かん璧ぺきになりきっていない様な『緩み』が愛あい嬌きようとなって近付く者達を更に引き寄よせる。

　だが……

（未いまだ独どく身しん……か）

　ふと傍かたわらに立つラクウェルに視線を向けながらヒタカは思った。

（まあ色いろ恋こいだの何だのと言ってられない様な生活だったんだろうけども……）

　微妙な差異は幾いくつも有るが……文化程てい度どが中世辺りに固定されていたこの封ふう棄き世界では、総そうじてヒタカ達の居た世界よりも結けつ婚こん適てき齢れい期きは早くやってくる。

　十五や十六で結婚する娘むすめも少なくない筈だ。二十二歳が嫁とつぎ遅おくれとまでは言わないだろうが──ラクウェル程の器き量りようよしともなれば、結婚を申し込む男達も一人や二人ではなかったろう。

　彼女が〈廃棄王女スクラツプド・プリンセス〉の事を知り、妹や弟と共に逃とう亡ぼうの旅に出たのは二は十た歳ちの時。ならばそれまでに何か浮いた話の一つもあってしかるべきなのだろうが……

「……なにか？」

　ヒタカの視線に気付いたらしく、ラクウェルが首を傾かしげて尋たずねてくる。その仕草がまた童女の様に邪じや気きが無く、その癖くせ大人の女性としての優美さは具そなえているものだから、筆ひつ舌ぜつに尽つくし難い誘ゆう引いん力りよくを放散している。

「ああ、いえ、あの、別に」

　慌あわてて首を振ふるヒタカ。

　はっきり言って……彼は、ラクウェルの独身云うん々ぬんについて偉えらそうな事を言える立場ではない。十代の頃ころに一度同じ歳としの女性と付き合った事がある位で、それ以来、彼は特定の女性と交こう際さいした事は無かった。

　無論、戦時中という事でのんびり男女交際なんぞをしている状じよう況きようでは無かった──という事もあるが、オウランに見み初そめられて〈竜騎士Ｄナイト〉になってからは、周りの人間がどうしても『ヒタカは特別』と認にん識しきして彼と距きよ離りを置く様になり、異性に限かぎらず人付き合いそのものが減へってしまったのである。

　元々色恋沙ざ汰たに熱中するよりは、機械いじりを好む性格だった彼は益ます々ます機会を失い……その結果、女性や色恋沙汰に対する免めん疫えきは十代の少年並なみである。

（やっぱり向いてない……）

　とそんな事を密ひそかに思ったりもする。

　実は……ダストヴィン大陸に使し節せつとして遣つかわされている〈竜騎士Ｄナイト〉には、表に出ていない隠かくされた任にん務むがある。

　それが『大陸の住人と婚こん姻いんして子をもうける事』である。

　実のところ……『外側』に生き残っている人類は約一万人。

　すぐに滅めつ亡ぼうを恐おそれねばならない様な数字では無いが、遺い伝でん的な袋ふくろ小こう路じを恐れねばならない数字でもある。遺伝資し源げんが限られた世界での交配は、やがて各種の遺伝的弊へい害がい──新種の遺伝病を生み出すとも言われるからだ。

　そもそも一万人といえば高度な文明社会を維い持じするにも決して充じゆう分ぶんとは言えない数である。

　その為ため……『外側』の人間達は生き残った人類の大半を取り込んだまま閉へい鎖さされた〈封棄世界〉を解かい放ほうする必要があった。多くの人間は停てい滞たいフィールドや人工冬とう眠みんによって死にも等しい眠ねむりにつき……遥はるかな未来の『解放』に望みを託たくした。

　そして今。

〈封棄世界〉は解放された。

　内部社会と外部社会の融ゆう和わはおいおい時間をかけて実行されるとして──その象しよう徴ちようとして有ゆう効こうであるという事と、そして実じつ質しつ的に新しい遺伝資源を確かく保ほするという事の、二重の意味で大使たる〈竜騎士Ｄナイト〉達には『可か能のうであれば大陸の人間と婚姻関係を結んで子をもうける事』が非ひ公開任務として与あたえられているのである。

　端たん的てきに言えば今、ヒタカ達には『新しい血』の導入が急務なのだ。

　とはいえ──

（だからって家か畜ちくの交配でもあるまいし、はいそうですかと恋れん愛あい関係に持ち込むなんて真ま似ね、出来る筈はずが無いんだよ──特に僕ぼくは）

　ヒタカは内心溜ため息をついた。

　そこまで厚こう顔がん無む恥ちにはなれないし、何よりそんな理由でラクウェルを口説くのも何というか……ひどく失礼な気がした。

　その時──

「ヒタカ様！」

　耳元で叫さけばれ。慌あわてて振り向くヒタカ。

　そこには何やら不満そうな表ひよう情じようのオウランが浮うかんでいた。

「あ、ああ──ごめん。何かな？」

「『出入口』が開きました──ってさっきから御ご報ほう告こくしてたんですよ？」

「ごめんごめん」

　苦く笑しようして後頭部を掻かきながら、ヒタカはオウランの背はい後ごにそびえる巨きよ大だいな物体に視し線せんを移うつした。

　地面から引き抜ぬかれた巨大石柱。

　その側面に小さく──それこそ人間が数人並ならんで入れる程てい度どの、本体の大きさからすれば不ふ釣つり合いな程ほどに小さな切り欠きが口を開いている。これがマウゼル・システムに関する『整せい備び用通路』の入り口らしかった。

「これを設置したのは異い種しゆ知ち性せい体なのですよね？」

　ラクウェルがそんな事を尋ねてくる。

「そうですね」

　頷うなずくヒタカ。



    

  
    
      「元々人間用に造られたものという事なのでしょうか？　それともその異種知性体が人間に近い形けい状じようだったのでしょうか？」

「よく分からないんですけどね、そこの処ところは……彼等がどういう生命形けい態たいであったのか、どういう行動論ろん理りを備そなえていたのかも不明です。推すい測そくはいくらでも出来ますが──」

　ヒタカは腕うでを組んで苦笑した。

　この封ふう棄き世界を造つくり、人類の大半をそこに封じ込めた異種知性体──通つう称しよう〈ＨＩ〉は、むしろ彼等流の『善ぜん意い』からこの世界とそれを管理するシステムを設置したという意見もある。

　彼等は人類という自滅しかねない種族を保ほ護ごする為の『檻おり』……いやむしろ『卵たまごの殻から』の様な感覚でこの封棄世界を造ったと思える様な部分がある。あまりに早そう熟じゆくだった人類が、もう一度自じ己こを見つめ直し、その上で再ふたたび宇う宙ちゆうに出るかどうかの、強きよう制せい的な猶予期間モラトリアムを与える為の処しよ置ちだったのではないか、という考えである。

　ただ単に人類を檻の中に封じ込めるだけなのであれば、理り屈くつに合わない杜ず撰さんさと同時に、必要ない様な仕し掛かけが幾いくつも残っているのだ。

　この『いかにも人間が使えそうな感じの整備用通路』もその一つである。本来、完全自動システムであるマウゼル・システムとその時空定てい義ぎエンジンには、この様な通路は必要ない筈だ。

　なのにまるでヒタカ達の行動を見み越こしていたかの様な通路がこうして設もうけられている。

「何にしろ……使えるものは使わせて貰もらいましょう。手間が省けるのは事実です」

　とヒタカは言い──背後を振ふり返った。

「準じゆん備びはよろしいですか？」

　同意の声があがる。

　ヒタカとラクウェルの近くには、何やら荷物だの何だのを背せ負おった男女が四名ほど立っている。

　彼等は荷物持ちの人足である。

　システム内の探たん索さくがどの程度の時間になるか分からない事、どの様な事態が発生するか分からない事から、フォルシスが手配した者達だ。

　大たい抵ていの事──物ぶつ資し的にも人手としても──は〈竜機神ドラグーン〉オウランが対たい応おう出来る筈であるが、そもそも原理的には超ちよう巨大な形相干かん渉しようシステムであるマウゼル・システムの時空定義エンジンの中で、別の時空定義エンジンを備えた装そう置ち（つまりは〈竜機神ドラグーン〉だ）を稼か働どうさせるとどうなるか予よ測そくがつかない。最悪、相そう互ご干渉を起こしてシステムが破は損そんする可か能のう性せいもあった。

　この為ため──非ひ常じよう事態にも対応出来る様にと調ちよう査さ修しゆう復ふく隊たいにこの人足達が加えられたのである。

　まあそれはいいのだが──

「……ん？」

　ラクウェル達を見送りに来ていたフォルシスがふと首を傾かしげる。

　この人足達は一応、彼の臣下の一人が手配した者達なのだが……臣下から聞いていた者達と顔ぶれが違ちがう様な気がする。

　それに──

「君、大だい丈じよう夫ぶ？」

　とフォルシスが声を掛かけたのは、大おお柄がらな男性の人足に混まじってちょこんと立っている少女の人足であった。

　年ねん齢れいは十代前半といった処ところか。

　小柄な身体からだに背負った荷物が妙みように痛いた々いたしい。

「えっ!?」

　声を掛けられるとは思っていなかったらしい。露ろ骨こつに狼ろう狽ばいした様子で少女は顔色を変えて言葉に詰つまり──

「だ、大丈夫でありますッ！」

　と言った。

「君、予定の人と違う様だけど──」

「と、父さんが急な病気で、それで、あの、私が代わりに来たでありますことよッ!?」

　少女は叫さけぶ様にして言った。

「はあ……でもそれじゃ別の……」

「が、頑がん張ばって働きますから、何も問題ないのことです！　うちは貧びん乏ぼうなので、このお仕事がいただけないと、とてもとても困こまったりとかします！」

「うーん……いや、じゃあお父さんの賃ちん金ぎんは特例で支し払はらってあげるから、君は帰って良いよ。別の人を──」

「そんなん駄だ目め！　じゃなくて、いや、あの、いわれのないお金はいただけません！　報ほう酬しゆうは労働の対たい価かであり、施ほどこしとは意味の違う、ええとその──」

「…………」

　フォルシスはしばしその少女を見つめ──

「そうか。ごめん」

　と言った。

「僕が傲ごう慢まんだったね。君は立りつ派ぱなお父さんに育てられたみたいだ。分かった、よろしく頼たのむよ」

「は、はい！」

　少女は元気よく頷うなずく。

　フォルシスは他ほかの三人の人足を振り返って、言った。

「聞いての通りだけど、いくら意気込んでいても女の子は女の子だ。辛つらそうなら手伝ってあげて」

　人足の一人は、王族にいきなりそう声を掛けられたにもかかわらず、特に慌あわても焦あせりもせず、割わりと素すの口調で──

「うん、分かった──」

　と答えかけてつんのめった。

　背後から別の人足が平手でその頭部を叩たたいたからである。

「すいやせん、殿でん下か。口の利きき方をしらねえ奴やつでして……」

　と仲間を平手で叩いた人足が言う。

　まあこの人足も口調がどことなく不自然ではあった。何というか、普ふ段だんと違う口調を無理にしている様なところがある。

「何するのよシャノ……」

「…………」

　男の人足は更さらに黙だまって先の人足の後頭部をどついて黙らせると、愛あい想そ笑いを浮うかべる。

「……まあとにかく。頼んだよ」

「へい」

　三人の大柄な男の──何ど処こか変な人足達は揃そろって頭を下げた。





　ラクウェル達が聖せい都との地下への調ちよう査さ行こうに出で掛かける三日前の事。

　王都の一画で一つの陰いん謀ぼう──というか何というか微び妙みような感じの企たくらみ事が進行していたりした。

「このままじゃ駄目よ！」

　ぱん──と白い平手が机つくえを叩く。

　部屋のあちこちに、何処か気け怠だるい感じでたむろしていた少女達が、胡う散さん臭くさそうな視し線せんをその平手の主の方に向けた。どの顔にも一言で言えば『またか』という様な感じの表ひよう情じようが浮かんでいる。

　此こ処こは公こう設せつ娼しよう館かん〈グロウ・パレス〉。

『公設』の名を冠かんされてはいるものの、事実上ブレンテン公こう爵しやく──ラインヴァン王国国王バルテリク・ラインヴァンの実弟が経けい営えいしていた彼の私物に近い施し設せつだ。貴き族ぞくや豪ごう商しようといった連中が主な客きやく筋すじの高級娼館……というのは実のところ、その表の看かん板ばんでしかない。

　此処に所しよ属ぞくする娼しよう婦ふ達は幼おさない頃ころから専せん門もん教育という名の洗せん脳のうを受け、ブレンテン公爵に対する絶ぜつ対たい的な忠ちゆう誠せいを叩き込まれている。

　彼女等の裏うらの顔は〈グロウ・ランサーズ〉という特とく殊しゆ部隊である。

　色とりどりの衣い装しようや芳かぐわしい香こう水すいに身を包み、花の如ごとく鮮あざやかに着き飾かざった娘むすめ達は、ただひたすら公爵の為ために働く。公爵の為に娼婦として男達から金を搾しぼり取り、時には暗殺者として肌はだを重ねた相手の喉のどを掻かき切る……それが暗殺娼婦〈グロウ・ランサーズ〉である。

　戦せん闘とう能のう力りよくそのものはさすがに専門の部隊である〈ブラック・ホーク〉や〈オブスティネート・アロウ〉の構こう成せい員いんには劣おとるが、暗殺に代表される破は壊かい工作部隊として王国における政せい治じ的、軍事的暗部を担になっていた組そ織しきである事は間ま違ちがいない。

　ただ……先の反はん乱らん騒さわぎにおいてこの〈グロウ・ランサーズ〉は遊ゆう撃げき的に活動していた特とく務む部隊〈オブスティネート・アロウ〉とぶつかる事が多く、実じつ質しつ的な活動要員の殆ほとんどは死し亡ぼう、あるいは活動不能の状じよう態たいに追い込まれていた。

　その結果。

　五体満足で残ったのは、まだ十代に入ったばかりで各種基き礎そ訓練しか終えていない様な半人前の少女達──〈ダガーズ〉と呼よばれる者が数名のみである。

　また……例の〈秩序守護者ピースメイカー動乱〉の際さいに何か相当に衝しよう撃げき的な出来事があったのか……ブレンテン公爵はめっきり権けん力りよくへの関心を無くし、王都の片かた隅すみに立てた離り宮きゆうに引っ込んで滅めつ多たに表に出てこなくなった。

　そういう訳わけで──

「このままじゃ駄だ目めよ！」

　と繰くり返し宣のたまったのはその数名残った〈グロウ・ランサーズ〉候こう補ほ者しやの中の一人である処ところの、スオーミ・マドセンだった。

　男勝りというか気丈というか──そんな雰囲気の少女である。

　高級娼婦としてその内着飾る事もある筈はずだからと黒くろ髪かみは伸のばしているものの、仲間内の誰だれもが『似に合あわないんじゃないの？』と内心想おもっていた。誰も口に出さないのは下へ手たに口に出すと後が非ひ常じように面めん倒どうというか──うるさいからである。『スオーミってば男の子っぽいから、どうせならそういう格かつ好こうした方がいいんじゃないの？』と言った〈ダガーズ〉の仲間──無む論ろん、暗殺訓練を受けているし、対拷ごう問もん訓練も一通り受けている──を泣き出すまで平手打ちし続けたのは伝説になっていたりする。

　年ねん齢れいは十三。残った候補者の中では一番年長なのだが……思し慮りよは一番浅いとも言われている。直情径行というか、思い立ったら実行せずにはおれないというか、とにかくろくに効こう率りつや是ぜ非ひを検けん討とうせずに考えを行動に移うつしてしまうところがある。

　だから……既すでに現げん役えきの〈グロウ・ランサーズ〉が居いなくなり、訪おとずれる客の姿すがたも絶たえたこの〈グロウ・パレス〉にて、スオーミが何やら現状打だ破はの主しゆ張ちようを始めても、他の少女達は特に興きよう味みを示しめさなかった。

　実のところ、〈ダガーズ〉の少女達はかなり追い詰つめられた立場にあった。

　後ろ盾パトロンであるブレンテン公爵が事実上隠いん居きよ生活を送っている為に、仕事が無いばかりか、経けい済ざい的な支し援えんも途と絶だえたままなのである。

　一ヶ月や二ヶ月喰くうに困こまらない程てい度どの資し金きんは残っていたものの、それを食い潰つぶすのも時間の問題である。

　そういう訳で、少女達は今後の身の振ふり方を考えねばならない処にまで来ていた。無論、叩たたき込こまれたブレンテン公爵への忠誠心はまだ生きているものの、本人が腑ふ抜ぬけになってしまっていては、どうしようもない。

「駄目なのよ！」

　反はん応のうの鈍にぶい仲間の一人の襟えり首くびを掴つかんで、スオーミは繰り返し力説してみせた。

「それは分かってるけど、スオーミ」

　襟首をつかまれながら仲間の少女は疲つかれた表ひよう情じようで言った。

「駄目だ駄目だって言ってるだけじゃどうしようもないでしょ。何か案でもあるの？」

「案も何も。私達に出来る事と言ったら限かぎられてるでしょ」

「娼婦？　まあそれはいいけど、私達だけじゃなかなか上客はとれないよ？」

　まあ年長者が十三歳なのだからして、他の少女達は十一や十二である。特殊な趣しゆ味みの男でもない限り、そうそう客が付くとも思えない。

「暗殺でしょ、暗殺」

「…………もっと無理だと思うけど」

　別の少女が呻うめくように言った。

「なんでよ」

　口を尖とがらせて言うスオーミに、襟首を掴つかまれたままの少女が言った。

「誰を暗殺すんのよ、誰を。ただ殺せばいいってもんでもないでしょ。それなりに意味のある相手となると、みんな大変だよ」

「王族や重要貴族関係は手て強ごわい護ご衛えいが何人もいるし、大体、それこそフォルシス殿でん下かとかそこら辺じゃないと暗殺しても意味無いでしょ。でも殿下の側そばにはいつもあの『矢』の連中が居いるし」

　更に別の少女がそう付け加える。

　ちなみに『矢』というのは〈オブスティネート・アロウ〉の隠語である。現げん在ざい、〈オブスティネート・アロウ〉は暫ざん定てい的ではあるがフォルシス・ラインヴァンの近衛このえ部隊としても稼か働どうしている。

　これは彼が先の反はん乱らんで王都を脱だつ出しゆつする際、彼を守り抜いた実じつ績せきからの処しよ置ちであった。

「正せい規き要員のお姉様方でも倒たおされちゃった相手だよ。私達じゃ勝負にならないって」

「というか……そもそも暗殺って政せい治じ交こう渉しようの手しゆ段だんなんだから、それだけしてもお金にも何にもなんないよ」

　確たしかに政治的な主しゆ義ぎ主張を伴ともなわない暗殺は、単なる殺人に過すぎない。だがその主義主張とやらを扱あつかうのは公こう爵しやくやらその取り巻まきの者達であって、〈グロウ・ランサーズ〉の様な現場の人間の仕事ではない。

「だから！」

　スオーミは喚わめいた。

「公爵様をもう一度玉ぎよく座ざに戻もどして差し上げれば良い訳でしょうがッ!!　要求は一つ、公爵様の王権復ふつ活かつ！　拒きよ否ひした場合は王国の重要人物を片かた端はしから暗殺するの！」

「それも実際に一人暗殺して見せないと、効果無いでしょ。誰を殺すのよ？」

　フォルシスだけでなく、現在、王室関係者には大たい概がい〈オブスティネート・アロウ〉の人間が警けい護ごに就ついているし、そもそも本来の近衛部隊たる〈アンヴァー・ナイツ〉の者達も居る。一連の騒さわぎのお陰かげで、緩ゆるんでいた危き機き管理意い識しきも引き締しめられ、王国の重要人物周辺については非ひ常じように固い警けい備び態たい勢せいが敷しかれていた。

　そんな者達を暗殺するのは、色々な意味で半人前の〈ダガーズ〉の少女達では荷が重い。かといってそこらの市民を殺して回った処ところで意味は無い。むしろ公爵の王権復帰後、市民の評ひよう判ばんを落とすだけの事だ。

　だが──

「……うってつけがいるでしょ、うってつけの標的が」

「……？」

　少女達が顔を見合わせる。

「国王代理とは縁えんが深いけど、一いつ般ぱん市民で戦せん闘とう能力も無いのが」

「……誰よ？」

「決まってるでしょ」

　スオーミは胸むねを張はって言った。

「ラクウェル・カスールよ」





　──という事があったのが三日前の事である。その後、ラクウェル・カスールが聖せい都とに招しよう聘へいされるという事実を聞いたスオーミは『これぞ天の配はい剤ざい』とばかりにいきり立ち、他の仲間達が止めるのも聞かずに装そう備び一式を整えて聖都に向かった。

「待っていてください、公爵様！　きっと再ふたたび玉座に返り咲ざかせてさしあげますっ!!」

　聖都の空にそう誓ちかうスオーミの視し界かいには実物より三割わりばかり美化されたブレンテン公爵の笑え顔がおが浮うかんでいたりいなかったり。実物は何やらすっかり老ふけ込んで、半年前までの美び貌ぼうが見る影かげも無いのだが……まあそういう事はどうでもよろしい。

　そういう訳わけで。

　聖都地下の遺い跡せき──というか現時点でも稼働している施し設せつであるが──に潜せん行こうするというラクウェル・カスールと、その相あい棒ぼうであるところのヒタカ・ハーリントンに荷物持ちの人間が雇やとわれたと聞き、早さつ速そくその中の一人を睡すい眠みん薬やくで眠ねむらせて入れ替かわったスオーミであった。

　だが……





　延えん々えんと白い通路が続いている。

　雰ふん囲い気き的には〈スキッド〉内の通路に似にていた。淡あわく発光する天てん井じようや、硬かたい様に見えて、一定の圧あつ力りよくを加えると微び妙みように歪ゆがんでそれを逃にがす壁かべや床ゆかなど、幾いくつも重なる特とく徴ちようはある。

　だがその一方で、〈スキッド〉内部の様な何ど処こか雑ざつ然ぜんとした感じは無い。愛あい想そが無い位にただ滑なめらかな壁が延々と続いている。

『……なんだか変な感じ』

　偽ぎ装そう付き簡かん易い強化服──とりあえずゼフィリスが用意したもので何となく〈勤きん労ろう親おや父じ壱いち号ごう〉と名付けられた──の中でパシフィカは呟つぶやいた。

　言うまでもなくラクウェル達の側そばに居いる人足の三人というのは、〈勤労親父壱号〉を着込んだパシフィカとシャノンと、そして同様の準じゆん物ぶつ質しつ映えい像ぞうを自らの上に重ねているゼフィリスである。

　まあ要するに三人共『おっさんの縫ぬいぐるみ』を着ている様な状じよう態たいなのである。

　特にシャノンとパシフィカの着ているそれは、『ナノマシンの集合体で出来ており、着用者の皮ひ膚ふ上に検けん知ちされる筋きん電でん流りゆうを読み取って自在に動く』上に『有機材料を主に使用している』（ゼフィリス談）ので、オウランにも見み破やぶられにくいし、自然な動きが出来る上、筋力も数倍に強化されるとか。非ひ力りきなパシフィカも本物の筋肉親父の様に重い荷物を持って歩けるという寸すん法ぽうである。

　もっともこの簡易強化服にはただ一つどうしようもない欠点がある。

『中の人間が痒かゆいところがかけない』

　という事だ。ゼフィリスに言わせると強化服の伝でん統とう的な欠点だそうだが。

　まあそれはともかく──

『作動に問題があるか？』

　とゼフィリスが尋たずねてくる。

　ちなみに当然普ふ通つうに見れば彼女もおっさんの格かつ好こうなのだが、さすがにそれではパシフィカ達自身が混こん乱らんするので、パシフィカ、シャノン、ゼフィリスが会話する時はおっさんの顔の上に重なるようにして、小さな『窓まど』が開き中に居る者の顔が映うつる様に視覚システムは調整されている。

『いや、そうじゃなくて。愛想が無くて変な通路だなあって。壁に絵でも飾かざっておけばいいのに』



    

  
    
      『別に人間の居きよ宅たくではないからな。潤うるおいは必要あるまい』

　とゼフィリス。

『その修しゆう理りってのにどの位の時間がかかるのか、分かるか？』

　シャノンが尋たずねてくる。

『いや……簡易スキャンでは内部の構こう造ぞう全すべてを把は握あくする訳にもいかない。あまり本ほん格かく的に調べるとオウランに気付かれる恐おそれもある』

『そうか……』

『何か？』

『いや、俺おれ達たち以外のあの少女だけどな。挙動が妙な感じなんだよ』

　そう言ってシャノン──無む論ろんおっさんの外見ではあるが──が振ふり返るのは、四人目の人足、スオーミである。

『妙って何よ？』

　とパシフィカ。

『いや……妙に玄人くろうと臭くさい殺気とか放ったりするんだよなあ』

『それってひょっとして暗殺者？』

『かもな。まあ色々王国内でもゴタゴタはあるだろうから、ラクウェルかヒタカ辺りが狙ねらわれても不思議じゃないが。今、ラクウェルは魔ま法ほう使えないし』

『……それなら早めに排はい除じよした方が良いのではないか？』

　ゼフィリスが言う。

　しかし──

『でもそれってさ。シャノン兄とかゼフィが気を付けてても危あぶない位の使い手なの？』

『……どういう意味だ？』

『いや、だからさ。ちょっと危き機きとかあった方がラクウェル姉とヒタカさんに進しん展てんあったりしないかなあ、とか』

『なるほどな』

　とシャノン。

『しかし……本当にいいのか？』

　ゼフィリスの問いにパシフィカは首を傾かしげた。

『何が？』

『貴方あなた達はヒタカ・ハーリントンがどういう人物かもろくに知らないだろうに。安あん易いにラクウェルとの仲を後あと押おしする様な事をしていいのか？』

『いや、そこらは』

　シャノンが言う。

『最終的な判はん断だんをするのは俺達じゃなくてラクウェルだしな。あいつもそうそう馬ば鹿かじゃないだろ。しかしゼフィ、おまえはこの話に反対なのか？　どうにも最初から気乗りしない様子だが』

『オウランはヒタカを慕したっている』

　とゼフィリス。

『私としては貴方達に協力していると、オウランを裏うら切ぎってしまう様な気がするのだ』

『慕ってるって──』

　とパシフィカ。

『それって忠ちゆう誠せいとか、友情とか、そういうのじゃなくて？』

『そういう感情で〈竜騎士Ｄナイト〉と結びついている〈竜機神ドラグーン〉も少なくはないが、純じゆん然ぜんと男女的な感覚で〈竜騎士Ｄナイト〉を慕っている〈竜機神ドラグーン〉も多い。グロリア等はその典型だ。〈竜騎士Ｄナイト〉と正式に結けつ婚こんした〈竜機神ドラグーン〉も居いる』

『け──結婚？』

『我われ々われが創つくられた世界では人工知ち能のうにも一定の権けん利りが認みとめられていたからな。我々は兵器であった分、制せい限げんも大きかったが』

『結婚って……でもそんな事出来るの？』

『法的には何ら問題は無い』

『いや、そうじゃなくて。えっと、その、なんていうか、こう──』

　ごにょごにょと口ごもるパシフィカ。

『実じつ質しつ的な問題は出ないのか？　例えばそうだな──それが結婚の目的とまでは言わないが、子こ供どもとか生む訳わけにもいかんだろうし、そうなると色々事実上の問題が出てこないか？』

　代わりにシャノンが尋たずねる。

『基き本ほん的に人間の女じよ性せいに出来る事は〈竜機神ドラグーン〉にも出来る。人間の女性をエミュレートすれば良いだけの事だからな。性的交こう渉しようは無論、〈竜騎士Ｄナイト〉の子を産んだ〈竜機神ドラグーン〉もいるぞ』

『……マジ？』

『記録されている事実だ。当時、人工子宮や遺い伝でん子し干かん渉しようも実用化されていたし、技ぎ術じゆつ的にはさしたる問題ではない。

　要は〈竜騎士Ｄナイト〉の遺伝情じよう報ほうを基もとに幾いくつかの部分で他の遺伝情報と差し替かえ、受じゆ精せい卵らんを形成すれば良いだけの事だ。原子レベルで物質配列に干渉出来る我々には簡かん単たんな作業だ。

　さすがにその〈竜機神ドラグーン〉……シリアル２２〈ヴィーヴル〉の受じゆ胎たいに関しては、倫りん理り的には問題視しする者も居た様だが』

『…………』

　黙だまり込こむパシフィカ。

　かつて神から名指しで抹まつ殺さつを望まれた身としては『神しん聖せい』などという言葉を使う気も無いのだが、そこまでやってしまうと何かまずいというか、違ちがう様な気もする。

　しかも──

『だからオウランもヒタカの子を成す事は事実上可か能のうだ』

　とゼフィリス。

　それはつまり、ゼフィリスもその気になれば……という事である。でもって何かと一本気なゼフィリスがあーんな事やこーんな事をする──というか許ゆるす──相手といえばまず間違いなく己おのれの〈竜騎士Ｄナイト〉たるシャノンな訳で。

『それって駄だ目め。なんだかよく分からないけど駄目。すごく駄目』

『だがそれこそ判断するのはヒタカだろう』

『そうじゃなくて！』

『…………？』

　ゼフィリスが困こん惑わくして沈ちん黙もくする。

　幸い、彼女自身はパシフィカの様な発想にはまだ至いたっていない様だが──

（シャノン兄にそういう趣しゆ味みはないとは想おもうけど……場合によっては……）

　どう見ても十歳さい児の様な外見の、しかもドラゴンの化け身しんを『義ぎ姉し』と呼よばねばならない訳で、それは何というか、かなりパシフィカとしては複ふく雑ざつな感じがする。

　とはいえ。

　真ま面じ目めな話──ラクウェルと双ふた子ごである以上、シャノンもとっくに結婚適てき齢れい期きである。男女の差はあったとしても、独どく身しん主義でもない限かぎり、数年の内には伴はん侶りよを見つける事になるのだろう。

　ではどういう女性ならパシフィカは『義姉』と呼んで抵てい抗こうが無いのか。

　試ためしに頭の中で適当な女性とシャノンを並ならべてみる。

　候こう補ほその一。セーネス・ルル・ギアット。

（──却きやつ下か）

　あれを姉と呼ぶ位なら、〈デザート・イーグル〉の養子になった方がマシだ。

　候補その二。ミユティエ・ウェッソン。

（良い子だけど、だけど──）

　やっぱり元同級生を姉と呼ぶのには抵抗がある。まあセーネスよりは百倍マシな訳だが……

（…………）

　ちらりとパシフィカはシャノンの方──くどいようだが外見はおっさんのままで、顔の部分に看かん板ばんの様に彼本来の容よう貌ぼうが貼はり付けられている──を見てみる。

　思えばパシフィカが知らない女性を彼が『結けつ婚こん相手』として連れてくる事もあり得うる訳である。その時、自分はそれを素す直なおに受け入れられるかどうか。

　ラクウェルの場合はこんなにも気にならない事を思えば、それはやはり相手を見定めるに当たって、同性である自分を基き準じゆんに考えてしまっているのだろう。

　自分が認みとめられる様な──パシフィカが素直に尊そん敬けい出来る様な──女性でなければやはりシャノンの相手としては納なつ得とく出来ない気がする。少なくとも、ありとあらゆる面で自分を上回る様な……

『どうした？』

　とシャノンが尋ねてくる。

『いや、なんでもない。まあとにかく様子見ましょ。様子』

　あはははは、と笑って誤ご魔ま化かしながらパシフィカは言った。





　一行は特に問題も無くマウゼル・システムの最深部に向けて動いていた。

　オウランの簡かん易いスキャンによると実質的にはあと二日も歩けば中ちゆう枢すう部ぶに辿たどり着けるのではないか、という事であった。

　とはいえ。

　単調な道行きとなると、やはり緊きん張ちよう感かんは薄うすれ、退たい屈くつが頭をもたげてくる。当初は技ぎ術じゆつ的な話を互たがいにしていたヒタカとラクウェルであるが、どうしても途と中ちゆうで雑談めいた話も増ふえてくる。

「そうですか、御ご苦労なさったんですね」

　ヒタカがしみじみと言う。

　大たい概がい話す事も無くなったラクウェルとヒタカは、互いの生おい立ちや家族の事について語る様になっていた。

　大体においてヒタカが聞き役でラクウェルが話す事が多いが……性せい格かく的に穏おだやかなヒタカは聞き上手で、ラクウェルの話を聞き流す事無く、適度に相づちを打っていた。

「元々は僕ぼく等らの組そ織しきが仕し掛かけた事──それが必要な事だったとは想いますが、ラクウェルさん達には、ただただ申し訳わけないと言うしかありません」

「いえいえ」

　ラクウェルはいつもののんびりした微び笑しようで応おうじる。

「結果良ければ全すべて良し──と言いますし。不ふ謹きん慎しんかもしれませんけど、今思い返せば楽しい事も多かったですよ」

「はあ……そういうものですか？」

「ええ。こちらの世界では大体何ど処こでも軍用攻こう性せい魔ま法ほうなどは民間人の習得も使用も禁きん止しですから、母に習いはしたものの、使えなくてちょっとつまらなかったんですけど」

「ああ、分かります、それは」

　苦笑するヒタカ。

　何かを覚えれば使ってみたくなるものだ。その技術が趣しゆ味み的なものであるのならば尚なお更さらに。

「ヒタカ様」

　二人の間に割わって入る様にして、オウランが口を挟はさむ。

「そろそろお休みになられた方が。丁度、食事時でもありますし」

「ああ、そうだね」

　頷うなずいてヒタカは人足達の方に歩き出す。彼等に預あずけてある携けい帯たい食料を取り出す為ためだ。

　その背せ中なかを見送り──

「ラクウェルさん」

　とオウランが言う。

「はい？」

　首を傾かしげるラクウェル。

「負けませんからね？」

「………………はい？」

　妙みような迫はく力りよくを背負って言ってくるオウランを──ラクウェルはただただ困こん惑わくした様な表ひよう情じようで見つめた。



    

  
    
      　第四章　殺人人形の猛襲






　猫ねこの爪つめの如ごとく指の陰かげから滑すべり出る凶きよう器き。

　金きん属ぞく製せいでありながらも決して光を反はん射しやして目立たない様に──ほんの僅わずかな表面積に対して偏へん執しつ的とも言うべき配はい慮りよで艶つや消けしの表面処しよ理りをされた針はり。それがスオーミの用意した必殺の武ぶ器きだった。

「…………」

　スオーミは静かに呼こ吸きゆうを整える。

　彼女が居いるのは異い質しつな文明の産物──聖せい都とグレンデルの地下に広がる『神』の遺い跡せきの中である。

　柔やわらかいようでいて硬かたいという奇き妙みような感かん触しよくの──しかも自ら淡あわく発光する壁かべや天てん井じように覆おおわれた奇妙な通路。別におどろおどろしい内ない装そうがある訳ではなく、ただ白いだけでそこには何も無いのだが……それがかえって妙な圧あつ迫ぱく感をスオーミに与あたえていた。

　暗殺者としての教育を受けてきたスオーミは建けん築ちく関係の知ち識しきも多少はある。工法によって音の伝わり方や気配が浸しん透とうする割わり合あいが変わってくるし、建築上の常じよう識しきとされる基き本ほん構こう造ぞうを把は握あくしておけば、侵しん入にゆうや逃とう走そうの際さいにも役立つ事が多い。

　故ゆえに専せん門もん家かには遠く及およばないものの、スオーミ達〈ダガーズ〉の少女は、在ざい来らいの建築物はどのような工法で建てられ、大まかにどのような構造を持つか、少し見ただけで判はん別べつが付くように訓練されている。

　だが。此こ処こだけは例外だった。

　どういう工法がこの様な場所を造つくり上げたのかスオーミには全く想そう像ぞうもつかない。壁へき面めんの材質も不明だし、そもそも構造材の継つぎ目すらも見あたらない。どう見ても尋じん常じような構造物ではない。工く夫ふうを凝こらしてあるとか、そういう問題ではなく──少なくともスオーミの暮らしてきた世界の常識とはかけ離はなれた別の何かが造り上げた場所だという事は、彼女にもすぐに分かった。

　だが……今の彼女にその事について殊こと更さらに考察している暇ひまは無い。

　スオーミは重大な使命を帯びて──というか実のところ勝手に背負って──この遺跡の中に来ていた。

　彼女の近くには六つの人ひと影かげが在る。

　まずむさい感じのおっさんが三人。

　別に醜みにくい訳わけではないのだが、見るからに筋きん肉にく質しつというか──筋肉の塊かたまりがぐにぐにと動いている様な感じで、少し距きよ離りを置いていても汗あせ臭くささが漂ただよってくる様な感じである。スオーミの美的感覚からすれば許きよ容ようし難がたいおっさん達であるが、まあ今のところは別にどうでもいい。彼等は今回の調ちよう査さ行こうに雇やとわれた荷物持ち兼けん助手役の人足であり、スオーミ自身も建前上は彼等と同じ立場である。

　次に見み慣なれない衣い装しようを着た大おお柄がらな青年。

　こちらも筋肉質でよく鍛きたえられているのは一見して分かるが、清せい潔けつ感かんがあって、何ど処こか爽さわやかな印象を受ける。体たい格かくの立りつ派ぱな人間はえてして他の人間に対して威い圧あつ的な雰ふん囲い気きを放散してしまうものだが──この青年の場合は、むしろ草食動物の様な温おん厚こうな物もの腰ごしが先に目立つ。

　名前は確たしかヒタカ・ハーリントン。

『最も遠い異国』から大使として派は遣けんされてきた〈竜りゆう使つかい〉──関係者は〈竜騎士Ｄナイト〉と呼よんでいた──であり、とてもそうは見えないが地上最強の力を操あやつる戦士なのだとか。

　額がく面めん通りその話を受け止めれば、敵てきに回せばこれ程ほど恐おそろしい相手も居ないだろうが──まあ今回はこの青年もどうでもいい。

　更にヒタカの側そばで幽ゆう霊れいの様にふわふわと空中浮ふ遊ゆうしている蒼あおい髪かみの少女。

　これが件くだんの〈竜〉の化け身しんなのだそうだが、これもやっぱりどうでもいい。どんな能のう力りよくを持っているのか分からないので、要注意なのは確かだが、少なくともスオーミの狙ねらうべき標的ではない。

　彼女が狙うのはただ一人。

　ヒタカ達の側でおっとりと談だん笑しようしている黒髪のとても美しい娘むすめ──ラクウェル・カスールである。

　童女の様にあどけなく、のんびりした物腰がまず目に付くが──その一方で、スオーミとは比くらべものにならないような豊ほう満まんな身体からだの持ち主でもある。出る処ところは出ていて引き締しまる処はきゅっと引き締まっていて……いまいち女じよ性せい的魅み力りよくに欠けるなどとよく言われるスオーミにしてみれば、殆ほとんど反はん則そくというか、それだけで許ゆるし難い相手ではあった。

　ただしこの娘の真しん価かはその容よう姿しには無い。

　ラクウェル・カスールは、かつて〈廃棄王女スクラツプド・プリンセス〉を護まもって幾いく多たの戦士を退しりぞけてきたという超ちよう一流の魔ま導どう士しだった。単に意識要よう領りようが大きいとか、魔法関連の知識が豊富というだけではない。過か酷こくな実戦で生き延のびる為ためにはそれらを過不足無く応おう用ようできる器用さも必要だ。その意味では今回、最もスオーミにとって手て強ごわい相手である筈はずだ。

　ただし──マウゼル神の消しよう滅めつと同時に、魔法が無くなってしまったこの世界では、ラクウェル・カスールも『ただのひと』でしかない。

　しかも、それでいて彼女は未いまだにラインヴァン王国にとっては重要人物の一人ではある。

　手始めに暗殺するには丁度良い相手だ。

「…………」

　スオーミはゆっくりと──他人の注意を引かないように自然さを心がけた動作で立ち上がる。無む論ろん、手の中の針はりは先せん端たんが微かすかに露ろ出しゆつする程てい度どでしかない。

　針は大きさこそ冗じよう談だんの様に小さいが、使い方によっては充じゆう分ぶんに必殺の威力を発はつ揮きする。即そつ効こう性せいの毒でも塗ぬってあれば、殺さつ傷しよう力りよくという意味では大たい剣けんと比ひしても遜そん色しよくは無いだろう。むしろ些さ細さいな傷きず口ぐちから確かく実じつに相手を死に至いたらしめるという意味では──手て加か減げんすらきかないという意味では、剣よりも余よ程ほど危き険けんな武ぶ器きと言えた。

（好機……）

　表ひよう情じようは変えぬまま──胸むねの奥おくでスオーミはにんまりと笑った。

　現げん在ざい、一行は休きゆう憩けいして昼食中である。

　通路の一画に座すわり込こんでヒタカとラクウェルは談笑中。共にその注意をこちらには向けていない。〈竜〉の少女もこちらを見ている様子は無い。素人しろうとのおっさん達は最初からスオーミの眼がん中ちゆうに無い。

　そっと歩み寄よって針で一ひと刺さし。

　それで終わりだ。針に塗られた毒は遅おそくても数分で効こう果かを発揮する。解げ毒どく剤ざいを飲まない限かぎり助かる方法は無い──スオーミはそう聞かされていた。実じつ際さいに使うのはこれが初めて……というよりも人を殺す事そのものがスオーミには初体験であったが。

「…………」

　いくら暗殺者として育てられてきたからといっても、やはり『初めて』となるとそれなりに緊きん張ちようする。スオーミは呼こ吸きゆうと鼓こ動どうを慎しん重ちように落ち着かせながら、ラクウェルに向かって歩き出し──

「──んべっ!?」

　いきなりすっ転んだ。

　何気なしに──しかし絶ぜつ妙みようとも言うべき瞬しゆん間かんに彼女の進路上に投げ出された、太い毛け脛ずねが彼女の脚あしに引っかかったのである。

「何すんのよっ!?」

　言って身を起こし、スオーミは毛脛の主を──人足のおっさんの一人を振ふり返る。おっさんはぼりぼりと後頭部を掻かきながら、さして悪びれた風も無く言った。

「すまんすまん。わざとじゃないんだ」

「…………」

　まあそう言われればそんな気もしないでもない。おっさん達にはスオーミも注意を払はらっていなかったので、確かく証しようは無いが──

「ところでお嬢じようちゃん」

「何よ？」

「その頭に刺さってるのは何だい？」

　人足のおっさんは、節くれだったぶっとい指先をスオーミの顔よりも少し上の方に向けて言った。

「………………」

　スオーミは自分の頭に手をやり──

「うぎょっ!?」

　素すっ頓とん狂きような声を上げた。

　彼女の頭のてっぺんにぶっすりと刺さっているのは、彼女が持っていた針である。どうも転んだ瞬間に放ほうり出して、それが突つき刺さったらしい。

　改めて記すが必殺の毒針である。

　必殺というからには刺さった人間は必ず殺されちゃったりする訳わけで。

「げ、げ、げどげど、げど──」

　慌あわててスオーミは懐ふところを探さぐり、万が一にと持ってきた──というか仲間の〈ダガーズ〉の少女達が『あんたそそっかしいんだから』と半ば強ごう引いんに持たせてくれた──解毒剤の瓶びんを取り出した。

「──どうしたの？」

　脚を引っかけてきたのとは別の人足が声をかけてくる。いかにも『おっさん！』然とした外見に比べると、何処か口調がちぐはぐな感じがしたが……まるで中身が女の子の様な……まあそれを気味悪がったり不ふ審しんに思ったりする余よ裕ゆうはスオーミにはなかった。

「いえ。なんでも。なんでもないですよ。あはははははは」

　ぼりぼりと錠じよう剤ざい型の解毒剤を噛かみ砕くだきながらスオーミは笑え顔がおを取りつくろった。





『やはり狙ねらってたか』

　人足のおっさん──に見えるがその実、装甲強化服ブーステツドスーツ〈勤きん労ろう親おや父じ壱いち号ごう〉（命名・パシフィカ）の中でシャノンは溜ため息をついた。

『やっぱり暗殺者？』

　と──隣となりの人足のおっさん、もといその中にやはり収おさまっているパシフィカから通信が入る。さすがに元〈廃棄王女スクラツプド・プリンセス〉──慣なれきっているせいで『暗殺者』という単語を『犬』とか『猫ねこ』と同じ様に、気負いも緊張も無い口調で言うところがちょっと尋じん常じようでない。

　ちなみに『お互たがい顔が分からないと不便だろう』という事で、この『勤労親父壱号』の視し覚かくには、仲間の顔をおっさんの顔に重ねて表ひよう示じする機き能のうが付いているのだが──その結果、シャノンから見ると、顔だけパシフィカだったり顔だけゼフィリスだったりするおっさんが側そばに居いる訳で、それはそれで精せい神しん衛えい生せい上あまりよろしくないような気がした。

　それはともかく。

『まあ三流というか……実戦経けい験けんが全く無い感じだな。注意してれば問題ある様なものでもないだろ。殺気を隠かくす技ぎ能のうもまだまだ未み熟じゆくだしな』

　シャノン程ほどの使い手になると、たとえ眠ねむっていようと殺気の類たぐいには瞬時に反はん応のうする。相手の技量がずば抜ぬけていれば、それでも後手に回る事があるのは事実だが──シャノンの見たところ、この少女はそう大した使い手ではない。人を殺そうという瞬間にいちいち緊きん張ちようしている様では──『決意』や『覚かく悟ご』がいるようでは、殺し屋としてはまだまだ半人前だ。シャノンが知る限かぎり、一流の職しよく業ぎよう的てき殺人者は、それこそハエや蚊かを叩たたき潰つぶす程てい度どの感かん慨がいで人間を殺してのける。善ぜん意い悪意の問題ではなくそれを生業なりわいとする者の『慣れ』──『熟練』の問題である。

『とりあえず心配ないって事？』

『恐おそらくはな。ゼフィだっているしな』

　とシャノン。

　兵器の中に搭とう載さいされた仮か想そう人じん格かくであるゼフィリスは、人間を模もして振る舞まいはするものの、人間と異ことなり、その気になれば何時間も集中して作業を続ける事も出来る。情じよう報ほう整理やその他の機き構こう的な関係で彼女も『眠ねむり』はするが、別にそれは睡すい魔まに襲おそわれる様なものでないし、必要とあれば一週間でも眠らずに起きている事も出来る。

　ゼフィリスには殺気を感知する能力は無いが、注意すべき対象がはっきりしていれば些さ細さいな動きも見み逃のがすまい。

　シャノンと彼女が居る限り、問題の少女はラクウェルに指一本触ふれられないだろう。

『じゃあ当面の問題はラクウェル姉とヒタカさんだけど』

　と言ってパシフィカは──正せい確かくには彼女の着ている〈勤労親父壱号〉は談だん笑しようするラクウェルとヒタカ、そしてそれにちょこちょこと介かい入にゆうしているオウランの姿すがたを見た。

「ああ、そうなんですか。僕ぼくはてっきりラクウェルさんは甘あま党とうなのかと」

「どちらかというと辛からいものの方が好きですよ。味覚が隅すみ々ずみまで刺し激げきされる感覚が気持ちいいです。でも甘いものは甘いもので──」

「ヒタカ様、お茶おつぎしますね！」

「ああ、ありがとうオウラン」

「ヒタカ様ヒタカ様。折せつ角かくだから食後のデザートにという事で合成してみました。お好きでしたよね？」

「おや。みたらし団だん子ごか。いいな。ラクウェルさんも一いつ緒しよに──」

「ラクウェルさんは甘いものお嫌きらいですよね？　ね？　太りますし！　ええもうカロリーてんこ盛もりです！」

「はあ──いや、嫌いという訳わけではないのですけれど」

「……あ。そんなにカロリー多いのか？　洋よう菓が子しに比くらべると、和菓子はそれほどは多くないと思っていたんだけど」

「それはそう──じゃなくて！　いえあの、その──大だい丈じよう夫ぶです、〈竜騎士Ｄナイト〉たるヒタカ様の体たい脂し肪ぼうは、不ふ詳しよう〈竜機神ドラグーン〉たるこの私が責せき任にんを持って管理させて頂いただきます！　ええもう、満漢全席だろうがバイキングだろうが、ゲロ吐はく位にお好きなだけ──」

「いや、そういわれても」

「という訳でヒタカ様、召めし上がってくださいな！」

「あ、ああ──」

　…………こんな調子である。

　オウランのお邪じや魔ま虫むしっぷりは傍かたわらで見ているだけでもかなり露ろ骨こつなものなのだが、呑のん気きな性せい格かくのせいか、ラクウェルもヒタカもあまり気にしている様子は──というか気付いている様子さえ無い。それだけにオウランが哀あわれと言えば哀れではあったが。

『まああのオウランのヒタカの慕したい方を見てると申し訳無い感じはするけどな』

『こればっかりはね。でもラクウェル姉とあんなに話が合う人って珍めずらしいんじゃないかな。ヒタカさんもまんざらでもないみたいだし』

『そうなんだよなあ。外見はともかくラクウェルの中身を知った上で付き合える奴やつってのは貴き重ちようだし……』

　大たい抵ていの男は、当初ラクウェルの外見に惹ひかれて近付いてくるのだが、ラクウェルの度を越こした『魔ま法ほう好き』な部分や、何ど処こかずれた感覚に合わせる事が出来ず、すごすごと引き下がってしまう。

　ところがヒタカは元々がおっとりしている為ためにラクウェルと調子が合い易やすい上、技ぎ術じゆつ者しやでもあるので、ラクウェル好みのやたらめったら難むずかしい技術論ろんでも対等に語り合える。

　異い性せいとしての魅み力りよく云うん々ぬんはさておき、間ま違ちがいなくラクウェルにとってヒタカは得え難がたい友人になるだろう──という事はシャノン達にも分かった。

　それが恋こい人びとや夫といった立場に発はつ展てんするかどうかはまだ分からないのであるが──他の多くの男達はそれ以前の状じよう態たいなので、ついつい『いけるんじゃないか？』とシャノン達も期待してしまうのである。

『ところでシャノン』

　ゼフィリスがふと口を挟はさんでくる。

『恐らくオウランも気付いているだろうが、この施し設せつは完全には死んでいないぞ』

『うん？　いや、だから部分的に再さい起動するんじゃないのか？』

『違う。起動したまま独どく立りつして稼か働どうしているシステムが残っている、という事だ』

『……つまり？』

『警けい備びシステムや防ぼう衛えいシステムであった場合は、戦せん闘とうもあり得うるぞ』

『…………』

『どういうシステムが設置されているのかは私にも分からないが、気を付けておいた方がいい。さすがの私もこの狭きよう隘あいな空間では大だい規き模ぼな戦闘力を発はつ揮き出来ないし、何よりシステムの自じ己こ干かん渉しようを防ふせぐ為に恒こう常じよう的な位相空間が挿そう入にゆうされている為、本体から引き出す機き能のうとエネルギーには制せい限げんが──』

『すまん、前半はともかく後半はよく分からんのだが』

『とにかく、ここに私の本体を呼よび出して敵てきを薙なぎ払はらう、という様な荒あら技わざは出来ないという事だ。これはオウランも同じだから、気を抜ぬかない方がいいと思う』

『ふむ……』

　シャノンは思わず周囲を見回した。

　人間相手ならば余よ程ほどの状じよう況きようでも対たい処しよ出来る自信があるが──相手が超ちよう技術の産物となると何をどうして良いのかも分からない。知ち識しきとしてゼフィリスに敵の能力や行動規き範はんを教わる事は無論可か能のうだが、それに対たい応おうして肉体が適てき切せつに動くかどうかはまた別問題だ。

『強化服の方には念の為に幾いくつかの仕し掛かけは施ほどこしておいたが……』

　どの様な力があろうとも、動き出すのが遅おそければ文字通りに手て遅おくれだ。

　本当に危き険けんな場合はラクウェル達を説得して引き返させる必要があるだろう。自分達が偽ぎ装そうしてあとを付けていたと分かった際さい、ラクウェルがどう反はん応のうするか──考えると少し恐おそろしい気もしたが。

『分かった。気を付ける』

　シャノンは言った。





　ラクウェル達の一行は予想された最深部に到とう達たつしつつあった。

　道中、特に問題らしい問題も起こらなかった。長い通路ではあったが、複ふく雑ざつな分ぶん岐きは特に無く、時折ヒタカとオウランが内部構こう造ぞうを走査スキヤンして得た情じよう報ほうも、目的地がそう遠くない事を示しめしていた。

　多少は緊きん張ちようして乗り込こんできたものの、このまま特に何も起こらないのではないか……そんな気持ちを誰だれもが抱いだいていただろう。自然とヒタカとラクウェルの他た愛わいも無い──他人にはそうではないかもしれないが──雑ざつ談だんは続いていた。

「つまりは──マウゼル・システムの時空定てい義ぎエンジンというのは、物もの凄すごく大きな形相干渉システムという事ですよね？」

　歩きながらそんな事を尋たずねるラクウェル。もっとも分からない事を聞いているという様子では無く、自分の考えを整理する為に確かく認にんを求めている様な口調だった。

「同じものとは言い切れないのですが」

　ヒタカが言う。

「原理的には同じと言えるでしょう。もっとも時空定義エンジンは作用範囲が広いので、強制力や排はい他た性せいが犠ぎ牲せいになっていると思われます」

「そこに割わり込んだのが魔法という事になりますね」

「ええ──恐らく。もっとも僕は魔法の作動原理の方はラクウェルさんのお話でしか知らないのですが」

　相変わらず余人には意味不明の会話を続ける二人。

「──という事は、形相干渉を間かん接せつ的に行っているという事になるわけですよね。つまり理論的には──」

「──無論その場合に空間そのものが自じ壊かいしかねない法ほう則そくをそこに定義してしまうと、システムの意味自体が失われてしまう訳わけですが。ちなみに〈竜機神ドラグーン〉の閉へい空くう間かん爆ばく縮しゆく攻こう撃げきはこの状じよう態たいを逆さか手てにとったもので──」

「…………」

　さすがのオウランもこの二人の会話にはなかなか割り込めないのか、不ふ機き嫌げんそうな顔をしてヒタカの傍かたわらに浮うかんでいる。彼女にもヒタカがラクウェルとのこうした会話を楽しんでいるのが分かるのだ。

〈竜騎士Ｄナイト〉には〈竜騎士Ｄナイト〉の孤こ独どくというものがある。やはりブラウニン機関でも限かぎられた超兵器〈竜機神ドラグーン〉の主となると、どうしても他ひ人とは距きよ離りを置きたがる傾けい向こうになった。そんな中でヒタカと他愛ない会話を──何の駆かけ引きも、そして義ぎ務むも権けん利りも絡からまない、気き楽らくな会話を交かわしてくれる相手は少ない。

　これでも多少はオウランもヒタカの事を思って遠えん慮りよしているのである。

「──解かい析せきの結果、〈ＨＩ〉の兵器にも同様の機能が備そなわっていた事が分かっていますが、その運用思想が異ことなっていた様です──」

「しかし物ぶつ質しつを自由に分解、再配置するという事に関しては、応用範囲は広いですよね。それは戦せん術じゆつを単たん純じゆん化かこそすれ、複ふく雑ざつ化か、多岐化させる可能性は──」

　ひとしきりそんな技ぎ術じゆつ論ろん──というか何というか──を交かわした後、ふと思い出した様にヒタカが言った。

「そういえば」

「──はい？」

「ラクウェルさんは今後、身の振ふり方などは考えて居おられますか？」

「身の振り方……ですか？」

「何かの職しよく業ぎように就つくとか」

「そういえば考えてませんでしたね」

　気楽そうにラクウェルが笑う。

「こちら側は──ブラウニン機関は、かなりの人手不足で。ラクウェルさんなら少し勉強すれば我われ々われの機関の技術者も務つとまると思います。もし良ければブラウニン機関へ入られるのも悪くないと思いますよ」

「そうですね。魅力的な提てい案あんです」

　にっこり笑ってラクウェルが言う。

「あるいは──」

　一いつ瞬しゆん困こまった様な表情を浮かべてヒタカは口ごもり──しかしそれではかえって不自然だと思ったのか、彼は言葉を繋つないだ。

「誰かと結けつ婚こんされるとか」

「はあ……そうですねえ」

　これも気楽な口調で首を傾かしげるラクウェル。

「良い御ご縁えんがあれば──とは思うのですが」

「なるほど」

「ラクウェルさんには、きっと年上の、すごーく渋しぶい感じのおぢさまなんかが似に合あうと思いますよ、ええ本当に。二十歳代の若わか者ものなんて興きよう味みないですよね？」

　とオウラン。

　まあさすがに話がこうも直接的な部分に関かかわってくると、遠慮だの何だのしている場合ではない。ヒタカに与あたえられている機き密みつ任にん務むは彼女も知っているからだ。

　大使として派は遣けんされる〈竜騎士Ｄナイト〉達は、遺い伝でん子し資し産さんの確かく保ほ、そして後々の人的交流の象しよう徴ちようとなる為に、『可か能のうであれば封ふう棄き世界の住人と婚こん姻いんし、子をもうける事』が秘ひ密みつの使命として与えられている。

「いえ。別に年上とか年下とかにはこだわらな──」

「自分に嘘うそをついてはいけません！　ラクウェルさんは年上派はなんです、そうに違ちがいないんです！　ヒタカ様とかは守しゆ備び範はん囲い外なのです！」

　まるで洗せん脳のうでもしようとするかの如くたたみかける口調で言うオウラン。

「言われてみればまあそんな気もしないでもないような──」

　首を傾げて呟つぶやくラクウェルに、半ば反はん射しや的に──といった感じでヒタカが尋たずねる。

「僕とかは興きよう味みの範囲外ですか？」

「あ、いいえ、そんな事はないですよ」

　そう言って微笑ほほえむラクウェルと何ど処こか安あん堵どの表ひよう情じようを浮かべるヒタカ。

「ああっ。なんか逆ぎやく効こう果かになってるし!?」

　オウランが頭を抱かかえる。

　その時──一同は急きゆう激げきに開けた広場に辿たどり着いた。

「…………」

　淡あわく発光する白い壁かべは変わらないが、急激に天てん井じようが高くなり、半球状の空間が構こう築ちくされている。屋内とは思えない位の──小さな砦とりでなら建てられそうな程ほどの広がりにラクウェルや人足の四名は言葉を失った様だった。

「──多分、あれですね」

　ヒタカが広場の中央を指差す。

　そこにラクウェル達の腰の高さ位の円えん筒とうが設せつ置ちされている。斜ななめに切り落とされたかの様な断だん面めんが、彼等の方を向いていた。

「あれは──」

　ラクウェルが眼を瞬しばたたかせる。

　彼女は〈スキッド〉の最深部で同じ様なものを見た事がある。操そう作さ端たん末まつである。

　もっとも、〈スキッド〉に置かれていたあれは人類側の装そう置ちであったが──これは異い種しゆ知ち性せい体たいの設置した設備だ。形が似ていても同じものとは限かぎらない。

　ヒタカは円筒に歩み寄よると、しばしその周りを調べていたが──

「オウラン。インタラプト。多分プロテクトは無いと思う」

「御ぎよ意い」

　オウランが頷うなずいてその円筒にすっと寄り、指先を断面に当てる。断面はその瞬間薄うすく輝かがやき……そこに何やら複ふく雑ざつな文字群ぐんが浮うかび上がった。

「翻ほん訳やく出来るか？」

「サンプルとしては充じゆ分ぶんな量ですが。Ｐシステムを併へい用ようします。戦闘外使用許きよ可かを」

　とオウラン。

「許可する」

「解かい析せきに要する時間は推すい定てい四十二秒。お待ちください──」

　言って眼を閉とじるオウラン。

　だが──

「…………！」

　不意に彼女は弾はじかれた様に円筒から身を離はなした。

「オウラン？」

「ヒタカ様、御注意ください！　Ｐシステムの脅きよう威い値ちが急きゆう激げきに──」

　怪け訝げんそうに声をかける主に、オウランが緊きん迫ぱくした表情で叫さけぶ。

　同時に──

「…………!!」

　一同は愕がく然ぜんとその場に立ち尽つくした。

　壁と思われていた場所に切れ込みが走ったかと思うと、幾いくつもの部分が動いてそこに四角い孔あなを生み出したのである。

　そして……

「人間……？」

「違います！」

　出てきたものを見て呟くラクウェルに、しかしヒタカが緊きん張ちようした表情で叫んだ。

　ラクウェルの言葉通り──それは一見すれば人間に見えた。

　老ろう若にやく男なん女によ様々で髪かみや肌はだ、眼めの色等も特に統とう一いつされていない。着ている衣い装しようもばらばらだ。全ぜん裸らに近い者も居いれば、マントやローブの様なものを身に纏まとっている者も居る。全体的にラクウェルやスオーミに見覚えのない衣装が多いが、これは恐おそらく彼女等の知ち識しきにさえ無い様な異国か──あるいは遥はるかに異ことなる時代の服装なのだろう。

　彼等の共通項こうがあるとすれば、それは姿すがたが『人間に見える』という一点だけだった。逆に言えば『人間ではない』と言われてもにわかには信じ難がたい姿形なのである。

　しかし。

「罠わなです。こんな場所に人間が居る筈はずがない──これは恐らく」

「〈ドール〉タイプ」

　オウランが表情を険けわしくしながら言った。





〈ドール〉タイプ。

　かつて人類と異い種しゆ知ち性せい体たいとの戦闘において最も嫌けん悪おの感情を以もつて見られていた兵器である。ただし真空間戦闘を主とし、一いち撃げきで小しよう惑わく星せいをも破は壊かいする〈ディスク〉タイプや〈スフィア〉タイプに比くらべると、その活動範はん囲いは気き圏けん域いきに限げん定ていされており、その戦闘能のう力りよくも高くはない。

　だが──そもそも〈秩序守護者ピースメイカー〉──つまりはＡＲＦＦＩＭ５〈戦天使ヴアルキリイ〉の〈シヴィリアン〉タイプは、この〈ドール〉タイプとの戦闘を想定して局地戦対たい応おう型がたとして設せつ計けいされていたものだ。この事からも、〈ドール〉タイプが当時の人類にとっていかに脅きよう威いであったかがよく分かる。

　この〈ドール〉タイプは別名〈伝でん染せん兵器〉あるいは〈吸きゆう血けつ鬼き兵器〉〈ゾンビー兵器〉とも言われていた。

　その正体は一種のナノ・マシン──眼には見えない程ほどの小さな、細さい菌きんの様な大きさの機械であると言われている。

　これに『感染』した人間はその新しん陳ちん代たい謝しや機能を乗っ取られ、次し第だいに『兵器』に変化していく。脳のう神しん経けい系けいの空き領りよう域いきに戦せん術じゆつ及および戦せん略りやくプログラムを書き込こまれ、同時に戦闘用生物へと『最さい適てき化か』が行われる。その結果、人間は異種知性体の尖せん兵ぺいへと造り替かえられ、原生動物じみた不死身性と、数倍の筋きん力りよく、そして幾つかの兵器システムを備そなえる自動歩兵へと変化する。

　またこのナノ・マシンは人間の体内で増ぞう殖しよくし、わずか一日で一体が千六百万体にまで達する。そしてそれらは体たい液えきの接せつ触しよく──輸ゆ血けつ、性せい交こう、果ては接せつ吻ぷんや汗あせの付着等によってさえ他の人間に『伝染』する。

　その結果、たった一つのナノ・マシン──塵ちり一つよりも小さな敵てきの兵器の侵しん入にゆうを許ゆるした軌き道どう都市の一つが、住民を根ね刮こそぎ『兵器化』され、隣となりの軌道都市を襲しゆう撃げきしたという事例も残っている。

　だが何よりもこの兵器が忌いみ嫌きらわれた理由は、『感染』した人間の外見はおろか、基き本ほん的な生理機能や行動様式も変化しないという点にある。感染した個こ体たい同士が子こ供どもを造つくったという記録まである。無む論ろん生まれてきた子供も〈ドール〉タイプだった。

　つまり。

　ある日突とつ然ぜん知人友人が『敵』と化すのである。いや、それだけならまだいい。自分さえある日突然、外見や行動はそのままに、別の何かに作り替えられてしまっているのかもしれず、それを『起動』するまでは自覚出来ないのである。

　潜せん伏ぷく時間──即すなわち感染してから兵器として起動する時間もばらばらで、いつ、何ど処こで、誰だれが『敵』になっているのか分からない。自分自身でさえ信用出来ない。

　その結果、当時の人々の間には疑ぎ心しん暗あん鬼きが生まれ、少しでも妙みような言動をとった者を周囲の人間が嬲なぶりり殺すという事じ態たいまで発生した。

　最終的に〈竜機神ドラグーン〉や〈戦天使ヴアルキリイ〉の形相干かん渉しようシステム──正しくはその一部の走査スキヤンシステムにより感染しているか否いなかを判はん別べつ出来ると分かるまで、幾いくつもの暴ぼう動どうが起こった。

　だが──





「──人間じゃない？」

「ええ。元は人間だったかもしれませんが。中身は別物です」

　ヒタカが真ん中から折れ曲がった工具の様なものを腰こしのポーチから抜ぬくと、その先せん端たんを人ひと影かげの一つに向ける。

　何の変へん哲てつもない中年男性。中肉中ちゆう背ぜいで、丈たけの長い衣装を帯びており、その丸い顔には穏おだやかな表ひよう情じようを浮うかべている。街中ですれ違ちがっても特に印象など残らない相手だろう。

　だが──

「その証しよう拠こに──」

　一いつ瞬しゆん、苦しげに表情を歪ゆがめるとヒタカは手にしたその工具を操そう作さした。

　次の瞬間、工具から迸ほとばしった一いち条じようの光線が、その中年男性の肩かたを貫つらぬいた。

　中年男の肩から血が飛び散る。光線は一瞬のものであったが、上下に振ふられ──それは中年男の腕うでを付け根から切せつ断だんしていた。

　鈍にぶい音と共に腕が落ちる。

　だが。

「…………」

　中年男は慌あわても騒さわぎもせず、穏やかな表情はそのままにそれを拾うと、切断面同士を近づける。

「…………！」

　スオーミが息を呑のんだ。さすがのラクウェルも若じやつ干かん表情を強こわ張ばらせている。

　切断された腕と、肩の両方から、触手の様なものが伸のびて絡からみ合ったかと思うと、そのまま癒ゆ着ちやく、見る間に傷きず口ぐちは消しよう滅めつしてしまったのだ。

　治癒などと呼よべる様な現げん象しようではない。まるで粘ねん土どをこねてつなぎ合わせているかの様な、非ひ生物的な現象だった。

「こ、この人達──」

　スオーミが引きつった表情で言う。

「一体──何が、何がどうなって──」

「オウラン。形相干渉でラクウェルさん達にも武ぶ器きを──早く！」

「はい！」

　ヒタカの言葉にオウランが頷うなずく。

「申し訳わけありませんが、〈ドール〉タイプは人間の特とく徴ちようを色濃こく遺のこしているので、〈竜機神ドラグーン〉では殺せません」

「それはシャノンに聞いた覚えが──」

　過か去この事じ件けんが原げん因いんで、〈竜機神ドラグーン〉達は人間を直接攻こう撃げき出来ないよう厳げん重じゆうにプロテクトがかけられている。人間を材料とした中ちゆう継けい点をゼフィリスが攻撃出来なかったのと同様に、オウランも〈ドール〉タイプを攻撃出来ないのだろう。

「僕ぼく達たち自身が闘たたかうしかありません。武器はオウランに造らせます」

　そう言ってヒタカは自分が手にしていた工具らしきものをラクウェルに手て渡わたす。無論ラクウェルは初めて見る代しろ物ものであったが、ヒタカ達の文明圏けんに属ぞくする者ならば、それが『銃じゆう』である事は瞬時に気付いただろう。

　とはいえ──

（中世的文化の中で育ったこの人達が、銃の類に慣なれている時間は無い……）

　ヒタカは思う。

（弓矢や魔ま法ほうといった非白兵戦用武器の概がい念ねんはあるだろうけど……銃の類たぐいをいきなり渡されても使いこなせはしないだろう……）

　ただでさえ銃器というものは火薬式のものから位相光線銃まで、習しゆう熟じゆくには時間を要する武器だ。手の延えん長ちようとして振り回せば良いという刃は物ものや鈍器とは違う。

　かといって、〈ドール〉タイプ相手に白兵戦用の武器を使うのはあまりに危き険けんだ。相手は間違いなくまず非白兵戦用の中ちゆう距きよ離り兵器で攻撃を仕し掛かけてくる。

「貴方あなた達は僕達から離はなれずに」

　ヒタカは人足達にそう言う。

　直接的には彼が闘うしかないだろう。だが性せい格かく的に穏やかな彼は、お世辞にも戦せん闘とうに向いているとは言えない。

　真空間戦闘で〈ディスク〉タイプや〈スフィア〉タイプを相手にしている際さいはともかく、人間の姿すがたをした〈ドール〉タイプに対しては、『既すでに人間ではない』と分かってはいてもある種の躊躇ためらいが生まれてしまう。先さき程ほど、位相光線銃で〈ドール〉タイプの腕を斬きり落としてみせた際も、非ひ常じように心苦しかったのだ。

「オウラン。思考支し援えん。僕の思考及および肉体反はん射しや速度を引き上げろ」

「しかしヒタカ様。完全融ゆう合ごうでない状じよう態たいでの思考支援は危険──」

　その時──

「…………」

〈ドール〉タイプ達が一いつ斉せいに前まえ屈かがみになった。

　それまでまとっていた『人間』の外がい装そうがまるで脱だつ皮ぴするかの様に剥はがれ落ちる。その内側から出てきたのは、まるで悪い冗じよう談だんの様に単たん純じゆんな面構こう成せいで形成された『人間』の紛まがい物であった。目鼻立ちも、単純な切れ込みや隆りゆう起きが付いているだけで、それが以前の様な器官として機き能のうしているかどうかも怪あやしい。

　印象としては幼よう児じが粘ねん土どをこねくって造つくった人形に近かった。

　しかも──



    

  
    
      「…………!!」

　ぼこりと──空気でも注入したかの様に彼等の肩が盛もり上がる。まるで頭が三つ備そなわっているかの様な異い様ような体型に変形した〈ドール〉タイプ達。

「まずい──」

　ヒタカが呻うめくように言い、オウランが一同を庇かばう様に前に出る。

〈ドール〉タイプの両肩の瘤こぶが縦たてに裂さける。そこから出てきたのはまるで──

「──眼めっ!?」

　スオーミが叫さけぶ。

　それは眼がん球きゆうに酷こく似じしていた。全体的にのっぺりした〈ドール〉タイプの外見に比ひして、肩に生えた『眼球』は妙みように生々しい感じであった。濡ぬれた球面には、瞳ひとみは無む論ろん、よく見れば血管の様なものも走っている。

　人間の頭ほどもある大きさの眼球が、きょろきょろと動く様は、スオーミは勿もち論ろん、ヒタカやラクウェルの心にも生理的嫌けん悪お感を催もよおさせた。しかも、それらはすぐにヒタカ達の方にその焦しよう点てんを向けて止まる──

　ぞくり……と一同の背せ筋すじに揃そろって冷たいものが走る。

　まるで何かの切っ先を鼻先に突つき付けられた様な感覚。相手の行動が理り解かい出来なくても、生物としての本能が危険を訴うつたえていた。

「オウラン！」

　必死の声でヒタカが叫ぶ。

「防ぼう御ぎよシールド！　いや、空間転──」

「御意！」

　オウランが叫ぶ。

　それと同時に──〈ドール〉タイプ達の肩に生えた巨きよ大だいな『眼』が一斉に黒い閃せん光こうを発した。



    

  
    
      　第五章　ラクウェル乱心






「よくやったね」

　夢ゆめにまで見た優やさしい微び笑しようと言葉。

　スオーミは気き絶ぜつしそうな位のめくるめく幸福感を味わっていた。半ば陶とう然ぜんと開かれた口の端はしから涎よだれが落ちそうになっている事に気付いてそれを誤ご魔ま化かす程てい度どの理り性せいは何とか残っていたが。じゅるじゅる。

　敬けい愛あいするブレンテン公こう爵しやく様。程度の差こそあれ〈グロウ・パレス〉に属ぞくする者ならば例外無く憧どう憬けいの念を送って止やまないスオーミ達の御ご主人様。

　彼が、〈ダガーズ〉の──正せい規きの〈ランサーズ〉要員候こう補ほに過すぎない半人前の一人であるスオーミに直ちよく接せつ声を掛けてくれている。それもねぎらいの言葉を掛けてくださっている。こんな幸福な事があっていいのだろうか。

　いいのだ。

　なんと言ってもスオーミは『ラクウェル・カスールの暗殺』という難なん事じを成し遂とげて堂々と帰き還かんした──というのも暗殺者の場合は変だが──のだから。王国側はあまりにも鮮あざやかなスオーミの暗殺に恐おそれをなし、無む条じよう件けんで公爵を王位に迎むかえ直す事を約束した。

「素す晴ばらしい働きだ」

　ブレンテン公爵は言って膝ひざをついて臣下の礼を尽つくすスオーミの肩かたに手を置いた。

「勿もつ体たいない御お言葉です」

　身を震ふるわせながらスオーミは言った。

　スオーミ達はありとあらゆる好意をブレンテン公爵ただ一人に捧ささげる。主人に寄よせる単純な敬意から、異性に対する愛あい情じようまで全すべてである。スオーミと公爵は親子並なみかそれ以上に歳としが離はなれているが、半ば信しん仰こうにも似にた公爵への思し慕ぼの前では、その様な事、些さ末まつな問題でしかない。

「褒ほう賞しようは望みのままだ。だがその前にもう一つ私から君に頼たのみがある」

「公爵閣かつ下かの為ためならば何なりと」

「私の妻つまとなり私の側そばで生しよう涯がいに亘わたり私を支ささえてくれまいか」

「閣下……！」

　感極きわまって絶ぜつ句くするスオーミ。

　彼女にとってこれ以上の幸せは無い。〈グロウ・パレス〉に身を置く者にとっては究極の栄えい華がであり至し高こうの喜き悦えつであった。有り得ない程ほどの幸運の中で、だらだらと牛の涎のよーに止めどなく流れる感かん涙るいがスオーミの頬ほおをしとどに濡ぬらす。

　だが。

「スオーミ」

　公爵が微笑ほほえみながら言った。

「ところで後ろの連中は何だね？」

「……はい？」

　振ふり返った先には。

「あ。どうも」

　ヒタカが後頭部を掻かきながら立っていた。

「へ……っ!?」





「へ……っ!?」

　思わず間の抜ぬけた声と共に瞼まぶたを開くスオーミ。彼女の視し界かいに飛び込こんできたのは、愛いとしい愛しい公爵様の顔ではなく──心配そうな表情を浮うかべて彼女の顔を覗のぞき込んでいるヒタカの顔であった。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　戦士とは思えない程の穏おだやかで優やさしい声がそう尋たずねてくる。

「気分が悪いとか何ど処こか痛いたいとかそういう事はない？」

「あ…………はい」

　スオーミは慌あわてて頷うなずいた。

　満足げに頷くヒタカが離はなれるのと同時に、身を起こして周囲を見回すスオーミ。周囲の情景はさんざん見み慣なれた聖せい都と地下施し設せつのそれである。ただし気を失う直前に見た怪かい物ぶつ達の姿すがたは何処にも見あたらない。広場ではなく、通路の真ん中らしい事を思えば──あの襲しゆう撃げきを受けた場所から移い動どうしたのだろう。

　だが……

「…………」

　ヒタカが居いる。オウランも居る。そしてその向こうにラクウェルが気を失って倒たおれているのも確かく認にん出来た。だがスオーミ以外の人足の三人の姿が見えない。

（見み捨すてて逃にげた……？）

　ふとそんな風にも思ったのだが、だとするとスオーミだけが無事なのも解げせない話である。女の子だからという理由で特別扱あつかいでもしたのだろうか。

　それに──

「──あ、あの？」

「うん？」

　ラクウェルの側そばに屈かがみ込んで彼女の状じよう態たいを調べていたヒタカとオウランが振り返る。

「なんで？」

「何が？」

「ラクウェルさんより先に、私を……？」

「…………？」

　一いつ瞬しゆん、意味が分からないとでも言う様にヒタカは怪け訝げんそうな表情を浮うかべ──そして眼めを瞬しばたたかせながら言った。

「ごめん、何か……まずかったかな？」

「いや、そういう意味ではなくて」

　どう考えてもヒタカにとって重要人物なのはラクウェルの方である。偶ぐう然ぜん人足として一行に加わっただけの少女の安あん否ぴの確かく認にんを、彼女よりも優ゆう先せんする理由が分からない。

「……いや、君は一いつ般ぱん人じんだし、一番小こ柄がらで幼おさな……若わかいからね」

「はあ……」

　眼を瞬かせながら曖あい昧まいに頷くスオーミ。

　変な奴やつだと思った。

　暗殺訓練を受ける過か程ていで「子こ供ども」である事や「女」である事を逆さか手てにとる方法を教えられてはきたが、実じつ際さいにその事で敵てきである相手に気を遣つかわれると妙みような気分ではある。

　良くも悪くも中ちゆう途と半はん端ぱなスオーミは、ヒタカのそんな態度を「愚おろか」とは思わずむしろ何か新しん鮮せんなものを覚えていた。

　思えばフォルシスの時もそうだったのだが──今まで「公こう爵しやくに奉ほう仕しする」事こそ至し上じようの喜びと教え込まれてきた彼女にとって、配はい慮りよというものはただ公爵に向けて一方的に彼女が行うものであって、自分が向けられるものではない。

　だからこその戸と惑まどいの様なものが彼女の中には生まれつつあった。

　これには実のところ、スオーミが公爵と直ちよく接せつ言葉を交かわした経けい験けんさえ無いという事実も影えい響きようしているだろう。

〈ダガーズ〉の面々は公爵に対する絶ぜつ対たい恭きよう順じゆんを洗せん脳のうに近い執しつ拗ようさで脳に叩たたき込まれていたが──実際にはスオーミ達は公爵を遠くから何度か見た事があるだけで、まともに会った事も無い。いわば彼の存そん在ざいは実体を伴ともなわない蜃しん気き楼ろうの様なものなのである。正せい規きの〈ランサーズ〉の要員達の様に一度でも公爵のベッドに入れば洗脳は完成していたであろうが──これは〈ランサーズ〉の正規要員昇しよう格かくの『儀ぎ式しき』である──その経験を経へていないスオーミの『忠ちゆう誠せい』は、強固な様に見えて実は脆もろい側面を具そなえていた。

　要するに、スオーミはこの瞬間、初めて公爵に対する愛あい情じようや忠誠に若じやつ干かんの疑ぎ問もんを覚えたのだが、それを自覚出来るようになるにはまだ随ずい分ぶんと時間が必要だろう。

　それはさておき──

「他の人足は……？」

　ふと発したスオーミの問いはヒタカの表情を大きく歪ゆがませた。

「……分からない」

　呻うめく様な口調で彼はそう言った。

「ヒタカ様のせいではありません、私が空間転移の制せい御ぎよに失敗したから──」

　オウランが気き遣づかわしげにそう言うが、ヒタカの表情は晴れない。

「いや。僕ぼくの判はん断だんが遅おくれたのが最も直接的な要よう因いんだ……仕方ないでは済すまされない。済ましちゃいけない」

「あの、どういう……？」

「前後の状じよう況きようから高重力波攻こう撃げきが来る事も予想出来た筈はずだ……なのにオウランに空間転移を指し示じしてしまったのは僕だ……」

「…………」

　スオーミは眉まゆをひそめて黙だまり込む。

　細かい単語の意味はさっぱり分からないが、まあとにかくあの場から脱だつ出しゆつできたのはヒタカの指し示じでオウランが何かをしたからで……ただ、それが敵の攻撃を受けて中途半端な結果を出してしまった、という事らしい。

　ラクウェルならばともかく、スオーミにその様な話をしても分かる筈が無いのはヒタカも分かっているのだろうが──今はその事を思い出す余よ裕ゆうも無い程ほど、彼は自分を責せめているらしい。

「何とかして彼等を助けないと」

　彼はそう言ってから、ラクウェルの呼こ吸きゆうが安定しているのを確かく認にん、腰こしのポーチから小さな筒つつを取り出した。

「それは？」

　ふと気になって尋たずねるスオーミ。

「アルコール──お酒の一種だよ。そのものではなくて成分抽ちゆう出しゆつして調整してあるけどね。非ひ常じよう時の気付け用に持たされているもの」

　とヒタカ。

　そんな彼にオウランが声を掛かける。

「蘇そ生せい作業なら私が──」

「こっちは僕に任まかせて、オウランは全力で周辺をスキャンしてくれ。Ｐシステムの併へい用ようを許きよ可かする。とにかくあの三人が何ど処こに居いるか、全力で探さぐってくれ。必要とあれば僕の許可を待つ必要は無い、手しゆ段だんも問わない、とにかく全力で彼等を保ほ護ごするように」

「──御意」

　頷うなずいてオウランは眼めを閉とじる。

　一方、ヒタカはその筒の封ふうを破やぶって一方の先せん端たんをラクウェルの首くび筋すじに押おし当て、反対側の部分に付いている紅あかい釦ボタンを親指で押し込んだ。

　ぷしゅっ──と何か空気が漏もれる様な音。

「…………」

　しばしの間をおいて、ラクウェルが低く呻いた。何がどうなっているのかはやはりスオーミにはよく分からないが、まあ効きいてはいるらしい。

　そして──



    

  
    
      

　一方その頃ころ。

　三人の人足──に偽ぎ装そうしていたシャノン達は一いち応おうまだ無事ではあった。

〈ドール〉タイプ達が放った攻撃は超ちよう偏へん向こう重力場による圧あつ潰かいを狙ねらったものである。言ってみれば戦せん略りやく級攻こう性せい魔ま法ほう〈奈落ギンヌンガガプ〉を極ごく小しよう規き模ぼで起こす様なもので、充じゆう分ぶんに出力が大きければ空間そのものさえ歪ゆがむ。

　攻撃に対して咄とつ嗟さに空間転てん移いで逃にげる事をヒタカはオウランに対して指し示じした訳わけであるが……空間転移による移動は高重力場の影えい響きようを受け易やすい。敵の攻撃で発生した空間の歪みに脚あしをとられる様な形で、オウランが行った空間転移は不完全に発動、その結果シャノン達とヒタカ達を分ぶん断だんしてしまったのである。

『シャノン兄……』

　周囲を見回してパシフィカは言った。

　おっさん型強化服〈勤きん労ろう親おや父じ壱いち号ごう〉は着たままであるので、傍はた目めには厳いかついおっさんが、女の子っぽい仕草で怯おびえて辺りを見回している様に見える訳で──大変気色悪い。

　それはともかく。

『なんだか物もの凄すごくやばげなんだけど』

　シャノン達は広場に居た。

　空間転移前の広場とは多少規模が異ことなるが──やや小さい──それなりの面積を持つ場所である。半球状の形も同じ。

　そして大量の〈ドール〉タイプがわらわらと出しゆつ現げんしてきたという点も。

　恐おそらくは先の場所から位置的にもそう離はなれていないのだろう。

『ゼフィ。何とかならんか』

　同様にシャノンが周囲を見回して言った。

　右手と左手が何となく左腰の辺りをうろうろしているのは、剣けん士しの性さがというものだろう。だが彼が愛用してきた父の形見は今、そこには吊つられていなかった。

『私は人間を攻撃出来ない。中ちゆう継けい点を攻撃出来なかったのと同様、構こう成せい素そ材ざいに人間が使われている生体も攻撃出来ない』

　ゼフィリスは淡たん々たんとした口調で言う。

『くそ。刀は持ってくるべきだったか……』

『刀でどうこう出来る相手でもないけど』

　至し極ごくもっともな意見をパシフィカが述べる。

〈秩序守護者ピースメイカー〉や〈竜機神ドラグーン〉に比べると小さいのでついつい別物として見てしまうが、よく考えればこれらは〈竜機神ドラグーン〉を創つくり出したのと同じ技ぎ術じゆつの産物である。いかに名刀といえど単なる刀ではまず倒たおせまい。

『武ぶ装そうはある』

　とゼフィリスが言った。

『ある程てい度どはこの様な事態も想定していた。本ほん格かく的ではないがこの強化服には戦せん闘とう機き能のうを付加してある』

『──え？』

　と尋たずねるパシフィカ。

『そ……そうなの？』

　この〈勤労親父壱号〉、どう見ても特に武装を帯びている様には見えない。一応、荷物を背せ負おってはいるが、この中身は今回の調ちよう査さ行こう用にフォルシス達が用意したもので、殆ほとんど食料や水、縄なわや寝ね袋ぶくろといった平へい凡ぼんなものでしかない。

　他ほかには──と自らの着る強化服を見ても、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうたるおっさんの暑苦しそうな肉体が見えるだけで、何か武器を持っている様には見えない。

　だが──

『戦闘機能を起動するぞ』

　ゼフィリスの宣せん言げんと共に。

『──にゃっ!?』

　シャノンとパシフィカの着込んでいる〈勤労親父壱号〉の──いかにもムサい感じのするおっさんの顔が、縦たてに割われた。

『い……？』

　さすがのシャノンも驚きの声を漏もらす。

　顔面の割れた部分はそれぞれ更さらに上下左右に自らを分ぶん割かつして、幾いくつもの細かな部品に分かれていく。まるで人型に組んであった寄木細工ウツドブロツクの結合が解とかれて崩ほう壊かいしていく様な光景だった。

　顔だけではない。

　あまりの唐とう突とつさと、神しん経けいを直ちよく撃げきする醜悪グロテスクさにパシフィカ達が呆ぼう然ぜんとしている間にも、びしりびしりと音を立てて〈勤労親父壱号〉の手足に分ぶん割かつ線が走り、そこから筋肉がめくれ上がり、あるいは変形し、全く違ちがう形が組み上がっていく。

　やがて。

『…………』

　変形を終えた〈勤労親父壱号〉は『見るからに暑苦しい感じのおっさん』からいきなり板ばん金きん鎧よろいの様な形に変形していた。

　どこをどう組み替かえ直したらこんな風になるのか、一部始終を見ていた筈はずのシャノン達さえ訳わけが分からなくなる位の変へん貌ぼう振ぶりである。

　まあそれはともかく。

　すぐ側そばまで〈ドール〉タイプが迫せまってきている。先さき程ほどの轍てつを踏ふむまいとしているのか、今回は離れた場所から一いつ斉せい攻こう撃げきしてくる気配は無く、それぞれが右手に青白く光る剣の様なものを生み出して迫ってくる。

『武装としては両りよう肩かたに格闘戦用の高こう密みつ度ど力場発生装置と中ちゆう距きよ離り戦せん用の自由電子激げつ光こう砲ほうを一基ずつ装そう備びしてある』

『いや、いきなりそんな事言われても』

　シャノンはともかく──〈竜騎士Ｄナイト〉として活動している際の予備知ち識しきがあるので、そうまごつく事も無い──パシフィカは説明されてもさっぱり分からない。

『えーと。両りよう腕うでに何だって？』

『細かく習っている余よ裕ゆうは無さそうだぞ』

　迫り来る〈ドール〉タイプ達を見ながら、身み構がまえてシャノンが言った。





　ラクウェルの眼めが開く。

「…………」

　黒い──宇う宙ちゆうの真空間にも似にて吸すい込こまれそうな深さを具そなえた黒い瞳ひとみに、彼女の様子を案じるヒタカの顔が映うつる。

「ラクウェルさん。大だい丈じよう夫ぶですか？」

　無む論ろん、オウランの簡かん易いスキャンでは特に異い常じようは見つかっていない。だが不完全な空間転てん移いが引き起こす弊へい害がいは数多くの種類が報ほう告こくされており、精せい神しん的要よう素そに起き因いんする問題が発生する可か能のう性せいは常つねに有った。

「…………うむ」

　ラクウェルは鷹おう揚ように頷うなずいた。

「……『うむ』？」

　ヒタカとスオーミが顔を見合わせる。それほどよくラクウェルの事を知っている訳ではないが、その返事は何というか──彼女らしくない様な気がした。

　その時──

「ヒタカ様っ！」

　緊きん迫ぱくしたオウランの叫さけびにヒタカ達が振り返る。彼等が見たのはオウランの背せ中なかと──そしてその向こうから大挙して迫りつつある〈ドール〉タイプ達の異形だった。

「まずい……」

　ヒタカは呻うめく様に言うと腰こしから銃じゆうを抜ぬいた。

　ただでさえ此こ処こでは〈竜機神ドラグーン〉の力は制せい限げんされざるを得ないが、それに加えてこの狭せまい場所では大おお掛がかりな攻撃は自らの身を滅ほろぼす可能性も高い。

　だが〈ドール〉タイプはそんな事は構わず攻撃してくるだろう。彼等が備えているのは〈竜機神ドラグーン〉に比くらべれば無いにも等しい防ぼう御ぎよ力りよくでしかないが、その代わり〈ドール〉タイプは自らの死を全く恐おそれない。必要とあれば何の躊躇ためらいも無く自じ爆ばくしてのけるのがこの〈伝でん染せん兵器〉だ。

「空間転移は──いや」

　また高重力攻撃でも仕掛けられたら今度こそ取り返しのつかない事になる可能性がある。

「オウラン、同調レベル２、思考支し援えん！　僕が出る！」

〈竜機神ドラグーン〉の力をヒタカ個こ人じんに集中させる事でヒタカは外見は人間でも〈竜機神ドラグーン〉の力を──正せい確かくにはその一部を──備えた超ちよう人じんと化す事が出来る。だが……

（一対一ならともかく、複ふく数すう相手となると）

　ラクウェル達を護まもりきれるかどうかは分からない。

　そんな事を考えてヒタカが唇くちびるを噛かんだとき。

「ふはははははははははははははははッ！」

　いきなり。

　何の脈みやく絡らくも無く哄こう笑しようが通路に響ひびき渡わたった。

　さすがの〈ドール〉タイプも何が起こったのか解かい析せき出来ずに、戸惑ったのか──一いつ瞬しゆん、その動きを止める。

　人間と、人間でないものと、幾いくつもの視し線せんが高々と響き渡る哄笑の源みなもとへと集中した。

　いきなり腕を組んで傲ごう然ぜんと立ちながら笑っている黒くろ髪かみの美しい娘むすめに。

　言うまでもなくラクウェルである。

「ラクウェル……さん？」

「ふははははは！　笑しよう止し！　魔ま法ほうを封ふうじた位でこの私の覇は道どうを阻はばめるとでも思ったか？」

　どう見ても別人としか思えない様な口調と表ひよう情じようで、ラクウェルが言う。

「あ……あの……？」

「そこのなんか適てき当とうな造つくりの木で偶く人形！　敵てき意いを以もつて我われの前に立ちはだかった以上は、無機物と雖いえども死し滅めつの運命からは逃のがれられぬと思い知らせてくれるわッ!!」

　びしりと音でも立てそうな仕草で〈ドール〉タイプ達を指差して、ラクウェルは喚わめいた。

「あの……まさか……ラクウェルさん……恐きよう怖ふのあまり錯さく乱らんを……？」

〈ドール〉タイプの事はさておき、あまりのラクウェルの変わりように、思わず揃そろって半歩身を引くヒタカ、スオーミ、そしてオウラン。

「きょ、極限状じよう況きようって人間の本ほん性しようが露ろ呈ていしますよね……」

「……そうなのか？」

　呻くように囁ささやき合うオウランとヒタカを振ふり返り、ラクウェルは叫んだ。

「そこの〈竜騎士Ｄナイト〉と〈竜機神ドラグーン〉！」

「は、はいっ！」

「はいっ！」

　殆ほとんど反はん射しや的というか本能的な損そん得とく勘かん定じようの様なものが働いた結果、ヒタカとオウランは揃って姿し勢せいを正して叫び返している。とにかくこのラクウェルには逆さからわない方がいい──理由は無いがそんな確信だけがあった。

「形相干かん渉しようシステムをこっちに回せ！」

「へ？」

「〈竜騎士Ｄナイト〉を中ちゆう継けい器きとして形相干渉システムの制御権けん能のうを我に渡せと言っている！　死にたくないならさっさとせんか、このうすのろ共ッ!!」

「は、はいっ！」

「はいっ！」

　何というか普ふ段だん、おっとりしている分、同じ声と同じ顔で怒ど鳴なられたりすると、迫力十割わり増ましである。ヒタカとオウランの二人は悲鳴じみた声をあげて首しゆ肯こうした。

　もっとも、本来ならば到とう底てい容よう認にん出来ない様な要求に二人が従したがったのは、ある種の勘の様なものが働いていたのではあろうが。なんだかんだ言ってもヒタカとオウランは人類史上最も過か酷こくな戦争を生き抜いてきた兵士とその剣けんであるのだから。

　半ば無む意い識しきの内にオウランはヒタカにのみ許ゆるされた同調用空間回線を伸のばしてラクウェルに機能制御権を渡す。彼女の中の保ほ安あんプログラムが働いている以上、ラクウェルへ直ちよく接せつには無理だが、確たしかにヒタカを経けい由ゆすれば──彼の許きよ可かが有れば、自らの機能の一部を暫ざん定てい的に彼女に制御させる事が出来る。

　そして。

「くっくっくっくっく…………」

　ラクウェルはややうつむき加か減げんで、しかし口元だけからでもそれと分かる様な凄せい絶ぜつな笑えみを漏もらしながらゆらりと〈ドール〉タイプ達の前に歩み出る。

　無む茶ちやだ──と止める者は居いなかった。

　その姿すがたは危き険けんな位に自信に満ちあふれていたし、何より、何か剣けん呑のんなものでも感じたのか、〈ドール〉タイプ達が──恐おそれなど知らない筈はずの戦せん闘とう兵器達がじり、と半歩後方に引いたからである。

「きたきたきたきたキタァ──ッ!!」

　げらげらと笑いながらラクウェルは右手を高々と差し上げる。

「来たれ我わが遣つかい！　いでよ我が眷けん属ぞく！　決戦の時は今こそ来たれり！　疾はやく顕あらわれ出いでて我が敵を薙なぎ払はらい！　その威いを広く知らしめよッ!!」

　それは呪じゆ文もんだったのか。あるいは自らの志し気きを鼓こ舞ぶする為ための叫さけびであったのか。無む論ろんヒタカ達には分からなかったが──

「殲せん滅めつッ!!」

　ラクウェルの叫びと共に、何の脈絡も無く出しゆつ現げんする無数の光。それらは激はげしく空間を躍おどり狂くるい、その軌き跡せきの残ざん像ぞうは消えずに残ざん留りゆうしてそれぞれの形を描えがき出す。

「…………」

　かくん、とヒタカとオウランとスオーミの顎あごが揃って落っこちた。

　無論彼等はその名を知っていたわけではないが、ラクウェルの叫びによって出現したそれは、何というか──〈ドール〉タイプ以前に、根ね刮こそぎ彼等の緊きん張ちよう感を殲滅せしめるものであった。

　深草色の体たい躯く。

　獅し子しの如ごとき鬣たてがみ。

　頭に備そなわる角。

　それは竜りゆう──と同じ部品を備えている筈なのに、途と方ほうもなく上下左右に圧あつ縮しゆくされてちんちくりんな形状に至いたった何かだった。全長はヒタカの半分もあるまい。しかも手足と胴どう体たいの比ひ率りつは幼よう児じのそれと大差無かった。

『んごっ!!』

　轟ごう音おんの如き雄お叫たけび──なのかどうかはちょっと疑ぎ問もんだが──を一いつ斉せいにあげるそれら。

　スーピイくんズ（群ぐん体たい）。

　その数──…………とてもたくさん。

　久ひさ々びさに出現したラクウェル・カスール謹きん製せいの使い魔ま達は、激げき烈れつに短い手足を振り回しながらわらわらと〈ドール〉タイプに立ち向かっていった。





　マウゼル・システムの崩ほう壊かいに伴ともない封ふう棄き世界から魔法は無くなった。

　無くなった筈だった。

　だからこそ魔法を復ふつ活かつさせる計画が組まれたのであり──つまりはラクウェルはいくら過か去こに勇名を馳はせていたとしても、今は魔法の使えないただの女でしかない筈だった。

　なのに──

「ま……魔法？」

　呆ぼう然ぜんとスオーミは呟つぶやく。

　魔法が無いからこそラクウェル暗殺も容易たやすし、と見てスオーミは今回の一行の中に潜もぐり込んだのである。なのにこれでは話が違ちがう。

「どうして……」

「つまり」

　ヒタカが戦せん慄りつの表ひよう情じようでラクウェルと──彼女の操あやつるスーピイくん軍ぐん団だんを見つめながら言った。

「特定支し配はい空間内の物ぶつ質しつの状じよう態たいを自由に操そう作さするのが形相干かん渉しようシステムであり、マウゼル・システムの時空定てい義ぎエンジンはそれの超ちよう大型版ばんであるという事も出来る……」

「──は？」

　意味不明の言葉の羅ら列れつにスオーミは眼めを瞬しばたたかせるが、構かまわずヒタカは熱に浮うかされた様な口調で続けた。

「干渉密みつ度どの差はあれど、要するに原理的には同じものな訳わけで……規き模ぼこそ小さいが、むしろ干渉者の意志に対してフィルタリング機き能のうが絡からまないのでストレス無く使える分、結果的には──より大きな力が使える事になる」

「…………」

　大体の処ところは理り解かい不能であったが、最後の一言はスオーミにも分かった。

「魔法が……使える？」

「多分」

「それも前より強力な？」

「恐らく」

　無論──これは実じつ際さいに〈秩序守護者ピースメイカー〉と闘たたかっていた際にシャノンやゼフィリスさえ思いつかなかった裏うら技わざである。

　言ってしまえば、ラクウェルはマウゼル・システムの縮しゆく小しよう版ばんと魔法増ぞう幅ふく器き〈フィンブルヴェトル〉を兼かねた装そう置ちとして〈竜機神ドラグーン〉を使っているのだ。

　しかも。

　元々この世界で魔法が永えい続ぞく的な効こう果かを持たなかったのは、それが一種のマウゼル・システム内の『誤ご作さ動どう』だったからだ。世界の在あり方を管理するシステム内に割わり込こんで自分の望む効果を実行させる事が魔法の原理であるのだが……当然、マウゼル・システムは巨きよ大だいかつ堅けん牢ろうであり、その様な不正な割り込みはすぐに『誤作動』と認にん識しきされて排はい除じよされる。

　逆ぎやくに言えば一定時間効果の発生する魔法は一度起動しただけでは済すまず、それを起動し続ける必要がある。ただ起動しただけでは一いつ瞬しゆんで『不正な処しよ理り』と判はん断だんされて効果が消しよう滅めつしてしまうのだ。

　だが……今は違ちがう。

　ヒタカの権けん限げんを借りる形ではあるものの、ラクウェルの起動させた魔法は、オウランにとってフィルタリングする必要が無い。むしろ最さい優ゆう先せんで実行すべき命令である。

　つまり。

　ラクウェルは一度起動した魔法を継けい続ぞくさせる努力を払はらう必要が無い。意識容よう量りようの大小さえこの場合は関係ない。オウランの処理容量が許ゆるす限かぎり、無む限げんに魔法を重ちよう複ふく起動させる事が出来る上に、それらをいちいち自分の頭の中で管理する必要すら無い。

「ふははははははははははははッ!!」

　ラクウェルの哄こう笑しようと共にスーピイくん達は〈ドール〉タイプに攻こう撃げきを加える。

「んご！」

「んご？」

「んごおっ！」

　百体はいようかというスーピイくん達の内、十体ほどがいきなり額ひたいに鉢はち巻まきを巻くと、群むれから離はなれて突撃。

　何な故ぜか残りのスーピイくん達は手にハンカチみたいなものを持って手を振ふっていたり。

　見た目には到とう底てい強いとは思えないのだが、そのスーピイくん達は真まっ直すぐに〈ドール〉タイプに向かって行くと、速度を緩ゆるめる事も無く激げき突とつ。

　爆ばく音おんが響ひびき渡わたった。

「……ス……知性化誘導弾スマート・ミサイル……!?」

　呆然と呟くオウラン。

　スーピイくん達の中に封ふう入にゆうされていたプラズマが激突と同時に放出され、〈ドール〉タイプの一いち群ぐんを吹ふっ飛ばしたのである。

「勇ゆう敢かんなるスーピイくんに敬けい礼れい！」

　ラクウェルが叫さけぶと、びしっと残りのスーピイくん達が敬礼したりする。

「つーことで第二弾だん、吶とつ喊かん！」

「んごお！」

　スーピイくん達の第二陣じんが突撃チヤージ。無む論ろん、さすがに〈ドール〉タイプも同じ攻撃は食わないとばかりにその肩かたに光学兵器らしきものを構こう築ちく、迫せまり来る寸すん詰づまりのドラゴン達をなぎ払おうとするのだが……

「壁かべよ阻はばめ！」

『んごお!!』

　叫ぶラクウェルと全く同じ動作で両手を掲かかげるスーピイくん達の前に、半はん透とう明めいの障しよう壁へきが発生したかと思うと、〈ドール〉タイプの攻撃をあっさり跳はね返した。

「愚おろか者め！」

　ラクウェルは勝ち誇ほこった。

「この愛らしいスーピイくんの前に貴き様さま等の不細工な攻撃など通用せんのだ！」

「…………」

　その愛らしい直立歩行ワニに自爆攻撃させてるのは誰だれよ？……という至し極ごく真っ当な突つっ込みを思い浮かべたオウランであったが、何となく怖こわいので口にするのはやめておいた。

「なぎ払えいっ！」

「んごお！」

　スーピイくん達は〈塞壁ミズガルズ〉を展てん開かいしてそのまま特攻。咄とつ嗟さに〈ドール〉タイプは光学兵器の出力を上げてスーピイくん達の防ぼう御ぎよを貫かん通つうさせはしたが、既すでに至し近きん距きよ離りにまで接せつ近きんしていたスーピイくん達はその場で爆発。熱と光で感覚器センサーを無効化された一瞬に爆ばく煙えんを突き破やぶって突進してきたスーピイくん達に抱だきつかれ、そのまままた数体が吹っ飛ばされた。

　しかも。

　ラクウェルの背はい後ごでは吹っ飛ばされた分のスーピイくんがまた再さい生せいしている。

　どうもよく見ると額に番号がついているので、これは先に自爆したスーピイくん達が再構築されてきたらしい。まあ中には「２」だの「８４」だの「１３６」だのという普ふ通つうの数字に混まじって「Ｚ」とか「Ｗ」とか「Ｘ」とか数字ではなく文字やら記号やらが刻こく印いんされてるのもいたが。

「ふははははははははは！」

　流星雨の如ごとく怒ど濤とうの無限自爆攻撃をかますスーピイくん達の勇ゆう姿し──なのか？──を眺ながめつつラクウェルは高々と哄笑を振りまいている。

「往ゆくぞ！　スーピイくんども！　世界を我わが手に！」

『んごっ!!』

　近衛このえ軍の如く寸詰まり型二足歩行ドラゴンの群れを引き連れながら、ラクウェルは無人の野を往くが如く堂々と歩き出す。〈ドール〉タイプ達は何やら反撃を試みている様だが、圧あつ倒とう的な物量の前に、見るからに押おされ気味──どころか、どんどんその数が減っている。

「…………無む茶ちや苦く茶ちやだ……」

　根深い戦せん慄りつの表ひよう情じようと共にヒタカは呟いた。





　シャノン達は押し寄よせる〈ドール〉タイプを何とか駆く逐ちくしつつ、ラクウェル達を捜さがしていた。

　もっとも探していたといっても事実上は〈ドール〉タイプと闘たたかいながら右う往おう左往していたに過すぎない。

　きちんと武ぶ装そうを整えて相対すれば、〈ドール〉タイプも倒たおせない相手ではない。限げん定てい空間である為ために〈竜機神ドラグーン〉の圧倒的な力で一いつ掃そうは出来ないが、何とか〈勤きん労ろう親おや父じ壱いち号ごう・武装形けい態たい〉でも倒しつつ先に進む事は出来た。

　ただ……その際さいに出る光や熱や重力波やその他諸もろ々もろのせいでゼフィリスの探たん知ち能のう力りよくが半はん減げんしてしまい、ラクウェル達の位置を正せい確かくに把は握あく出来ないのである。

　だが──

「──む？」

　ふとゼフィリスが何かに気付いた様子でとある方向を振ふり返る。ちなみに彼女はとっくにおっさん型の外見設せつ定ていを解かい除じよしている。

「シャノン」

「なんだ！」

　とりあえず目に見える範はん囲いでは最後の〈ドール〉タイプに剣つるぎ状じように成形した力場を叩たたき付けながらシャノンが叫ぶ。物ぶつ質しつ的ではない分、どんな刃は物ものよりも薄うすく鋭するどく出来る上、微び細さいな振しん動どうによって鋸のこぎりの様な効こう果かをも発はつ揮きする彼の武器は、見事に目の前の〈ドール〉タイプを斬きり捨すてる。傍かたわらではきゃあきゃあ悲鳴を上げながらパシフィカが自由電子激げつ光こう砲ほうの光こう条じようを出で鱈たら目めな方向に発はつ射しやしていた。とっくに彼女の側そばの〈ドール〉タイプは動かなくなっているのだが、焦あせっているので気が付かないらしい。

「妙みような反はん応のうがある」

　と──一いつ旦たんパシフィカの武装に遠えん隔かく操そう作さで安全装置を掛かけてから言うゼフィリス。

「──妙？」

「近くで〈竜機神ドラグーン〉タイプの形相干かん渉しようシステムが動いている様だが──ヒタカかオウランが使っているにしては、何か妙だ」

「他ほかに誰が使うってんだよ」

「それはそうなのだが」

　そう言いながらもシャノン達は通路を進んでいく。立ち止まっていればいつまた他の〈ドール〉タイプが襲おそってくるか分からないからだ。

　そして──

「──ん？」

　ゼフィリスが首を傾かしげる。

　その目の前に……

「……んご？」

　通路の陰かげからとてとてと歩み出てきたのは、最も早はや懐なつかしいとも言える物体だった。

「スーピイくん？」

　目めを丸くして言うパシフィカ。

「ってことは……魔ま法ほうは復ふつ活かつしたのか？」

　シャノンも目を丸くして言う。

　ラクウェル達とはぐれてからまだ三時間と経たっていない。自分達が〈ドール〉タイプ相手に苦戦している間に、ラクウェル達はさっさと当初の目的を果たしたのだろうか。

　それならばいいが──

「いや。マウゼル・システムの時空定てい義ぎエンジンは止まったままだ。これは──」

　呟くゼフィリス。

　そこへ──

「ふはははははは、喰くい足りぬ、喰い足りぬわあっ!!」

　弾はじけるよーにイっちゃった感じの高笑いが通路に響ひびき渡わたる。

「…………」

　顔を引きつらせてシャノンとパシフィカは顔を見合わせた。訳わけが分からなかったからではない。大体何が起こったか、過か去この経けい験けんから推すい測そくがついたからだ。

　そして──

「征ゆけい！、スーピイくん達！　我われ等らの前に立ちし者無く、我等の後にも立ちし者無し！　世界は我等がものぞ!!」

「…………」

　硬こう直ちよくするシャノン達と、不思議そうに首を傾げているゼフィリス。そんな彼等の前に大量の直立歩行寸すん詰づまり型のドラゴン・モドキが大量にまろび出てくる。

　そしてその後から、見るからに邪じや悪あくそーな感じで哄こう笑しようしつつ歩み出てきた──もとい、ドラゴン・モドキに御み輿こしの如ごとく担かつがれて出しゆつ現げんしたのは、彼等は嫌いやという程ほど見み慣なれた人物であった。

「マジか…………」

　シャノンは脂あぶら汗あせを流しながら言った。隣となりではパシフィカが顔面蒼そう白はくになっている。

「──む。なんだ貴き様さま等」

　高笑いの主──ラクウェルがこちらに気付いたらしく、そんな事を言ってくる。彼女の後ろには、恐きよう怖ふの為ためか驚きよう愕がくの故ゆえか、まあとにかくかちんこちんに固まったままのヒタカとスオーミが、やっぱりスーピイくん軍ぐん団だんに運ばれていたりする。ちなみにオウランは何な故ぜか目を回したような様子でふらふらとヒタカの側を漂ただよっていた。

「新手か。だが──」

「違ちがうっ!!」

　喚わめいてシャノンは頭部装そう甲こうを跳はね上げる。

「シャノンさん……!?」

　露あらわになったシャノンの顔を見てヒタカが声をあげる。

「どうしてこんな処ところに？……いや、そんな事より……一体、どうなってるんですか、これは……!?」

　と本来ならばシャノンが聞くべき事をヒタカが心底弱った様子で聞いてくる。まあラクウェルの隠かくされた一面を彼は知らなかった訳で、当然といえば当然だが。

「ヒタカ……」

　しかし地の底からはい上がる亡もう者じやのよーに暗く引きつりまくった声でシャノンは言った。

「てめぇ……飲ませたな？　この超ちよう大陸級アホウ！　飲ませただろう？」

「──え？」

「酒だよ！　貴様、ラクウェルに酒を飲ませたな!?」

「え？　いや──……あ！」

　どうやら思い当たる事があったらしい。

「いや。でもそれは──」

「ラクウェル姉は。ラクウェル姉はね！」

　パシフィカも半ばヤケクソの口調で喚いた。

「酒を飲むと今までのおっとり天然さんから、いきなり世界征せい服ふくを企たくらむ悪の独どく裁さい者しやに変心してしまうのよ！」

「なんなんですか、それは!?」

「しかもなんで魔ま法ほう使ってるんだ？」

　とシャノン。

「ああ、それなんですが……どうもマウゼルの時空定義エンジンの代わりに、僕ぼくを仲ちゆう介かいしてオウランの形相干かん渉しようシステムを使ってるんです」

「……その手があったか」

　と感心するのはゼフィリスである。

「感心してる場合じゃないでしょ！　どうするのよ！　このままじゃ──」

　世界が滅ほろぶ位ならまだいい（パシフィカ的価か値ち観）。だが下手をすると悪の心に染そまったラクウェルは、世界中の人間をスーピイくんの姿すがたに成形手しゆ術じゆつするとか、「んご」という以外の言葉を口にしたら死し刑けいという法ほう律りつを制せい定ていするとか、そーゆー悪あく夢むの様な事を嬉き々きとして実行しかねない。というか前に一度やりかけている。

「闘たたかうしかないだろう」

　悲ひ壮そうな決意を滲にじませてシャノンが言った。

「いや、あの、その、そうなんですか？」

　とヒタカ。だが最も早はや彼の事など眼がん中ちゆうに無いといった様子でシャノンとパシフィカは身み構がまえるのだった。

「……所しよ詮せん血ち塗ぬられた道か……」

「そうね……世界を守る為には綺き麗れい事ごとだけじゃすまないわよね……」

「……つくづく異い常じような家族だな」

　とはゼフィリス。

　そして。

「ふははははは、かかってこい!!」

　ラクウェルの傲ごう然ぜんたる哄笑が響ひびき渡わたった。
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　激はげしく絶ぜつ望ぼう的な戦いだった。

　圧あつ倒とう的な──〈竜機神ドラグーン〉の形相干かん渉しよう能のう力りよくと演えん算ざん能力を使って事実上無む限げんとも言うべき魔法の力を発はつ揮きしている魔ま導どう士しが相手である。しかも相手はこっちに対して容よう赦しやするつもりなど微み塵じんもない──のだろう多分。

「ふわはははははははははは」

　バカみたいに大口を開けながらラクウェルは笑った。

　あまりと言えばあまりな変へん貌ぼう振ぶりである。普ふ段だんの彼女を見み慣なれている人間からすれば別人としか思えないだろう。おかしな処からおかしなものを受信している様にしか見えない。

　実じつ際さい──シャノン達から見ても『ちょっといい雰ふん囲い気きかな？』とか思っていたヒタカは無む論ろん、人足の少女やオウランまでもが引いている……というかあまりと言えばあまりのラクウェルの破は綻たんっぷりを前にして、見るからにビビって硬こう直ちよくしている。

「んん～？　用意は良いか？　超特急便であの世まで吹ふっ飛んで行く為ためのな！」

「…………」

　定番というかあまりにひねりの無い悪役台詞ぜりふを口にしながらげらげらと笑っているラクウェルを前に、一いち応おうはゼフィリスの用意した強化服──〈勤きん労ろう親おや父じ壱いち号ごう・武ぶ装そう形けい態たい〉を着き込こんでいるシャノン達は無言であった。

　シャノンに言わせれば、まだ〈ドール〉タイプを相手に闘う方が楽である。とりあえず詳しよう細さい構わず切り倒たおせば良い訳わけだし、攻こう撃げきもどちらかというと単調だから対応し易やすい。

　だがこの状じよう態たいのラクウェルとなると、一体何を考えて何をかましてくるのかさっぱり理り解かい不能な上に、いくらなんでも本当に倒してしまう訳にはいかない。

「くっ…………」

　シャノンは眉み間けんに縦たて皺じわを刻きざみながら双ふた子ごの姉を見み据すえた。単たん純じゆんに言って今のラクウェルは以前にも増まして魔法の化け物である。まともにやり合って勝てる筈はずがない。

　気を利きかしたのか、ゼフィリスとパシフィカが、対たい峙じするシャノンとラクウェルから距きよ離りをとりながら大きく回り込んで、硬直しているヒタカや人足の少女、オウランの方へと歩いていく。

「さーて。スーピイくん達にもみくちゃにされるがよいわっ！　これぞ極ごく楽らく往おう生じよう！」

　ラクウェルの叫さけびに従したがって寸すん詰づまりのドラゴン・モドキがんごんご言いながらにじり寄ってくる。その数、およそ五十。まあ確たしかにもみくちゃにされそうな人数ではある。

「そう思うんなら自分でやれっ!!」

「…………む？　なるほど」

　そこで真ま面じ目めに考え込んでしまう時点でもうシャノンには理解不能である。

「うむ。よくぞ言ってくれた。新たな地平が開発出来そうである。ではまず感かん謝しやの意味も込めて御お前まえからもみくちゃにされるがよい」

「…………冷れい酷こくなのか親切なのかどっちだ、おまえは……」

　呻うめく様に言うシャノン。

　そして──

「行けいスーピイくん！　そこな男をもみくちゃにしてアヘアヘ言わせるのだ！」

『んごっ!!』

　スーピイくん達が一いつ斉せいに跳ちよう躍やく──しそうにないのだがしたのだ、恐おそろしい事に──しつつ襲おそい掛かかる。

　その瞬しゆん間かん。

　──ごきん。

　硬かたくも生々しい音がしたかと思うと、スーピイくん達の群むれは一斉に消しよう滅めつした。

「──へ？」

　身構えていたシャノンが間の抜ぬけた声を漏もらす。別にラクウェルが自ら消した訳ではない証しよう拠こに、彼女も怪け訝げんそうに眼めを瞬しばたたかせているが──

「──要するに」

　と解説に入ったのはゼフィリスである。

「ラクウェルの力はヒタカの権けん限げんを介かいしたものでしかない。直ちよく接せつオウランの主になった訳ではなく、いわば借り物。故ゆえにヒタカが権限行使出来ない状態に陥おちいれば、保ほ安あん機能が働いてラクウェルのオウランの機能に対する制せい御ぎよ権も消滅する」

　つまり。

　極言してしまえばラクウェルの今の『力』はヒタカという経けい路ろを伝わってオウランから流れ込んでいる様なもので──その経路を遮しや断だんしてしまえば当然ながらラクウェルの力も消滅してしまう。

　でもって──彼女のすぐ足あし下もとには頭部にでっかいたんこぶを作りながら目を回しているヒタカが転がっていた。ついでに言うとその横にはでっかい棍こん棒ぼう──〈勤労親父壱号〉の一部を変形させたものらしい──を持ったパシフィカが立っておっかなびっくりヒタカを眺ながめていた。ゼフィリスは直接人間を殴なぐれないので、パシフィカに代行させたらしい。

「…………」

「…………」

　束つかの間睨にらみ合うラクウェルとシャノン。

　しばしの沈ちん黙もくの後、ラクウェルは何かを宣せん誓せいするかの様に片かた手てを挙げて言った。

「ではさらばだ。また来週」

「アホッ！　誰だれが逃にがすかっ!!」

　くるりと踵きびすを返してすたこら逃げ出したラクウェルを追いながらシャノンは喚わめいた。





　結けつ婚こん式しきは恙つつがなく進行していった。

　古式ゆかしい教会での挙式。ステンドグラスから漏もれ落ちる美しい光が二人の新たな門かど出でを祝福しているかの様だった。

　数多くの参列者の視し線せんを集めながら神父が厳おごそかに告げる。

　汝なんじ──この者を妻つまとするか。

　無む論ろん彼に否いなは無い。

　宣誓の言葉を告げると神父は満足げに頷うなずき傍かたわらの新しん婦ぷへと視線を移うつした。

　汝──この者を夫とするか。

　彼女も静かに承しよう諾だくの意を示しめす。

　式は幸福なる終しゆう盤ばんへと一気に向かう。

　では誓ちかいの口付けを。

　神父の言葉に促うながされて彼は妻となるべき女じよ性せいの方に向き直る。慎つつましい彼女は薄うすいヴェールで顔を隠かくしていた。彼は口付けをするべくそっとそのヴェールを──

「さあ。これで貴き様さまは私の奴モ隷ノだな」

　にんまりと笑いながら新婦は──なんか何ど処こかイっちゃった感じのラクウェルは言った。

　彼は思わず悲鳴を上げる。

　逃げようとする彼の身体からだはしかし、全く動かない。慌あわてて振ふり返ると神父ががっきと彼の身体を羽は交がい締じめにしていた。いや、それはもう神父ではなくて、スーピイくんと呼ばれる謎なぞの生物であった。

　助けて。

　彼は参列者達に必死に叫さけぶ。

　参列者達は──シャノンとかパシフィカとかオウランとかタクロウとかフォルシスとかその他諸もろ々もろの知ち己きは一斉に頷いて立ち上がると、何な故ぜか揃そろって己おのれの顎あごの辺りに手を掛けた。

　まさか。

　戦せん慄りつと共に未来を悟さとる彼の前で、参列者達は一斉にべりりと己の顔を覆おおっていたマスクをはがす。その下から出てきたのは──気色悪い位に全く同じスーピイくんの顔だった。

　…………!!

「行け！　スーピイくん！　誓いのキスをしてやるのだ！」

　ラクウェルの号令一下、口を突つき出しながら押おし寄よせるドラゴン・モドキ達。

　何ど処こにも逃げ場など無い。何い時つの間にか教会は床ゆかが見えない位にスーピイくん達で埋うめ尽つくされている。

　彼は。

　……！……!!……

　緑の怒ど濤とうにもみくちゃにされ──絶ぜつ望ぼうの悲鳴を高らかと教会に響ひびかせるのだった。





「…………っ!?」

　声にならない悲鳴を上げつつ身を起こしたヒタカは、そこでようやく今の今まで見ていたものが夢ゆめであると気付いた。何故かというと夢の中では全然痛いたみを感じなかったが、今は後頭部がずきずきしているからである。



    

  
    
      「……あ。起きた」

　と言うのはパシフィカである。側そばにはスオーミとオウランの姿すがたも在ある。

「……ええと」

　状じよう況きようがよく分からず困こん惑わくするヒタカ。

「一体何がどうなっているのでしょう？」

「ごめんね」

　とパシフィカ。

「私がヒタカさんを殴なぐったの。痛む？」

「はあ？」

　意味不明の台詞せりふに首を傾かしげるヒタカであったが、とりあえずオウランが事の経けい緯いを説明してくれた。

「とりあえずあの場合はそうするしかないってゼフィが」

「……まあ妥だ当とうな判はん断だんだとは思います」

　苦く笑しようしながらヒタカは言った。

　説明と同時にオウランが形相干かん渉しよう能のう力りよくで治ち療りようをしてくれたので、後頭部の痛みはもう消えている。

「……で。ラクウェルさんとシャノンさんは？」

「ラクウェル姉はなんかそのまま逃げてっちゃった。放っておく訳わけにもいかないからシャノン兄が追い掛かけてったけど」

「まあそりゃそうでしょうね」

　ラクウェルを正気に戻もどさないといけない事もあるが、まだ何処かに〈ドール〉タイプが残っている可か能のう性せいもある訳で、そうなると魔ま法ほうの使えないラクウェルは対たい抗こうすべき手しゆ段だんが無い。早めに見つけて保ほ護ごしないと彼女の身が危き険けんであった。

「しかし……パシフィカさん。なんで貴女あなた達が此こ処こに居いるんですか？」

「うーん。実は理由は幾いくつかあるんだけどね」

　とパシフィカ。

「一つはラクウェル姉が心配だったのよね。結果的には取り越こし苦労じゃなかった様だし」

　と言ってパシフィカがスオーミを横目で見る。

「どういう事です？」

「この子、暗殺者」

　あっさりとパシフィカは言った。

「──え？」

「ラクウェル姉を狙ねらってきたんだってさ。ヒタカさん気付いてなかったみたいだけど」

「…………」

　驚おどろいた様な呆あきれた様なヒタカの視し線せんを受けてスオーミは身を竦すくませた。

「いや……でもそれじゃ」

　拘こう束そくしておかないとまずいのではないか。

　そんな風にヒタカは思ったのだが──

「ああ。大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。スオーミ……だっけ？　まだラクウェル姉を狙う気ある？」

「……え？」

　とスオーミは何ど処こか調子のずれた声を発し……

「すいませんすいませんもうしませんすいませんもうしませんゆるしてくださいすいませんすいません生まれてきてすいません」

　とカタカタと震ふるえながら呪じゆ文もんの様に繰くり返し始めた。

　どうも心に深い傷きず──というか何というか──を負ってしまったらしい。まあ彼女同様にあのラクウェルを見せつけられたヒタカとしても分からないではなかったが。

「いやあ。暗殺者も怯おびえる酔よいっぷり。さすがラクウェル姉よね」

「……それ誇ほこる処ところなんでしょーか」

　半はん眼がんでヒタカは呟つぶやいた。





　幸いな事に〈ドール〉タイプに出会う事も無くシャノンのラクウェル追つい撃げき──というか何というか──は続いていた。

「ふはははは。捕つかまえてご覧らんなさい♪」

「…………」

　とまあこのよーにラクウェルはたまにつんのめりそうな精せい神しん攻こう撃げきを投げてきたりもするが、それにも何とか耐たえつつ走るシャノン。そしてその横を無む表ひよう情じように漂ただよいつつ付いていくゼフィリス。

　やがて──

「──さて」

　何処か見覚えのある広場に出た所でラクウェルは脚あしを止めてシャノンを振ふり返った。

「……ここは」

　円形の広場。そして真ん中に在る背せの低い円えん筒とう。間ま違ちがいない。此処は当初にヒタカ達が辿たどり着いた『中ちゆう枢すう』である。中央の円筒はその制せい御ぎよ端たん末まつだ。

〈ドール〉タイプの姿すがたはもう無い。既すでにシャノン達やラクウェルが倒たおしたもので打ち止めなのか──あるいは他ほかに理由でもあって残りの戦力は温おん存ぞんされているのか。何にせよ一いち応おう稼か働どうしているゼフィリスの疑ぎ似じ未来予知機能──Ｐシステムの脅きよう威い値ち測そく定てい機能は、『問題なし』となったまま動いていない。

「しつこい奴やつだな」

　とラクウェル。

「しつこいとかしつこくないとかの問題か。全く、折角ヒタカとも上う手まくいきそうだと思ってたのに自分でぶち壊こわしにしやがって」

「は？　なんのことだ」

「いや、こっちの話。忘わすれろ」

「うむ」

　素す直なおなのかひねくれているのかいまいち分かり難にくいラクウェル（酔っぱらい状じよう態たい）であった。

「ところでそこの〈竜騎士Ｄナイト〉。どうせだから手を貸かせ」

「……〈竜騎士Ｄナイト〉とかの単語は覚えてる癖くせにどーして双ふた子ごの弟の顔は覚えてないんだ、こいつは」

「何か言ったか？」

「いんや。というかおまえ、俺おれに命令出来る立場じゃねえだろうが」

「魔ま法ほうを復ふつ活かつさせに来たのだろう？」

　とラクウェル。

「まあ……大たい義ぎ的にはそうだけどな」

「そこの〈竜機神ドラグーン〉の処しよ理り能のう力りよくを使ってこの端末の操そう作さ法を解かい析せきし、『魔法』のみに限げん定ていした機能復ふく元げんを果たす」

「…………」

「協力してやろうというのだ。貴き様さま一人では魔法システムの解析は進まんだろう。我われの様な専せん門もん家が必要だ」

「……そうなのか？」

「それはその通りだ」

　振ふり返って尋たずねてくるシャノンにゼフィリスが頷うなずいた。

「私の機能だけで解析して復活させられるのなら、オウランでも可か能のうだ。それならそもそもラクウェルを引っ張ぱり出す必要は無い」

「……そりゃそうか」

　とシャノン。

「しかし俺達に協力するなんてどういう風の吹ふき回しだ？」

「知れた事」

　そっくり返ってラクウェルは言った。

「我が世界征せい服ふくをして全すべてをスーピイくんで満たすためにはやはり魔法が不ふ可か欠けつなのでな」

「…………そんなこったろうとは思ったよ」

　うんざりした様子で言うシャノン。

「まあ酔よいも醒さめたら元に戻もどるだろうけどな」

「失しつ敬けいな。我は酔ってなどいないぞ」

「酔っぱらいはみんなそう言うんだよ！」

　シャノンは喚わめいた。





　ふと──オウランが虚こ空くうを見上げて顔をしかめた。

「どうした？」

「……どうもゼフィリスと彼女の〈竜騎士Ｄナイト〉がシステムに侵しん入にゆうを掛かけた様です」

　ヒタカの問いにオウランが答えた。

　ちなみに現げん在ざいヒタカ達は、ラクウェルとシャノンを追って遺い跡せきの中を進行中である。

「一応、先に私が接せつ触しよくして解析していた際さいのデータの提てい供きようを要求してきたので、送付しておこうかと思うのですが。よろしいですか？」

「頼たのむ」

　ヒタカは頷いた。頷いて──溜ため息と共に彼はうなだれた。

「しかしこれで魔法が復活した日には、僕ぼくは一体、何のために来たんだか……」





（…………？）

　シャノンは眼めを瞬しばたたかせた。

　真っ暗な世界だった。

　何も見えない。何も無いのではない事は気配の様なものが伝わってくるので分かるのだが、それが何で、何ど処こにあるのかよく分からないといった感じだ。闇やみ夜よに森の中に閉とじ込こめられた様な感覚──と言えば近いだろうか。

　しかも。

　何やら妙みような感覚が身体からだ全体を包んでいる。何というか……五感全てに薄うすい膜まくがかかっているというか、すぐそこに見えているものに、まるで現実感が感じられないと言うか……とにかく妙に感覚が『鈍にぶい』。

　ラクウェルの要求に従したがって先さき程ほどのヒタカ同様、自分を介かいして〈竜機神ドラグーン〉の処理容よう量りようを使う権けん限げんを彼女に貸かし与あたえているのだが、その際にどうも意い識しきの一部が混こん線せんの様なものを起こしているらしい。

（なんだこれは？）

（案ずるな、シャノン。単に貴方あなたはラクウェルの五感を借りているだけだ）

　ゼフィリスの声なき声がそう告げるが、彼女の姿すがたは何処にも見えない。

（なんだって？）

（実際に我の力を使ってシステムに潜もぐっているのはラクウェルだ。貴方はその際に中ちゆう継けい役をしている訳わけだが、私とラクウェルとの情じよう報ほう処理の遣やり取りの過か程ていが貴方にも見えているだけの事だ）

（分かった様な分からんような）

（まあ要するにここでは我々は完全に傍ぼう観かん者しやだ。直接行動するのはラクウェルの意識だからな）

（はあ……）

　曖あい昧まいに頷く──というか実際の身体感覚は無いのだが──シャノン。

　そして──

「──あら？」

　ラクウェルが声を出して首を傾かしげる。

　そこでようやくシャノンは現げん状じようを把握した。

　マウゼル・システムの中に侵入したのはラクウェルである。その中で意識の拡かく散さんを防ふせぐために自分のイメージを形成しているのはあくまで彼女だ。シャノンとゼフィリスは彼女の五感からの情報を横から盗ぬすみ見しているに過すぎない。

　実際にこの奇き妙みような闇の中に立っているのはラクウェルだけという事である。

「どうしたのかしら」

（……酔よいが醒さめたみたいだな）

（一いち応おう説明はしておく）

　どういう風に『説明』したのかはよく分からないが、ラクウェルは『ふんふん』としばらく独ひとりで頷うなずいて──納なつ得とくしたように言った。

「分かったわ。とにかくこのシステムをどうにかして『魔ま法ほう』だけを復ふつ活かつさせればいい訳ね」

　彼女は言って──眼を凝こらす。

　すると闇に閉とざされていた世界は一いつ瞬しゆんにして白く染そまった。いや……正せい確かくには白い虚きよ無むの中に無数の幾き何か学がく模も様ようが立体的に組み合って存そん在ざいしている。それは見み渡わたす限かぎりに広がる巨きよ大だいなもので……それが具象化されたマウゼル・システムなのだという事はシャノンにも分かった。

「ははあ……」

　少し驚おどろいた様子で見回すラクウェル。

（いきなりだな。どういう事だ？）

（ラクウェルの意い志しにシステムが反はん応のうしたのだろう）

　要するに……ラクウェルが『観よう』としていなかったから此こ処こには光が無かったのである。彼女がこの世界の中で動く意志を示しめしたために、世界はそれに応じて光を形成して辺りを照らしたのだ。

「なるほどなるほど」

　ラクウェルは頷きながら平然とした足取りで白い世界を歩いていく。シャノンには何が何だかさっぱり分からない紋もん様ようも、ラクウェルにとってはそれなりに意味を持って配列されているものらしく、彼女は視し線せんでそれらを追いながら迷まよう事なく歩いていく。

　そして……

「──あら？」

　ふとラクウェルは立ち止まった。

　白い世界の中に四つの人ひと影かげの様なものが浮うかんでいる。興きよう味みを惹ひかれたのか彼女がそちらに歩いていくと、これも世界が便べん宜ぎを図はかったのか、人影はするすると音も無く移い動どうして彼女の前に来た。

「これは……」

　ラクウェルが眼めを丸くしている。

　無理も無い。驚いたという意味ではシャノンも同じだった。

　それは──秩序守護者ピースメイカー達だったからだ。

　いずれも眠ねむっている様に眼を閉とじていて全く動く気配が無い。

（どういう事だ？）

（記き憶おくや人じん格かくデータのバックアップだろう。あくまでソフトウェア・レベルのものでしかないが。秩序守護者ピースメイカーがマウゼル・システムの端たん末まつとして動いていた以上、バックアップが此こ処こにあるのも別に不思議ではない）

（…………）

「……スィン」

　ラクウェルが呟つぶやきながら秩序守護者ピースメイカーの一体に──シーズへと手を伸のばす。わずか数日であったが、妹同然に暮くらした少女の事は彼女の心にも未いまだ濃こい影を残しているのだろう。

　彼女の言葉に応こたえるかの様にシーズの姿すがたが震ふるえ──次の瞬間には粉々に分ぶん解かいされる。

「…………！」

　思わず手を引っ込めたラクウェルの前で、分解されたシーズは幼おさない少女の形状に──スィンとシャノン達が呼よんだ少女の姿に再さい構こう築ちくされていった。

「…………」

　呆ぼう然ぜんとそれを見つめているラクウェル。

　そして──

「…………ラクウェル・カスールか」

　眼を開いた黒くろ髪かみの少女はそう言った。



    

  
    
      「………あなたは」

「貴き様さまが此処に来ているという事は我われ々われは敗北した訳わけか」

　スィンは淡たん々たんとした口調で言う。

「…………そうよ」

　ラクウェルは頷うなずく。

「私達は勝ったわ。勝って本当の空を取り戻もどした」

「ここへは何をしに来た？」

「マウゼル・システムの一部を復ふつ活かつさせて魔ま法ほうを使える世界にする為ためよ」

「そうか」

　スィンは頷くと踵きびすを返して歩き出す。

「ついてこい」

「──え？」

「最も早はや、この状じよう況きようで貴様と対立する意味は無い。一部とはいえシステムを修しゆう復ふくするというのなら協力してやろう」

「…………」

　ラクウェルは束つかの間困こん惑わくの表ひよう情じようを示し──そして微び笑しようした。

「お願いね──スィン」





　異い種しゆ知ち性せい体。

　彼等が何を思って閉じ込めた人類にこの様なシステムを課していったのかは分からない。

　ただ──仮か説せつとして唱えられているものの一つには現げん状じようをよく説明してくれるものもある。

　それは即すなわち人類に『猶ゆう予よ期間』を与あたえる為のものだったのではないか──という事である。

　あくまで人類を封ふう棄き世界に閉じ込めておくつもりならば、もっと簡かん単たんで効こう率りつの良い方法があった筈はずである。また、秩序守護者ピースメイカー達にしても人類側の兵器を流用する必要など無かったであろう。改めて調べてみると分かるのだが、この遺い跡せきにした処ところで、ＨＩ側の技ぎ術じゆつらしきものは殆ほとんど使われていない。操そう作さ端末の形状が〈スキッド〉のそれと似にていた事からも分かる通り──当時の人間達の技術か、それを応おう用ようしたものばかりで構こう成せいされている。

　これは何な故ぜか。

　人類に自分達の存そん在ざい理由から、その技術の在り方まで……様々なものをもう一度考え直させる為のものではなかったか。

　ならば──





「ここが時空定てい義ぎエンジンのシステムだ」

　白い平面の片かた隅すみ──一ひと際きわ複ふく雑ざつに入り組んだ幾き何か学がく模も様ようの前でスィンは立ち止まった。

「ここから──ここまで。この部分のみを再接せつ続ぞくすれば時空定義エンジンのシステムは再起動する。この部分はそのまま放置すれば空間封ふう鎖さは働かない」

「……ありがとう。スィン」

　とラクウェル。

「礼を言われる筋すじ合あいは無い。これは予定されていた事だからな──もっとも私も今初めて知ったのだが」

「──え？」

　ラクウェルが眼めを瞬しばたたかせる。

「それよりも」

　スィンは言った。

「本当にこの世界に魔法を復活させて良いのか？」

「──え？」

「もし望むのならば」

　スィンはひどく冷淡な眼でラクウェルを見つめながら言った。

「貴様だけに魔法を使える様にこの時空定義エンジンを設せつ定ていする事も出来るぞ。貴様はそれでも良いのではないか？」

（なんて事を言うかな……こいつは）

　シャノンは呻うめく様に言った。

「…………」

　ラクウェルは首を傾かしげる──まるで意味不明の事を言われているかの様に。

「この世界の有う象ぞう無む象ぞうに再ふたたび魔法を与あたえても良いのか？　と聞いているのだ。そもそも魔法は人間の身には過すぎた力だ。人間の肉体から直接的に生み出されるものではない」

「それは……技術と名の付くものであればなんでもそうなのではないですか？」

　ラクウェルは静かに言った。

「そうだ。技術は容易たやすく不平等を生み、それは軋あつ轢れきを、そして必要以上の闘とう争そうを生む。最終的には破は滅めつを招まねく恐おそれすらある」

　スィンは無表情に言った。

（……まあ酔よっ払ぱらったラクウェルに魔法ってのはその典型だな）

（特とく殊しゆすぎる例だと思うが）

　ぼそぼそと──別に声が出る訳わけではないのだが──会話するシャノンとゼフィリス。

「ただでさえ人間はいびつな生物だ。これ以上人間にそのいびつさを増ます様な技術を与えて良いのか？　選ばれた者のみが行使するのであればまだ制せい御ぎよは利きくだろう。だが世界全体に再び魔ま法ほうを与える事は──本当に人間を幸せにするか？」

「…………」

「ただの動物として地を這はい回っていた方が人類は幸せだったのではないのか？　技術など無ければ自然というシステムの中で過か不ぶ足そく無くその役やく割わりを果たしながら、人間は、適てき度どな幸福と適度な不幸の中で、暮くらして行けたのではないか？　技術など無ければ星空に手を伸のばして屍しかばねの塔とうを築きずく事も無かったろうに。

　だから改めて私は問うのだ。

　これ以上人間に過ぎた技術を与えて意味があるのか？　それは人間をより不幸にしないか？　また身の丈たけに合わない力を手にする事で破滅への道を一歩進んでしまうのではないのか？」

「……そうですね」

　ラクウェルは微び苦く笑しようを浮うかべて言った。

「少なくとも魔法が無ければ魔法で死ぬ人はいない。それはその通り。魔法が復ふつ活かつすればまた軍事利用が始まるでしょう。そうなれば死ぬ人も怪け我がをする人も出てくる。その意味では私だけが魔法を使える様にしてしまえば、楽なんでしょうけど」

　個こ人じんのみに帰き属ぞくする技ぎ術じゆつは既すでに技術ではない。決して他者に再さい現げん出来ないそれは『奇き蹟せき』の部類に属する事こと柄がらだ。

『奇蹟』は拡かく散さんしない。出来ない。行使者としての心こころ構がまえが出来ていない人間の手に渡わたる恐おそれも無い。故ゆえに安あん易いな行使によって暴ぼう走そうしない。

「でも。それじゃ駄だ目めだと思います」

「何故に？」

「……上う手まく言えないのですが」

　苦笑を浮かべながらラクウェルは言った。

「なんだかそれは負けの様な気がします」

「……誰だれに対しての？」

「自分に対して……でしょうか」

「…………」

「危き険けんだから棄すてる。危険だからそれと向き合わない。危険だから見なかった事にする。それは確たしかに安全確かく実じつな方法かもしれませんけど……そうやって可か能のう性せいを切り捨すてていったら、思いも寄よらない状じよう況きようの変化には対たい応おうできないでしょう？

　危険を避さけるだけでは駄目なんだと思います。生き物は危険を避け続ければ安全に甘あまえちゃいます。安全の中で考える事を止やめてしまうでしょう。そうなったら……多分、生き物としては、むしろ敗北なんじゃないかなあって」

「貴女あなたはそう考える訳か」

「はい。だから我われ々われがすべきは技術を遠ざける事ではないと思うのです。技術を側そばに置いて常つねにそのより良き『御ぎよ者しや』たる事を目指すのが我々の採とるべき道だと思います。だから──」

　ラクウェルは微笑して言った。

「魅み力りよく的ですけど、貴女の提てい案あんは受け入れられません」

「……そうか」

　スィンは頷うなずく。無む表ひよう情じような筈はずの顔にどことなく満足げなものが浮かんでいる様に見えたのは──シャノンの気のせいであろうか。

「──合ごう格かくですか？」

　悪戯いたずらっぽい笑えみを浮かべてラクウェルが尋たずねる。

「…………」

　答えずスィンは背はい後ごを振ふり返った。

　複ふく雑ざつに絡からみ合う幾き何か学がく模も様ようの中で──ゆっくりと幾いくつかの光こう芒ぼうが発生し、それが模様の中を滑すべり出す。まるで──停てい滞たいしていた流れが再ふたたび動き出したかの様に。

「貴方達に魔法を返そう。これは元々貴方達の祖そ先せんが創つくり出したもの──その応用に過すぎない。これは貴方達のものだ。技術とは覚かく悟ごを持たぬ者には破は滅めつへの呪のろいだが、覚悟を持つ者にとっては未来への祝福となる」

　スィンは──いや、スィンの口を借りている何者かの意い志しはそう告げた。

「だが努ゆめ々ゆめ忘わすれぬ事だ──より良き御者たらん事を。必ずしも人間は全すべて貴女の様に考える訳わけではない。決して道は容易たやすくも短くもないぞ」

「はい」

　脈動するかの様に幾何学模様の中で光が明めい滅めつする。それは次し第だいに大きくなり、全てを飲み込こむ程ほどの激はげしさとなって──

「選せん択たく者しやよ。一つだけ貴女に奇蹟を贈おくろう。責せき任にんある選択の報ほう酬しゆうとして」

　声が響ひびき渡わたる。

　そして──奇蹟は顕あらわされた。
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　空は雲一つ無い快かい晴せいだった。

　出しゆつ立たつには良い日和ひよりである。

「お世話になりました」

　ヒタカは言って頭を下げた。

　朝の清せい浄じような日差しの降ふり注ぐザウエル城じようの中庭に、ヒタカと──彼を見送らんとする人々の姿すがたは在った。更さらに言えば〈オウラン〉と〈ゼフィリス〉、二体の〈竜機神ドラグーン〉の本体もそれぞれ中庭の端はしに膝ひざをついて黙もく然ねんと人々を見下ろしている。

　ただし儀ぎ礼れい服に身を包んだ兵達の姿は無く、見送りの人々も特に着き飾かざっておらず普ふ段だん着ぎの者が多い。国こく賓ひん待たい遇ぐうの者の出立を見送るにしては少々寂さびしい場面であったが、これはヒタカ自身が望んだ事である──盛せい大だいな式典によって言葉を交かわした事も無い者達に形式張ばって見送られるよりは、一人一人世話になった人々にじっくり挨あい拶さつをして帰りたいと。

　フォルシス国王代理は存ぞん外がい話の分かる人物だったようで、そんなヒタカの要望を笑顔で受け入れてくれた。

「別に我々は何もしておりませんよ。大したおもてなしも出来ず申し訳ない」

　フォルシスが言う。

　彼の背はい後ごにはクリストファやシャノン、パシフィカ、ゼフィリスといった面々も並ならんでいる。更にその背後には歓かん迎げいの宴えん席せきで顔を合わせた〈アンヴァー・ナイツ〉騎き士し達や、〈ジェイド・サーキット〉の魔ま導どう士し達の姿もあったが──彼等は国王命令ではなく自主的にヒタカとの別れを惜おしんでやってきていた。

「御お陰かげ様で最悪の事じ態たいに陥おちいるのは防ふせぐ事が出来ました。我々も職しよくを失わずに済すみます。本当に何とお礼を言って良いやら──」

〈ジェイド・サーキット〉の魔導士の一人が言う。

　ヒタカ達一行の帰き還かんから──一週間。

　各地から続々と『魔ま法ほうの復ふつ活かつ』の報ほうがこのザウエル城へと入ってきている。

　同時に魔法の消失により失われていた各種均きん衡こう──主に軍事、経けい済ざい面も次し第だいに回かい復ふくに向かいつつあった。少なくとも軍事的均衡の崩ほう壊かいによる戦争という最悪の事態は回かい避ひされたとする見方がラインヴァン内では強い。

　また……マウゼル・システムの時空定てい義ぎエンジンに対して一定の手続きを踏ふめば、ある程てい度どの大だい規き模ぼ干かん渉しようも可か能のうだという事が分かった為ため、今後は気象操そう作さによる旱かん魃ばつや台風の回かい避ひと言った応おう用ようにも期待が寄せられているという。

「いや……結局僕ぼくはろくにお役に立てませんでしたよ。面めん目ぼくない」

　後頭部を掻かきながら言うヒタカ。

「主に働いたのはラクウェルさんです」

「いえいえ。私だけでは無理でしたし」

　そう言うラクウェルの左ひだり腕うでには……何な故ぜかスオーミがぎゅっとしがみついていた。

　どうも妙みような葛かつ藤とうの末に彼女の中では『最も敬けい愛あいする人』がブレンテン公こう爵しやくからラクウェルに変わってしまったらしい。

　ゼフィリスは単に『対象と同化する事で恐きよう怖ふを誤ご魔ま化かしているのではないか』と言っていたが、まあ本当の処ところはよく分からない。ただ地下遺い跡せきから帰ってきてからは彼女はラクウェルを『お姉様』と呼よんで懐なつきまくっている。

　なんだかんだで暗殺も未み遂すいだった訳だし、本人も深く反省しているという事なので、他の〈ダガーズ〉の処しよ遇ぐうも含ふくめて温おん情じようが期待出来るのではないか──とはクリストファの弁である。考えてみれば子こ供どもの頃ころから権けん力りよく者しやの道具として育てられてきた彼女等には〈オブスティネート・アロウ〉の特とく務む戦せん技ぎ兵へいに相通じる部分が在ある。クリストファにすれば他ひ人と事ごとではないのかもしれなかった。

　それはともかく……

「お名残なごり惜しいです」

　ラクウェルはにっこりとヒタカに微笑ほほえむ。

「折角お友達になれましたのに」

「あ……あははは……そうですね……」

　ラクウェルの言葉に若じやつ干かん引きつった笑みを見せるヒタカ。

　ラクウェルの魔法オタク振ぶりは平気でも、さすがに酔よっ払ぱらった状じよう態たいの彼女は〈竜騎士Ｄナイト〉でも怖こわいものがあったらしい。〈聖せい地ち〉から帰き還かんして一週間、事後処しよ理りも含ふくめてシャノン達はヒタカと行動する事も少なくなかったが、どことなくぎこちない雰ふん囲い気きはとれないままだ。まあ無理もない事ではあるが。

「上う手まくいくと思ったのにねえ」

「まあしょうがないな。あればっかりは。俺おれでも引くぞ」

　ぼそぼそと言い合うシャノンとパシフィカ。

　そんな二人にもヒタカは視し線せんを向け──

「ところであの……シャノンさん」

「なんだ？」

「さっきから気になっていたんですが。その子は……？」

　シャノンの肩かた越ごしに──彼が背せ負おう小さな赤ん坊ぼうの顔が見えている。

　黒くろ髪かみのその赤ん坊は、まるで大木に止まる蝉せみの様にシャノンの背中にちょこんとくっついたまま気持ち良さそうに眠ねむっていた。何ど処ことなくシャノンやラクウェルに似た様な雰囲気があるが──

「……聞くな」

　シャノンはぶすっとした表情で言った。

「すんごく似合ってるわよ、シャノン兄？」

　パシフィカがにやにやしながら兄の顔をのぞき込む。

「奥おくさんに逃にげられた甲か斐い性しようなしみたい」

「やかましいわっ！」

「あ、ほら、そんな風に動いたらスィンが起きちゃうよ？　折角気持ちよさそうに寝ねてるんだからさ？」

「…………」

　言われてシャノンは振り上げた拳こぶしを渋しぶ々しぶと下ろした。

「ごめんなさいね？　スィン……シャノンと一いつ緒しよだとすぐ泣きやむから」

　ラクウェルが苦く笑しようを浮うかべながら言った。

「ま……まさかラクウェルさんの子ですか？　それともシャノンさんの？」

　ヒタカの問いに、しかしラクウェルは曖あい昧まいに笑って答えない。二人とも結けつ婚こんはしていない筈なので、どっちの子であるにせよ私生児という事になるが──

　シャノンもパシフィカも苦笑めいた曖昧な表情を浮かべるだけで否ひ定ていも肯こう定ていもしない。

「ともあれ──」

　微び妙みような雰囲気を察さつしてか、フォルシスが割わって入る様に声を掛かけてくる。

「貴方あなたの来らい訪ほうが魔法復ふつ活かつの契けい機きとなったのは間ま違ちがいありません。本当に国民を代表してお礼を申し上げます」

「あ……いえその。顔を上げてください国王代理」

　ヒタカの言葉に従したがって下げていた頭を上げ──そしてフォルシスは国こく政せいを司つかさどる者とは思えない位に優やさしく人懐っこい笑みを浮かべた。この辺りは確たしかに双ふた子ごの妹であるパシフィカとよく似ている。

「公式、非ひ公式を問わずまた機会があれば是ぜ非ひお越こしください」

「ありがとうございます」

　ヒタカは長身を折って一礼する。

「では──」

　踵きびすを返し〈オウラン〉に向かって歩き出すヒタカ。

　その手が掴つかまれたのは次の瞬しゆん間かんであった。

「──え？」

　反はん射しや的に振り返ったヒタカの頬ほおに柔やわらかい感かん触しよくが触ふれる。

　何な故ぜか場の空気がその瞬間に凍こおり付いた。

　シャノンも。パシフィカも。ゼフィリスも。フォルシスも。クリストファも。スオーミも。オウランも。そして勿もち論ろん──ヒタカも。

　一同は愕がく然ぜんと硬こう直ちよくしている。

　そんな中で一人婉えん然ぜんと笑いながらラクウェルが言った。

「本当に、また──おいでくださいね。待ってますから」

「……は」

　掠かすれた声で呻うめくように言うヒタカ。

　予想外の事に混こん乱らんしているらしく──口をぱくぱくと開かい閉へいさせているものの、意味のある言葉がそこからは出てこない。

　代わりに──

「駄だ目めええええっ!?」

　オウランとスオーミが絶ぜつ叫きようする。

「お姉様ッ！　駄目です、こんな男にお姉様の唇くちびるを……どうせなら私に！　こんなのんびりしてて自分の事『僕』とか呼よぶような男は駄目です、駄目！　お姉様に相応ふさわしくありません!!」

「ヒタカ様！　駄目です、そんな安あん易いに転んじゃったら駄目ですよ!?　そんなの一時の気の迷まよいです、野の良ら犬いぬに噛かまれた様なものです！」

「…………」

　きゃあきゃあと喚わめき散らす二人の少女と、呆ぼう然ぜんとするヒタカを眺ながめながら──

「どっちもえらい言われ様だな」

「うーん……」

　苦笑するシャノンとパシフィカ。同じく苦笑を浮かべるフォルシス達。

　ラクウェルはただ微笑してヒタカ達を見守っている。

　ラインヴァン王国王おう城じようザウエルは──とりあえず平和だった。
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　電話が鳴る。電話が鳴る。電話が鳴る。

　早く出ろと電話が鳴る。精神状態が良く無い時くらいは居留守を使えばいいようなものだが、何故か私は居留守というものが出来ない性格なのである。

　という訳で少し気き鬱うつになりながらも受話器を取って耳に当てる私。

「どうも富士見書房のＴです」

「あ……どうも」

「おや？　どうしました。声に元気がありませんね。夏バテですか？」

「いや……なんつーか。汚い話で申し訳ないんですが、実は血けつ尿にようが出まして」

「え？　そうなんですか？」

「ええもう。赤ワインみたいなのがどんどん便器にたまるのを見て卒倒しそうになりましたです」

「それは結石ですね」

「いや、それが全然痛みはなくてですね（結石は基本的に激しい痛みを伴う）。調べてみると血尿というのは割と色々原因があって、痛まない場合、悪性腫しゆ瘍ようという事も……」

「うーん」

「そういう訳でちょっと原稿は待って貰もらえると……なんか痛いとか苦しいとかは無いのですが、なんかこう、落ち着きません。原稿書いていてもどうも集中出来ないというか」

「それはまあ仕方ないですが──さかきさん、うち一社が待ってもどうしようもないのでは？」

「…………」

「確かスケジュールびっちり埋まってませんでしたっけ？」

「…………」

「一社だけずらして、ペース配分がいきなり崩ほう壊かいしませんか？」

「……………………ええと、とりあえず頑がん張ばります（泣）」＞∨自じ業ごう自じ得とく



　結局その後の検査で結石らしいと分かったのですが（つまりは死に至るような病やまいではないという事）、検査したお医者さん、レントゲン写真を見ながら曰いわく……

「普通、結石だと尿道が圧迫されて腎臓が腫はれ上がって痛い筈なんだけどねえ。どうも貴方の場合尿がちゃんと流れているらしくて。この結石がかなりいびつな形をしていて、たまたま尿が流れるようになってるみたいだねえ」

　むう。そんな『非常に稀まれなケース』みたいな口調で言われると妙な気分です、先生。



　というかいつ腎臓が痛み出すか分からないという状況はものすごーく不安を煽あおるというか、体内に不発弾抱えているよーな気分なのでやっぱり落ち着かなかったり。



　という訳で（なにがどういう訳なんだか）──毎度どうも、結石すらもいびつな軽小説屋・一郎でございます。

　お待たせ致しました「スクラップド・プリンセスサプリメント３　聖地に流れる円ポ舞ル曲カ」刊行です。

　これは「ドラゴンマガジン」誌上にて連載された「ホーリーランド・エクスプローラーズ」を加筆修正したものです。



　この「ホーリーランド・エクスプローラーズ」ですが、実は最初は書くつもりがありませんでした。というか間抜けな話ですが、本編を終えた達成感と開放感から「その後、魔法が無くなった封ふう棄き世せ界かい」や「魔法が使えなくなったラクウェル」というものを全く考えていなかった私は、うちのサイト（うごうごくん）の読者投稿で初めてその事実に気付きまして。

「うーん。どうしたもんかいな」と思っておりました。

　で──更に。

　本編ラストでパシフィカと王城内で追い駆けっこしていたスィンが、一体誰の子なのかというのを明示しなかったのは「あとは読者の皆様のご想像にお任まかせします」と洒しや落れたつもりだったのですが、なんか相当皆様のフラストレーションをためる事になったらしく。

　編集部に「どうしても気になるから教えてくれ」という電話までかかってきた挙あげ句ドラマガの編集長からも「俺も気になる。書け」と言われ。

　そもそもアニメの放映中にドラマガ本誌で「棄すてぷり」が載ってないのはよろしくないという理由（大人の事情）で連載継続が決定。

「よーし分かった。後悔しても知らんぞ（？）」と先の魔法消失の一件と合わせて一本プロットを組み上げたのがこの話という事になります。



　とはいえ、いざ書いてみるとこれはこれで本編と違い妙に気楽な気分で書けたのが新鮮でありました。手を抜いたとかそういう訳ではありませんが、何というか目的地が間近に見えている安心感があるというか。

　結果的にヒタカとオウランのコンビは結構お気に入り。この二人の存在がまたシャノンとパシフィカとゼフィリスの関係に変な感じで影響及ぼしたりする様は書いていて楽しゅうございましたですよ。



　さて「棄てぷり」も残す所あと二冊（予定）。

　短編集が一本と書き下ろしが一本。共に出せる様、この本も売れる事を祈っておりまする。



　で──まあいつもの如く感謝の言葉となるのですが。

　そろそろページ数も尽つきて参りましたので、今回はさらっと。

　絵師の安曇雪伸様。

　担当のたなぽん。

　印刷所の方々。校正者の方々。

　各竜機神のネーミング・コンテストに応募してくださった皆様（採用一覧は書き下ろしに掲載するつもりです）。

　でもって何より読者の皆様。



　ありがとうございました。皆様のおかげでここまで来ました。

　とりあえず「棄てプリ」はあとちょっと。

　これからもよろしくです。



　ではでは。



　二〇〇四／九／一六

　ＢＧＭ：‥妻が隣でやっているオンラインゲーム「ラグナロク・オンライン」のＢＧＭ

　ＭＡＣＨＩＮＥ：‥自作機（ＣＰＵ：‥ペンティアム４　２．４Ｇｈｚ／ＲＡＭ：‥１ＧＢ）



    

  
    
      　　初　出

この小説は『月刊ドラゴンマガジン』２００３年９月号～

２００４年２月号に連載されたものに加筆修正したものです。



    

  
    
      スクラップド・プリンセス サプリメント３

聖せい地ちに流ながれる円ポ舞ル曲カ



さかき　一郎いちろう
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